
外に成形時のヨコナデ痕が残る他、底部外面には切り離 し時の回転糸切り痕がそのまま残存する。形

態の特徴では、底部は平底無高台で、体部は斜外方へ内湾気味に大きく開き、口縁端部は軽 く外反さ

せて丸くおさめるものが多い。法量は完存するものが少ないが、計測可能なものは概ね口径12～ 14cm、

器高3.5～ 4.5cm内 に収まる数値を有する。1740～ 1745は赤彩土師器である。 1740・ 1741は平底底部に

内湾しながら開く体部を有し、基本形態は回転台土師器の杯に類似する。1741に ついては底部外面に

回転糸切り痕が残る。1742は やや大振りの法量の平底杯の底部で、やはり外底面に回転糸切り痕が残

る。 1743・ 1744も 底部の破片だが、体部の開く角度が浅 く、皿の底部と考えられるものである。

1745は平底無高台の皿で、体部は浅い角度で大きく開き、回縁部はさらに側方へ突出するように開い

ておさめる。外底面には切り離 し時の回転糸切り痕が残る。口径11.6cm、 器高2.3cmの法量を有す。

1746～ 1754は土師器長甕である。基本形態は砲弾形の丸底長胴の体部に、「 く」字状に短く開く日縁

部を有する。日縁端部の形態には、端部が外反 して端面を丸 くおさめるもの (1746・ 1747)、 端部の

内端を上方に軽 くつまみ上げ、断面三角形を呈するもの (1749～ 1752・ 1754)、 端面に外傾する平坦

な面を有するもの (1753)が ある。一方体部は上半部の内外にカキメがみられる。体部外面下半につ

いては残りの良い1752～ 1754で は、縦方向のヘラ削りが施される。1754の 内面では下半は斜方向のハ

ケ調整を施 している。完存するものがほとんどなく正確な法量をなかなか知ることができないが、唯

―の完存例である1754で は、口径20.5cm、 体部最大径20.3cm、 器高32.6cmを測る。1755～ 1762は素焼

き焼成の土錘である。破損した小破片のものが多いが、樽型ないしは寸胴型の形態で、中央が竹輪状

に抜かれている。外表面には成形時の指頭痕が残るものもあるが、表面が使用により良く摩滅してい

るものが多い。最 も残 りの良い1760で は幅3.6cm、 長さ6.3cm、 内径 1.4cm、 重さ66.0且 gを測る。

1763～ 1778は土師器甕である。いずれも1746～ 1754と 同様の長胴を有する長甕と考えられるが、口縁

端部の形態が異なる。すなわち口縁端部が内側に肥厚するものが典型だが、それ以外にもいくつかの

形態差が看取できる。1763～ 1770は 口縁内端が内側に肥厚するが、それほど顕著ではない。断面で接

合部分を観察できるものでは、単純口縁の内側に粘土を継ぎ足して肥厚部を成形 したような痕跡を残

すものが多い。1771～1775は この肥厚部分が独立 して突出したような形態で、横断面は「 S」 の字を

上下両方から押しつぶしたような形状を呈する。1776・ 1777は逆に肥厚部分が薄く、あまり明瞭では

ない。1778は逆に肥厚部分が玉縁状に内側に巻き込んでいる。これらは日縁部のみの破片で、体部以

下が残存するものはみられないが、体部上半については、内外面ともカキメが施されているものが多

くみられる。1779～ 1783は土師器小型甕の底部破片と考えられる。底部は平底で、外面には回転糸切

り痕がそのまま残るざ内面は成形時のヨコナデ痕がそのまま残るが、外面は荒いヘラ削りを施 してい

る。1785も 同形態、同手法であるが、こちらは法量が大型である。1784は 1779～ 1783と 同じ小型土師

器甕だが、底部は丸底で回転糸切り痕もみられない。外面は荒くヘラ削りされる点は共通するが、内

面はハケ調整が施されている。1786も丸底の底部破片だが、こちらは長胴型長甕の底部破片の可能性

が高い。体部外面は縦方向に、内面は斜方向にハケ調整を施している。1787。 1788は小型の土師器甕

の完存する例である。法量や成形 。調整に違いはあるが、基本的には同形態である。すなわち平底の

底部に半球形の体部を有し、日縁部は受け口状に屈曲して立ち上がる。小型の1787は、内外面をナデ

で仕上げる。口径9.3cm、 器高8 3cmの法量を測る。やや大型の1788は、体部外面上半はカキメ、下半

は荒いヘラ削りを底部を含めて施す。内面は体部下半に荒いハケ調整の痕跡が残る。法量は口径

13.5cm、 器高11.7cnを測る。1789～ 1791は取手付き土師器甕である。1789。 1790は取手部分のみの破

片。1791は、長胴甕の底部を半裁 したような丸底半球形の体部の側面―力所に、片取手が貼り付けさ
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れている。取手の先端は欠失している。体部および取手部は全面ハケ調整されるが、体部はさらに内

外を縦方向に荒いヘラ磨きを施している。口径15,6om、 器高11.7cmの法量を測る。1792は土師器焼成

の製塩土器の体部破片である。体部の内外面には成形時の粘上の継ぎ日と指圧痕が顕著に残る。外面

にはさらに荒いハケ調整の跡がみられる。1793・ 1794は使途不明の板状土製品である。平面形態は長

方形だが、両端が折損 しており、本来の形状は定かではない。横断面は楕円形に近い隅丸長方形を呈

す。外面には部分的にハケ調整の痕跡が観察される。一応横長に図示したが、本来の上下左右かどう

かは確信がない。竪穴住居のカマドなどで使う土製支脚の一種とも考えられる。1795～ 1797は土師器

甕である。日縁部のみの破片だが、逆「ハ」字状に屈曲して開く口縁部と、最大径が口径よりも小さ

くあまり胴の張らない体部を有する。1795は 内外ともナデ仕上げ、1796・ 1797は外面はハケ調整、内

面はハケ調整ないしヘラ削りされている。1798は土師器鍋である。内湾して開く体部から口縁部が屈

曲して短く直線的に外傾する。口縁端部は平坦で面をもつ。体部外面にはカキメが、内面の下半には

ハケ調整がみられる。復元口径31.2cmを測る。

中世 (図面289～2911799～ 1943)

中世の遺物には中世土師器皿、珠洲、八尾、中国製青磁・白磁、瀬戸美濃などがある。

(井戸〉

SE01(図面2891802～ 1804):1802・ 1803は土師器大皿で、森分類のDl類に相当する。形態は、径
の小さな平坦な底部の底端を強く折り曲げ、体部から口縁部にかけて「S」 字状に屈曲する。端部は

上方に丸くつまみあげる。後Ⅱ期に比定される。1804は珠洲悟鉢の底部破片。平底の底部から体部が

直線的に顔方に大きく開く形態と推定される。残存部位では悟目は観察できない。

SE02(図面2891807～ 1813):1807～ 1809・ 1811・ 1812は土師器皿である。1807～ 1809。 1812は森分

類B4類の小皿である。形態は扁平な丸底の底部から、口縁部を短 くつまむように内側に屈曲させる。

口縁端部は丸く納めるもの (1809)と 、鋭 く仕上げるもの (1807・ 1808・ 1812)がある。前Ⅶ～Ⅷ期

に比定される。1811は森分類A2類の上師器皿。形態は、器高が低く平底気味の平坦な底部から、日

縁部が直接浅い角度で短く内湾するもの。口縁端部は押しナデされ面を有する。本例についてはやや

古 く前V～Ⅵ期に比定される。1810は 八尾の甕で、日縁部破片である。復元口径は27.6cmで、Ⅱa類

に相当する。1813は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁の碗の体部破片である。内面に櫛描きによる文様が一

部認められる。大宰府分類の I-2～ 4類に相当する。

SE03(図面2891814):1814は 土師器皿で、森分類B4類に該当する。形態は、扁平な丸底の底部か

ら、日縁部を短くつまむように内側に屈曲させる。口縁端部は細く仕上げる。復元口径13.Ocm、 器高

1.8cmの 法量は、中 。大皿相当のものであろう。前Ⅶ期～前Ⅷ期に比定される。

SE06(図面2891805):1805は 珠洲播鉢で、直線的に開く体部に口縁端面が外傾 し、回縁端部の外端

が側方にわずかに張り出す形態である。吉岡編年のⅣ 2期に比定できる。

SE07(図面2891801):1801は 回転台成形の上師器皿の底部破片。柱状高台に近い形態で、底部外面

には回転糸切り痕が残る。底部破片のみの残存のため、時期不詳である。

SE08(図面289-1800):1800は土師器大皿で、森分類のC2類に相当する。形態的特徴はシンプルな

もので、丸底の底部から深みのある体部強く内湾して立ち上がる。日縁部は直立気味につまみあげ、

端部は鋭く仕上げる。日径11.Ocm、 器高3.2cmの 法量を測る。前Ⅷ～後 I期に比定される。

SE09(図面2891806):1806は 土師器の小皿で、森分類のBl類に相当する。形態は、丸底ないしは
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丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。日縁部は短く内湾した

後、端部を鋭く仕上げる。前Ⅸ期曽後 I期に比定できる。

SE10(図面2891799):1799は 中国陶磁である。体部外面に蓮弁文を有する龍泉窯系青磁碗の小破片。

大宰府分類のⅡ―b類 (旧 I-5b類)に相当する。

く土坑〉

SK010(図面2891829):1829は 土師器小皿である。森分類のBl類に相当する。形態は、丸底ない

しは丸底気味の底部から体部が屈曲して浅い角度で開く。底部と体部の境界は明確でない。口縁部は

短く直線的に開いた後、端部を鋭く仕上げる。後 I期～後Ⅱ期に比定される。

SK012(図面2891826):18且 6は珠洲の壺の口縁部破片で、ロクロ成形のR種と考えられる。口縁部

は逆「ハ」字状に大きく外反し、端部は肥厚させて玉縁状とする。頸部以下は欠失しており、本来の

器形は窺い得ない。吉岡編年のⅡ期に比定される。

SK015(図面2891821):1821は 土師器小皿で、森分類 lB類に該当する。形態は、丸底ないしは丸

底気味の底部から体部が屈曲して浅い角度で開く。底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短く直

線的に開いた後、端部を鋭く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定される。

SK038(図面2891833):1838は 八尾甕の口縁部破片である。森分類のⅡa類に相当する。形態は、口

縁部が受け口状に屈曲するが、受け口部は低く未発達である。外面の顎部も丸みを帯びてゆるやかに

屈曲している。日縁部および頸部上半は内外ともヨコナデ仕上げされる。体部外面下半は縦方向のヘ

ラ削りが残る。内面には粘上の巻き上げ単位で、接合痕が残る。また破口には添継ぎの痕跡がみられ、

破損後一度は補修されたことがわかる。

SK059(図面2891827)i1827は 珠洲悟鉢底部破片である。平底の底部から体部が斜外方に開く形態

である。内面は使用による摩滅が激しく、播目などは確認できない状態である。

SK064(図面289-1824。 1825):1824は 中国陶磁で、同安窯系青磁碗の底部破片である。高台は削り

出しの角高台で、高台畳付けおよび外底面は施釉せず、露胎とする。大宰府分類の I-1-b類碗の底

部と考えられる。1825は土師器の大皿で、森分類のC2類に分類される。形態は、丸底の底部から深

みのある体部強く内湾して立ち上がる。□縁部は直立気味につまみあげ、端部は鋭く仕上げる。前Ⅷ

期～後 I期に相当する。

SK067(図面2891828):1828は 珠洲悟鉢底部破片である。平底の底部で、内面には悟目を密に施す。

SK075(図面2911882):1882は 珠洲壷の底部に近い体部破片である。外面は底部と体部の粘土接合

部を境に、上半部が叩き目、下半はヨコナデ仕上げされている。内面も同様に上半部は円形に窪んだ

当具痕、下半はナデ仕上げされている。

SKl14(図面289-1815):1815は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁碗の体部破片と考えられる。外面には鏑

蓮弁がみられる。上田分類B―Ⅱ類に相当するもの考えられる。

SKl17(図面2891830):1830は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁の碗の口縁部破片である。体部外面にヘ

ラ描きの雷文を施している。上田分類のC― Ⅱ類に該当する。

SKl18(図面2891831・ 1832):1831・ 1832は土師器小皿である。共に森分類Bl類に比定される。

形態は、丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して浅い角度で開く。底部と体部の境界は明確

でない。国縁部は短く直線的に開いた後、端部を鋭 く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定される。

SK122(図面2891823):1823は 珠洲悟鉢である。口縁部は、内端は角状に上方に摘み上げ、外端は

側方に嘴状に突き出す。口縁の端面自体は外傾する。また口縁端面は外傾せず水平となる。吉岡編年
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のⅣ期に比定される。

SK131(図面2891820):1820は 土師器小皿で、森分類Bl類に該当する。形態は、丸底ないしは丸

底気味の底部から体部が屈曲して浅い角度で開く。底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短く直

線的に開いた後、端部を鋭 く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定される。

SK135(図面2891816～ 1819・ 1822):1816～ 1819は土師器小皿である。すべて森分類Bl類に該当

する。形態は、丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確で

ない。日縁部は短く内湾した後、端部を鋭 く仕上げる。1818の みやや古く前Ⅶ～前Ⅷ期に比定される。

他は後 I～後Ⅱ期の時期と考えられる。1822は珠洲の甕である。口縁部は短く外反する短頸、方頭の

形態で、体部の外面は並行の叩き目が、内面には円形の当具痕の痕跡が残る。吉岡編年のⅣ 2期に比

定される。

(溝〉

SD02(図面2901841～ 1867):1841は回転台成形の上師器皿である。底部は回転糸切りの平坦な切り

高台で、口縁部は短く内湾気味にひきだす。底部の器壁はあまり厚くなく、柱状高台ではない。前V

～Ⅵ期に比定される。1842～ 1844。 1846～ 1856は手捏ね成形の上師器皿である。1847～ 1849は森分類

Bl類の小皿である。形態は、丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して浅い角度で開く。底

部と体部の境界は明確でない。口縁部は短く直線的に開いた後、端部を鋭く仕上げる。後 I～後Ⅱ期

に比定される。1844も Bl類の小皿だが、こちらは前V～Ⅵ期に遡る古手のものと考えられる。同様

に1855・ 1856も 中 。大皿相当のBl類で、この 2点もまたやや古い前Ⅶ～Ⅷ期に比定できる。1846は

森分類B3類に比定される土師器小皿。形態は、体部が明確でなく、丸底ないしは丸底気味の扁平な

底部から口縁部が外傾気味に短 く直線的に開く形態。端部は細 く仕上げる。前Ⅶ期に比定される。

1842は森分類のB4類に相当する土師器小皿である。形態は、扁平な丸底の底部から、口縁部を短く

つまむように内側に屈曲させる。国縁端部は丸く納める。前Ⅵ期に比定される。1854は 中 。大皿相当

の法量を有する土師器皿。森分類のC2類に相当する。形態は、丸底の底部から深みのある体部強く

内湾して立ち上がる。口縁部は細 く仕上げる。本例はC2類の中でも、日径に比べやや器高が低く扁

平なものに相当する。時期は前Ⅷ～後 I期に位置づけられる。 1850・ 1852は 森分類Z5類に比定され

る土師器小皿である。形態は、底部はやや扁平な丸底で、体部との境界は明瞭でない。体部は緩やか

に内湾して開き、口縁部は短く強く外反させる。国縁端部は鋭 く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定され

る。1853は森分類Z9類に比定される。丸底の底部から幅広の口縁部が大きく外反し、回縁端部は鋭

く仕上げる。後Ⅱ期に比定される。1857～ 1859は、珠洲の底部破片で、1857が壼、1858・ 1859が悟鉢

の底部と考えられる。1864～ 1866は珠洲悟鉢の日縁部破片である。1864は、幅の広い水平な口縁部端

面を有し、僅かに外端が側方へ突出する。吉岡編年Ⅳ l期に比定される。1865は、鋭く外端が突き出

る口縁部で、端面は水平かわずかに内傾する。悟目を密に施す。口縁の端面に波状文を施 している。

器壁が薄手でシャープなつくりのもの。吉岡編年のV期に比定される。1866は、体部から口縁部が直

線的に外傾する。□縁端部の形態では、国縁端部に面をつくり出し、内端を内側に軽くつまみ上げる。

吉岡編年のⅡ期に比定できる。本調査地出上の珠洲のなかでは古手に位置づけられる。1867は珠洲甕

の口縁部破片である。口縁部の形状は円頭で短く「 く」の字状に屈曲する。吉岡編年Ⅳ期に比定され

る。1860～ 1863は 中国陶磁である。1860は、龍泉窯系青磁の雰で、浅く開く体部に受け口状の口縁部

を有する。体部内面には蓮弁文を描 く。大宰府分類・編年のⅢ-3-b類に相当する。1861は龍泉窯系

青磁の碗である。体部は内湾ぎみに開き、口縁部は軽く外反する。外面にはヘラ描きで蓮弁文を施す。



大宰府分類・編年のⅡ b類 (旧 I-5b類)に比定される。 1862・ 1863は 白磁皿の底部破片である。
1862は 内底面は蛇の日釉剥ぎにする。底部外面は露胎である。森田分類D群に相当する。1845は土師

器小皿で、森分類ではB2類に該当する。扁平だが、丸底ないしは丸底風の底部から体部が内湾気味

に開く。日縁部との境界はあまり明瞭でない。国縁部は短 く外傾する。端部は丸く仕上げる。前V～

Ⅶ期に比定される。

SD03(図面289・ 2901835～ 1837・ 1868):1835・ 1886は土師器小皿である。共に森分類Bl類 に比

定される。形態は、丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して浅い角度で開く。底部と体部の

境界は明確でない。日縁部は短 く直線的に開いた後、端部を鋭く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定され

る。1837は龍泉窯系青磁の皿ないしは必 (盤)で、底部破片である。底部には削り出しの角高台がつ

く。内定面は蛇の目釉剥ぎされる。高台および外底面は施釉せず、露胎とする。1868は珠洲括鉢口縁

部破片である。幅の広い水平な口縁部端面を有 し、僅かに外端が側方へ突出する。吉岡編年のⅣ 2期

にとヒ定される。

SD12(図面2901869～ 1877):1869は回転台成形土師器の底部破片である。外底面に回転糸切り痕が

残るが、小破片のため器形は不明。1870～ 1872は手捏ね成形の土師器皿である。1870は森分類のBl

類に相当する。丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して開く。底部と体部の境界は明確でな

い。国縁部は短く浅 く開く。端部は鋭く仕上げる。前Ⅵ期に比定される。1871は 中 。大皿相当の土師

器皿で、森分類のB3類に相当する。丸底ないしは丸底気味の扁平な底部から口縁部が外傾気味に短

く直線的に開く形態。端部は丸く仕上げる。前Ⅵ期に比定される。1872は森分類Z3類に相当する。

径の小さな底部から体部が斜外方へ開き、口縁部は短く屈曲させ、端部は先細りに仕上げる。前Ⅵ期

に比定される。1873は瀬戸美濃で、灰釉卸皿の底部破片である。内底面全体にヘラで格子状に卸目を

刻む。底部は平底の切り高台。藤澤分類 。編年の古瀬戸後期に比定される。1874～ 1877は珠洲である。

1874は悟鉢の底部で、平底の底部から体部がわずかに内湾しながら開く。内面は隙間なく密に悟目を

施す。1875は悟鉢の口縁部破片である。形態は、体部から口縁部が直線的に開き、口縁部の端面が大

きく幅広に内傾する。端面には波状文を施文している。吉岡編年のⅥ期に比定される。1876は甕の口

縁部破片である。口縁部は短頸で、円頭が短く「 く」字状に屈曲する。体部外面にはヨコ方向の叩き

目が、内面には当具痕の円形の窪みが観察される。吉岡編年のV期に比定される。1877は R種の壷の

底部破片である。

SD16(図面2891838～ 1840):1838～ 1840は珠洲である。1838は珠洲悟鉢の底部である。平底の底部

から体部が斜外方へ開く形態である。内面は使用に伴う摩滅が著しいが、悟目の痕跡がわずかに観察

できる。1839は珠洲甕の底部破片である。1840は珠洲播鉢の口縁部破片である。体部から口縁部が直

線的に開き、口縁部の端面が大きく幅広に内傾する。端面には波状文を施文されている。櫛描きの悟

目は内面全体に密に施す。吉岡編年のⅥ期に比定できる。

SD17(図面2901878):1878は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。体部外面にヘラで

雷文を描く。上田分類のC― Ⅱ類に比定される。

SD20(図面2891834):1834は 土師器小皿である。森分類のB2類に相当する。形態は、扁平だが丸

底ないしは丸底風の底部から体部が内湾気味に開く。口縁部との境界はあまり明瞭でない。回縁部は

短く内湾し、端部は鋭く仕上げる。

SD24(図面2901879・ 1880):1879は土師器小皿である。森分類のZ3類に相当する。径の小さな底

部から体部が斜外方へ開き、回縁部は短く「 S」 字状に屈曲させる。端部は先細りに鋭 く仕上げる。



前Ⅵ期に比定される。1880は珠洲R種壷の体部破片である。体部外面には二段の波状文の痕跡が残る。

く柱穴〉

SP175(図面29卜 1881):1881は珠洲壺の底部破片である。平底底部から体部が軽 く内湾気味に開く。

体部外面はヘラ削りの後ナデが施される。内面には叩きの当具痕跡が残る。

(包含層〉 (図面2911883～ 1943)

1883～ 1913は手担ねの土師器皿である。 1883・ 1911は森分類のAl類に相当する。在地産のなかで

も典型的な京都系模倣と考えられる特徴を有す。形態は、平底気味の平坦な底部から体部が外傾気味

に深く立ち上がり、口縁部は軽 く外傾する。端部は押しナデにより面を有する。口縁部一段ナデ手法。

1883が前Ⅳ～前V期に、1911が前V～前Ⅵ期にそれぞれ比定される。1884は森分類のA3類に相当す

る。平底気味の平坦な底部から体部・ 口縁部が屈曲・外反し、口縁端部は丸くおさめる。前Ⅳ期に比

定される。1890～ 1896・ 1912は森分類Bl類に相当する。丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈

曲して浅い角度で開く。底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短く端部は鋭 く仕上げる。時期は

1894～ 1896が古手で前V期、次いで1890・ 1912が前Ⅶ～前Ⅷ期に比定される。1899・ 1900は森分類の

B2類に相当する。形態は、器高が低 く扁平だが、丸底ないしは丸底風の底部から体部が内湾気味に

開く。口縁部との境界はあまり明瞭でない。口縁部は短く外傾するか、ないしは軽く外反する。端部

は鋭く仕上げる。ともに前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。1897・ 1898・ 1913は森分類のB3類に相当する。

形態は、体部が明確でなく、丸底ないしは丸底気味の扁平な底部から口縁部が外傾気味に短く直線的

に開く形態。端部は丸 く仕上げる。前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。 1888・ 1889は森分類Zl類に相当す

る。形態は、器高は低 く扁平・平底の底部で、体部はなく底端部から口縁部を短く折り曲げ上方につ

まみ上げる。端部は丸く仕上げる。前Ⅵ期に比定される。1905～ 1910は森分類のZ5類に相当する。

底部はやや扁平な丸底で、体部との境界は明瞭でない。体部は緩やかに内湾して開き、日縁部は短く

強く外反させる。国縁端部は鋭 く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定される。1901～ 1904は 森分類のC3

類に相当する。形態は、狭い丸底基調の底部と体部を有するが、器高が低 く扁平である。口縁部は浅

く斜外方へ大きく開く。口縁部は端部に向かい鋭 く仕上げる。前Ⅷ～後 I期に比定される。1914～

1917は 回転台土師器である。1914は大皿法量の口縁部破片である。1915は柱状高台皿の底部で、降っ

ても13世紀代まででおさまる資料と考えられる。1916は森分類でK類として一括されているもので、

平底切り高台を有する小皿。底部外面には回転糸切り痕がそのまま残る。前Ⅶ期に比定される。

1917は森分類のC6a類とされるもので、径の小さな平底の底部から体部が「S」 字状に屈曲する。い

わゆる「へそ皿」の模倣と考えられる器形。但 し、成形手法は回転台成形で、底部外面に回転糸切り

痕が残る。この糸切り痕は通常ナデ消されるが、本例は残存している。後 I期～後Ⅱ期に比定される。

1918～ 1924は 中国陶磁である。1918は青白磁梅瓶の体部破片で、小破片であるが、体部外面に渦巻き

状のヘラ描き文様がみられる。1919は 白磁碗の底部破片で、内底面は蛇の目釉剥ぎされている。大宰

府分類Ⅷ類碗の底部と考えられる。1920も 白磁碗の口縁部破片で、回縁端部は端反りで、見込みに沿っ

て一条の圏線が巡る。大宰府分類のⅣ類と考えられる。1921～ 1923は龍泉窯系青磁で、1921・ 1923が

碗の底部破片で、1922が堺 ?である。1921は大宰府分類Ⅳ類もしくは上田分類D―■類に、1922は大

宰府分類Ⅳ類以降にそれぞれ比定される。1923は B地区SD12出土品と接合関係にある。1924は龍泉

窯系青磁碗の底部破片である。内底面にスタンプで印刻文様を施文するが、モチーフは草花とみられ

る。大宰府分類Ⅳィ類に比定される。1925は京都信楽系の灰釉椀の体部破片である。1926は瀬戸美濃

の灰釉縁釉小皿である。1927は越中瀬戸の鉄釉蓋で、天丼部には紐状のつまみが貼り付けされている。



1928は京都信楽系の灰釉椀の体部破片である。1929は瀬戸美濃灰釉深皿の口縁部破片である。日縁端

部の形状は、受け口状を呈する。1930は八尾の甕の口縁部破片である。森分類のⅢc類に相当する。

Ⅲc類は、幅広の口縁帯が形成され、断面形がNな いしはT字状を呈するものをいう。日縁帯の上端と

下端はそれぞれ丸 くおさめる。1931～ 1942は珠洲である。1932は壼R種の底部破片である。1988～

1938は いずれも悟鉢の底部である。1935～ 1939に ついては、内面に播目が観察される。1939～ 1941は

悟鉢の口縁部破片である。1939は、口縁部の端面が大きく幅広に内傾するもの。端面には波状文を施

文している。吉岡分類 。編年のV期に比定される。1940は 口縁端部は単純方頭に近いが、口縁端部外

端を側方に小さくつまみ出している。吉岡編年のⅣ l期に比定される。1941は、日縁部の外端は張り

出さず、逆に内端側が突き出る形態で、幅の広い端面は内傾する。口縁の端面には波状文を施す。悟

目は密に施す。吉岡編年のV期に比定される。1942は、体部が直線的に開き、国縁部は単純方頭を呈

す。日縁端面は外傾し、端面の両端が角を落としたように丸みをもつ。悟日は 9条一単位の櫛描きで、

一単位毎交互の間隔で、隙間をあけながら施す。吉岡編年のⅣ 2期に比定される。1943は近世の土人

形で、型作りで菅原公の人物像を表現している。

(9)B・ C地区 :(図面 292～297-1944～ 2188)

古代 (図面且92～且941944～ 2049)

古代の出土遺物には土師器、須恵器、黒色土器、赤彩土師器などがある。

(竪穴住居〉

S101(図面292・ 2931962～ 1969・ 1976～ 1980):1962～ 1964は、須恵器蓋である。丸みのある天丼部

から口縁端部を短く下方に折り曲げている。1965は平底無高台の須恵器杯である。平坦な底部から体

部が強 く屈曲 して、外傾気味に立ち上がる形態である。 口径 11.2 cm、 器高3.l cmの 法量を測る。

1966～ 1969は土師器甕の回縁部破片である。「 く」の字に開く口縁部を有し、口縁端部には平坦な面

を有するもの (1966・ 1967)と、角が落ちたような丸みのあるもの (1968・ 1969)がある。いずれも

長胴タイプの長甕の日縁部であろう。1976～ 1980は土師器の煮炊具である。1976～ 1978は甕の口縁部

と考えられる小破片である。このうち1976・ 1977は ほとんど体部と口縁部の境界がみられないもの、

1978は逆「ハ」字状に口縁部が短 く外反するものである。1979・ 1980は土師器鍋で、半球形状に開く

体部はら回縁部が「 く」字状に外反して開く。口縁端部は広い面を有し、下端は側方につまみ出され

るため、断面は三角形状を呈す。体部および口縁部の内外面にカキメの痕跡が残る。

S102(図面2921954～ 1961):1954～ 1961は土師器甕及び鍋である。1954～ 1957は単純「 く」の字状

口縁を有する。端部を丸くおさめるもの (1954)、 端部に面を有 し、一端ないしは両端が側方につま

み出されるもの (1955～ 1957)に三分される。後者は長胴タイプの長甕の口縁部であろう。1958は体

部上半が内傾 し、口縁部はそこから直立して上方へのびる。端部は丸くおさめる。体部の内外に荒い

ハケ状調整がみられる。1960は土師器鍋と考えられる器形である。斜外方へのびる体部と口縁部の境

界はあまり明瞭でなく、口縁部全体が軽く外反してそれとわかる。外面は縦方向に短い単位でのハケ

調整が、内面にも同様のハケ調整が横方向に施される。1961は 同じ土師器鍋でも、日縁部がきれいに

「 く」の字状に屈曲し、日縁端部も幅の広くシャープな面を持つ。内外面にカキメの痕跡を残す。

S103(図面2931970～ 1975):1970～ 1974はいずれも土師器の煮炊具である。1970は小型甕で、球形

丸底の体部に短く外反して開く回縁部が付く。口縁端部は細 く仕上げる。内外面を手持ちでヘラ削り

し、さらに外面についてはカキメが施されるが、器表面の二次被熱による剥離が著しい。国径12.Ocm、



器高約8.5cmの法量を測る。1971はやや大振りの上師器甕で、体部も球形・丸底ながらやや胴長の形

態である。日縁部は短く屈曲するが、僅かに内湾気味に開く。端部は丸くおさめる。体部の内外面に

煤の付着が著しく、調整痕が判別し難いが、底部付近の外面はヘラ削りの痕跡が残る。口径12.4cm、

器高14,Ocmの法量を測る。1972は甕の体部で、上半部を欠失する。底部は丸底気味の平底で、体部も

球形ではなく胴長である。体部の内外面にはハケ調整が密に施される。1973・ 1974は土師器鍋である。

内湾しながら開く体部から口縁部が「 く」字状に短く屈曲する。日縁端部は広い面をもち、外端が側

方に突出する形態である。体部上半および内面にはカキメが、外面下半にはヘラ削りが施されている。

1975は長胴タイプの土師器長甕で、底部を欠失する。国縁部は「 く」字状に短く直線的に開く。端部

は面を有し、内端を軽く上方へつまみ上げている。外面は体部上半をカキメ、下半は縦方向のヘラ削

りを加える。内面もカキメが施されるが、は半部にはさらにハケ調整の痕跡がみられる。

S104(図面2921944～ 1951):1944・ 1945は須恵器蓋の口縁部破片である。いずれも口縁端部を下方

に短 く折り曲げている。1944は やや小振りの法量で、天丼部から口縁部が「 S」 字状に屈曲する。

1945は やや大振りで、天丼部から口縁部が内湾する。1946～ 1951は土師器甕類である。1946は器壁が

厚 くずんぐりしており、口縁部の立ち上がりも短く、あまり大きく外反しない形態。内外にハケ調整

の痕跡が残る。1947～ 1951は、法量に格差はあるが、回縁部の形態は共通する。いずれも、あまり胴

が張らず垂下する体部から、口縁部が「 く」字状に屈曲して直線的に外傾する。端部は平坦な面を有

し、単純におさめる1947・ 1949と、上端ないしは下端をつまみ出す1948・ 1950がある。成形・調整技

法では、1947。 1950の 内面にカキメの痕跡が残る他、1951で は体部状判はおそらくカキメ調整、下半

については叩きを施した後に、外面は縦方向の荒いヘラ削りを、内面は細かなハケ調整を施 している。

小型法量の1947を 除くと、これらの土師器甕は、基本的に長胴タイプの長甕に相当するものと考えら

れる。

S105(図面292-1952・ 1953・ 1994):1952は 土師器の小型甕。胴部の張りがほとんどなく寸胴で、底

部は丸底気味の平底。口縁部は短く直立 しており、端部は細 く仕上げる。内面は荒いハケ状調整、外

面にも一部ハケの痕跡が残るが、表面の剥離が著 しく不明。口径12.5cm、 器高 9。 2cmを測る。1953は

土師器鍋である。半球形丸底の体部に、「 く」字状に浅く開く口縁部が付く。日縁端部は面取りして

いる。体部上半部の内外面はカキメを施 し、下半はさらに外面は荒い斜方向のヘラ削り、内面は横方

向のハケ調整を施す。日径35,5cm、 器高約 19.5clllの 法量を測る。1994は須恵器蓋の口縁部破片で、端

部は下方に短く折り曲げ、断面は三角形状を呈する。

S106(図面2931981～ 1985・ 1987～ 1989):1981は 須恵器の無高台杯の底部破片である。 1982～

1985は土師器小型甕である。このうち1982と 1984は短く「 く」の字状に外反する日縁部を、1983は屈

曲がなくほぼ直立する国縁部を有す。1985は底部の破片で、底部は切り立った平高台となっている。

球形体部の外面にはヘラ削りの痕跡が残る。1987～ 1989は、長胴タイプの上師器長甕の口縁部破片で

ある。いずれもあまり張らずに垂下する体部から口縁部が「 く」字状にシャープに外反する。口縁端

部は面取りし、端面の上下どちらか一端を軽 くつまみ出している。体部の内外面にカキメがみられる

他、1989については体部下半にヘラ削り痕が観察される。

(土坑〉

SK001(図面且981986):1986は 回縁部が短 く太 く外反する甕。器壁は厚く、内外面に荒いハケ調整

の痕跡が残る。

SK015(図面2941999):1999は 須恵器高台付杯である。低 く扁平な角高台が底端部の内側に貼り付
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けされる。体部は外傾気味に斜外方へ直線的に開く。口径10.8cn、 器高3.7cmの 法量を測る。

SK017(図面294-1995。 1996):1995は 須恵器蓋の口縁部破片である。浅い角度で開く天丼部の先端

を下方に折り曲げ、口縁端部とする。1996は平底無高台の須恵器の杯である。切り高台に近い平坦な

底部より体部が斜外方に大きく開き、端部は丸くおさめる。復元口径12,4cm、 器高2.6cmを 測る。

SK021(図面2941998):1998は 須恵器高台付杯の底部破片である。高台は低 く扁平なものが底端よ

り内側に貼り付けされる。

SK034(図面2942000):2000は 土師器小型甕で、底部を欠失する。球形の体部に、短 く「 く」字状

に外反する口縁部が付く。口縁端部は丸くおさめる。体部外面は煤の付着および器表面の剥脱が観察

される。内面にはヘラ削りの痕跡が残る。

(包含層〉 (図面2941990～ 1993・ 1997・ 2001～ 2049)

1990。 1991は平底無高台の須恵器杯である。平底の底部より体部が強く屈曲して、外傾品柄立ち上

がる。口縁端部は細 く仕上げる。法量は1990が 口径 11.2cm、 器高3.3cnl、 1991が口径 12.Ocm、 器高

3.3cmを測る。1992は厚手で口縁部がわずかに短く外傾する甕で、体部の内外面に短くランダムなハ

ケ調整を施す。1998は須恵器長頸壷である。球形の体部から細首の頸部が上方にのび、日縁部は短く

外反させるが、端部は欠失 している。底部には「ハ」字状に大きく外方へ踏ん張る、高さのある貼り

付け高台が付く。体部外面は間隔を開けて二条一単位の沈線帯を四段巡らす。頸部についても同様に

三段の沈線帯が確認できる。1997は平底無高台の須恵器杯である。平坦な底部の外面には、回転ヘラ

切り痕が残る。体部は斜外方へ直線的に開き、端部は丸 くおさめる。日径12.2cm、 器高3.5cmの法量

を測る。2001は須恵器甕の口縁部小破片である。短 く外反する口縁の端部は外傾する広い面を有する。

2002～2018は須恵器蓋である。2002・ 2003は 日縁端部の内面に短いカエリの付く蓋で、 7世紀代に遡

上する古手の須恵器である。2004・ 2006・ 2007・ 2014～2016は、やや丸みを持った天丼部から口縁部

が傘状に開き、端部を下方に短 く折り曲げている。これに比べ2005は扁平で高さのない形態のもの。

2008・ 2009は 天丼部と口縁部の境界に稜がつき、口縁端部に向かって「 S」 字状に屈曲する形態。

2017・ 2018は さらに口縁端部も、内側に巻き込んだような丸いものとなっている。これらの蓋のうち、

2005・ 2006・ 2008・ 2014に ついては、天丼部外面を回転ヘラ削りしている。2010～ 2013は、須恵器蓋

の天丼部中央につく宝珠状つまみのみ残存する破片である。2019は古墳時代タイプの須恵器杯の破片。

国縁部の内端から立ち上がりが内湾 しながら短 くのびる。 6世紀後半～末頃に位置づけられる。

2020～2028は平底無高台の須恵器杯である。いずれも平坦な底部から体部が屈曲して斜外方に開く形

態である。このなかで器壁が厚手で、底部から体部の屈曲がゆるやかな2020・ 2021がやや古手、底端

部のエッジがシャープな2027・ 2028がやや新しめの時期に位置づけられる。概ね口径■cm～ 12.5cm、

器高2.5cm～ 3.Ocmに おさまる法量を有す。2029～ 2032は須恵器高台付杯である。いずれも底端部の内

側に、低く扁平な高台が貼り付けられる。2032は角高台、他は「ハ」字状に外方に踏ん張り内端で接

地する高台形態である。体部は底端部より屈曲し、斜外方へ外傾 してのびる。法量は口径10.5om～

12.5cm、 器高3.5cm～ 5.Ocmの 範囲に概ねおさまっている。2033・ 2034は須恵器甕の口縁部破片である。

2033は、口縁端部が水平の面を有 し、端面の両端を側方につまみ出す形態である。2034も類似した口

縁端部だが、端面は水平でなく外傾している。2035は赤彩土師器の蓋で、須恵器蓋に類似して口縁端

部を下方に短 く折り曲げている。2036～2038は土師器小型甕である。2036は球形体部から口縁部が短

く逆「ハ」字状に開き、口縁端部は内端を上方へつまみ出す。体部下半および底部は欠失する。内外

面は回転台を利用したヨコナデ調整を行っている。2037・ 2038は底部の破片。丸底の2037は外面にハ

173



ケ調整、内面にヘラ削りの痕跡が残る。、平底の2038は、外面下半にヘラ削りが施される他は、回転

ヨコナデ調整されている。2039は法量の大きな回転台土師器の杯の底部破片。底部は平底無高台のも

ので、外底面には回転糸切り痕がそのまま残る。2040は黒色土器の杯で、内面はヘラ磨きした後、黒

化処理を施す。2041～2045は土師器甕の口縁部破片である。2041は僅かに内傾 して立ち上がる体部に、

緩く屈曲して逆「ハ」字状に短く開く回縁部が付く。端部は単に丸くおさめる。体部の内外面に短い

単位のハケ調整が観察できる。2042～2045は、口縁部が「 く」字状に屈曲して開き、回縁端部はいず

れも平坦な面を持つ。やや法量の小さな2042・ 2043と 、法量の大きな2044・ 2045がある。後者につい

ては器表面にカキメの痕跡を残す。2046は回転台土師器杯の平底底部である。底部外面には回転糸切

り痕が残る。2047は須恵器長頸壷の肩部の小破片と考えられる。2048は須恵器長頸壺の頸部破片であ

る。細首の頸部外面には、二条一単位の沈線帯を一段分巡らせている。2049は土師器甕。器壁が厚 く

ほぼ直立気味に立ち上がる体部に、その先端を 2 cmほ どヨヨナデするだけの、短い口縁部が付く。体

部の内外面は縦方向に荒いヘラ磨き状の調整を施している。

中・近世 (図面295～2972050～里188)

中 。近世の遺物には中世土器皿、珠洲、中国製青磁 。白磁、瀬戸美濃、越中瀬戸、唐津、伊万里な

どが出土している。

(井戸〉

SE01(図面295-2050):2050は土師器小皿で、森分類のB3類に相当する。形態は、体部が明確でな

く丸底気味の扁平な底部から回縁部が外傾気味に短く直線的に開く。端部は鋭く仕上げる。前Ⅵ期に

比定される。

SE03(図面29作2156～ 2158):2156～ 2158は手捏ね土師器の小皿である。2157・ 里158は森分類のBl

類に相当する。丸底気味の平坦な底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。

口縁部は短 く内湾 した後、端部を細 く仕上げる。法量は2157が回径8.5cm、 器高 1.5cm、 2158が 口径

9.3cm、 器高1.5cmを測る。前V～前Ⅵ期に比定される。2156は森分類のB2類に相当する。扁平だが

丸底風の底部から体部が内湾気味に開く。口縁部との境界はあまり明瞭でない。日縁部は短く外傾す

る。端部は細 く仕上げる。口径8.Oom、 器高1,9cmの 法量を測る。前V～前Ⅵ期に比定される。

(上坑〉

SK048(図面2952051):2051は 土師器小皿で、森分類のB2類 に相当する。扁平だが、丸底風の底

部から体部が内湾気味に開く。国縁部との境界はあまり明瞭でない。口縁部は短く外傾する。端部は

鋭 く仕上げる。前Ⅵ期に比定される。

SK049(図面2952052):2052は 土師器小皿で、森分類のB3類に相当する。体部が明確でなく、丸

底ないしは丸底気味の扁平な底部から回縁部が外傾気味に短く直線的に開く形態。端部は鋭 く仕上げ

る。前Ⅵ期に比定される。

SK051(図面2952057):且 057は珠洲壷の口縁部破片である。口縁端部は玉縁状に肥厚するが、外端

をさらに側方に突出させる。吉岡編年のV期に相当する。

SK078(図面2952090):2090は 土師器中皿で、森分類のZ5類 に相当する。底部はやや扁平な丸底

で、体部との境界は明瞭でない。体部は緩やかに内湾して開き、口縁部は強く大きく外反させる。口

縁端部は鋭 く仕上げる。復元口径は10.8cmを測る。tt I期 に比定される。

SK080(図面2952054):2054は 土師器皿で、森分類のBl類に相当する。形態は、丸底ないしは丸
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底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。国縁部は短 く内湾した後、

端部を鋭 く仕上げる。国径9.9cm、 器高2.3o41の 中皿的な法量を有す。後 I期に比定される。

SK094(図面2952055・ 2056):2055。 2056は土師器皿である。法量に差はあるが、ともに森分類B

l類に相当する。形態は、丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境

界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後、端部を鋭 く仕上げる。2055は 口径7.2cm、 器高1.6cmで 小

皿相当の法量、2056は 口径9.9cm、 器高約2.5cmで、中皿的な法量である。ともに前Ⅵ～前Ⅶ期に相当

する。

SK102(図面2952087):2087は 中国陶磁である。龍泉窯系青磁香炉の底部破片で、粗製 。小型法量

の製品である。大宰府分類のⅣ期かそれ以降の明の時期に比定される

SKl12(図面2952053):2053は 土師器小皿で、森分類のC3類に相当する。狭い丸底基調の底部と

体部を有するが、器高が低く扁平である。国縁部も浅く斜外方へ大きく開く。口縁部は端部に向かい

鋭 く仕上げる。後 I～後Ⅱ期に比定される。

SK127(図面29作2159):2159は 回転台土師器の無高台杯の底部破片である。平坦な切り高台の外面

には回転糸切り痕が残る。古代に遡上する時期の所産と考えられる。

SK123(図面2972161)i2161は 土師器小皿で、森分類のA2類に相当する。器高が低 く平底気味の

平坦な底部から、口縁部が直接浅い角度で短く内湾する。回縁端部は押 しナデされ面を有する。口径

8.4cm、 器高1.6cmの 法量を測る。

SK132(図面2952089):2089は 土師器小皿で、森分類のBl類に相当する。 形態は、丸底の底部か

ら体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。日縁部は短く内湾した後、端部を細く仕

上げる。国径7 4cm、 器高1.5cmの法量を有す。前Ⅸ～後 I期に比定される。

(溝〉

SD12(図面2951923・ 2095。 2096):1923・ 2095は中国陶磁である。1923は龍泉窯系青磁碗の底部破

片で、内面見込みに円形状の釉剥ぎがみられる。大宰府分類Ⅳ期以降に比定される。本破片はA地区

の包含層出土品と接合関係にある。2095は龍泉窯系青磁の小型香炉である。柱状高台に筒型の体部を

有し、底端部に沿って小さな二つ叉の支脚が貼り付けられる。精製品ではなく粗製の製品で、大宰府

分類Ⅳ期以降に位置づけられ、明代まで降る可能性がある。2096は珠洲悟鉢の口縁部破片である。幅

の広い水平な口縁部端面を有し、外端が僅かに側方へ突出する。

SD13(図面2952058～ 2063):2058は越中瀬戸の灰釉小皿である。浅く開く体部と削り出しの輪高台

を有す。灰釉は国縁部の内外面を漬け掛けする。外底面に墨書がみられるが判読できない。2059は瀬

戸美濃の灰釉平椀の口縁部破片である。体部は斜外方へ直線的にのび、日縁部は短 くわずかに外反す

る。施釉は内面および外面中位より上半にみられる。体部外面下半は回転ヘラ削り痕が残る。2060は

珠洲悟鉢の底部破片である。内面にヘラ刻みの悟目が 1条施されている。2061は珠洲T種壺の底部破

片と考えられる。外面の下半には一部叩き目が残る。また底部外面は静止糸切 りされる。 2062・

2063は越中瀬戸の灰釉小皿である。2062は 内湾気味に浅く開く体部に、削り出しの三角高台が付 く。

2063も小皿だが、こちらは体部と口縁部の境界に稜が入り、回縁部は外反して開く形態である。底部

には削り出しの低い三角高台が付 く。内面の見込みに沿って、重ね焼きの痕跡が残る。また見込みの

中央には菊花のスタンプ文が施文されている。

SD19(図面2972164～ 2166・ 2168):2164～ 2166は手捏ね成形の上師器小皿である。2164は森分類の

A2類に相当する。器高が低く平底気味の平坦な底部から、日縁部が直接浅い角度で短く内湾する。
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口縁端部は押しナデされ面を有する。復元口径8.3cmを 測る。前V期に比定される。2165は森分類のB

l類に相当する。丸底気味の平坦な底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。

口縁部は短く内湾した後、端部を細く仕上げる。前V～前Ⅵ期に比定される。復元口径9.Ocmを測る。

2166は、口縁部が幅広で外反し、端部は丸 く納める。復元口径8。 9cmを測る。前Ⅵ～前Ⅶ期に比定さ

れる。2168は瓦質土器の火鉢で、外面には菊花文がスタンプされている。復元口径は40.5cmで ある。

SD21(図面295-2097～ 2102):2097～ 2100は土師器皿である。2098・ 2099は小皿で、森分類のB2類

に相当する。形態は、扁平だが丸底風の底部から体部が内湾気味に開く。口縁部との境界はあまり明

瞭でない。口縁部は短 く外傾する。端部は細 く仕上げる。法量は、2098が日径7.4cm、 器高 1.lcm、

豊099が 回径8.Ocm、 器高 1.3cmを 測る。前Ⅳ～前V期に比定される。2100は大皿で、森分類のB3類に

相当する。形態は、丸底気味の扁平な底部から口縁部が外傾気味に直線的に開く形態。端部は細 く仕

上げる。口径12.Ocm、 器高3.2cmの法量を有す。前Ⅳ～前V期に比定される。2097は小皿で、森分類

のZl類に相当する。器高が低く扁平で、平底の底部の底端部から口縁部を短く折り曲げ上方につま

み上げる。端部は鋭 く仕上げる。前Ⅳ～前V期に比定される。2101は中国陶磁である。龍泉窯系青磁

碗の底部破片である。大宰府分類の I-2～ 4類に比定される。2102は珠洲甕の口縁部破片である。

短く逆「ハ」の字に開く口縁部は、嘴頭状を呈する。吉岡編年のⅡ期に比定される。

SD23(図面297-2162～ 2163・ 2167):2162・ 2163は手捏ね成形の土師器小皿である。2163は森分類の

Bl類に相当する。丸底気味の平坦な底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でな

い。□縁部は短く内湾した後、端部を細 く仕上げる。復元口径11.2cmの法量を測る。前Ⅵ期に比定さ

れる。2162は森分類のB2類に相当する。扁平だが丸底風の底部から体部が内湾気味に開く。口縁部

との境界はあまり明瞭でない。日縁部は短く外傾する。端部は細 く仕上げる。復元口径7.9cmの法量

を測る。2167は中国陶磁で、青白磁の合子蓋である。天丼部には花文が施される。

SD24(図面297-2160):2160は土師器小皿で、森分類のB4類に相当する。扁平な底部から、口縁部

を短くつまむように内側に屈曲させる。日縁端部は細く仕上げる。前Ⅵ期に比定される。

SD26(図面2952064～ 2066):2064は土師器小皿で、森分類のB4類に相当する。扁平な底部から、

口縁部を短くつまむように内側に屈曲させる。国縁端部は丸 くおさめる。前V～前Ⅵ期に比定される。

2065は回転台成形の上師器で、柱状高台の底部破片である。底部外面には回転糸切り痕が残る。

2066は珠洲悟鉢の底部破片。静止糸切り痕の残る平底底部から、体部が内湾しながら開く形態である。

内面の残存部分では悟目は確認できない。吉岡分類・編年の I期からⅡ期にかけての古手の信鉢にあ

たる。

SD27(図面295-2086):2086は 珠洲悟鉢の口縁部破片である。日縁部は軽 く内湾しながら立ち上がり、

口縁端部はほぼ水平の面を持ち、端面の両端が軽く側方につまみ出されている。小型法量の悟鉢で、

残存部位には信目はみられない。吉岡編年のⅡ期に比定される。

SD28(図面2952067～ 2085):2067～ 2084は土師器皿である。2067は 口縁部が短く内湾するもので、

端部は鋭く仕上げる。底部を欠失するが、手担ねではなく回転台成形の可能性が高い。前Ⅶ期に比定

される。2074は手捏ね成形の小皿で、森分類のA2類に相当する。器高が低く平底気味の平坦な底部

から、日縁部が直接浅い角度で短く内湾する。国縁端部は押しナデされ面を有する。前Ⅵ期に比定さ

れる。2077・ 2078・ 2082・ 2083は小皿と大皿で、森分類のBl類に相当する。形態は、丸底ないしは

丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。□縁部は短く内湾した

後、端部を丸くないしは細 く仕上げる。前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。2084は大皿で、森分類のB2類
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に相当する。扁平で丸底風の底部から体部が内湾気味に開く。日縁部との境界はあまり明瞭でない。

口縁部は短く外傾する。端部は丸く仕上げる。日径12.6cm、 器高3.Ocmの法量を有す。前V～前Ⅵ期

に比定される。2075・ 2076は小皿で、森分類のB3類に相当する。体部が明確でなく、丸底ないしは

丸底気味の扁平な底部から口縁部が外傾気味に短く直線的に開く形態。端部は鋭く仕上げる。2075が

口径7.Ocm、 器高 1.3cm、 2076が口径7.8cm、 器高1.4cmの法量をとる。前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。

2070・ 2071は小皿で、森分類のB4類に相当する。扁平な丸底の底部から、口縁部を短くつまむよう

に内側に屈曲させる。口縁端部は丸く納める。2070が口径8.6cm、 器高 1.5cm、 2071が口径8.4cmの法量

となる。前Ⅵ～Ⅶ期に比定される。2072・ 2073は小皿で、森分類Zl類に相当する。器高は低く扁平・

平底の底部で、体部はなく底端部から口縁部を短く折り曲げ上方につまみ上げる。端部は鋭く仕上げ

る。2072は回径8.6cm、 器高 1.2cm、 2073は 口径9.2cmの 法量を有す。前Ⅵ～Ⅶ期に比定される。2069は

小皿で、森分類のZ2類に相当する。やや丸みを帯びた平坦な底部から、体部が強く屈曲して立ち上

がり、日縁部は軽 く外反する形態である。口縁部は幅広で端部は丸くおさめる。器壁も薄いつくりで

ある。口径8.Ocm、 器高1.5cmの 法量を有す。前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。2079・ 2080は中・大皿相当

の法量で、森分類のZ4類に相当する。深身の器形で、体部が屈曲して日縁部にかけて軽 く内湾気味

に立ち上がる。端部は短 く外反させる。前Ⅵ期に比定される。2068は小皿で、森分類のZ5類に相当

する。底部はやや扁平な丸底で、体部との境界は明瞭でない。体部は緩やかに内湾して開き、口縁部

は強く大きく外反させる。日縁端部は鋭 く仕上げる。口径8.8cm、 器高1.6cmの 法量を有す。前Ⅶ期に

比定される。2081は大皿で、森分類のZ6類に相当する。国縁部は直線的に外傾する。体部と口縁部

の境界付近が最も肥厚し、端部に向かって鋭 く仕上げる。前Ⅷ期に比定される。2085は珠洲悟鉢の口

縁部破片である。国縁部は軽く内湾しながら立ち上がり、口縁端部はほぼ水平の面を持ち、端面の両

端が軽く側方につまみ出されている。小型法量の悟鉢で、残存部位には悟日はみられない。吉岡編年

のⅢ期に比定される。以上のSD28出土資料については数量も多く、時期的にもまとまりがある。概

ね13世紀中～末頃の時期幅で捉えられる良好な土器資料と考えられる。

SD36(図面295-2091・ 2092):且 091・ 2092は中国陶磁である。2091は白磁の皿で、大宰府分類の白磁

Ⅸ類に比定される。2092は龍泉窯系青磁碗の口縁部破片で、外面に鏑蓮弁を有す。大宰府分類のエー

b類 (旧 I-5b類)に相当する。

SD39(図面295-2093):2093は唐津の皿である。内面を波状にハケで模様を描 く、いわゆる三島手の

皿である。2094は越中瀬戸の鉄釉椀の底部破片である。

(柱穴〉

SP21(図面2952088):2088は 土師器小皿で、森分類のBl類に相当する。形態は、丸底の底部から

体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短く内湾した後、端部を細 く仕上

げる。日径6.9cm、 器高1.5cmの 法量を有す。前Ⅸ～後 I期に比定される。

〈包含層〉 (図面296・ 2972103～ 2188)

2103～2118は手捏ねの上師器皿である。2103・ 2107～2111は、森分類のBl類に相当する。丸底な

いしは丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。国縁部は短く内

湾した後、端部を鋭 く仕上げる。法量は小皿の2103・ 2107・ 2108で、口径6.8cm～ 8.4cm、 器高1.lcm～

1.5cm、 大皿の2109～2111で 口径10.8cm～ 11.6cm、 器高2.4cm～ 2.9cmを測る。2103・ 2107・ 2108が前Ⅵ

～前Ⅶ期に、2109～2111は前V期に比定される。2104・ 2116は、森分類のB2類に相当する。形態は

扁平だが、丸底風の底部から体部が内湾気味に開く。口縁部は短く外傾する。端部は鋭 く仕上げる。



小皿の2104は 口径8.Ocm、 器高1.4cmの 法量を測る。前V～前Ⅵ期に比定される。大皿の2116は復元口

径13.6cmを測る。前Ⅵ期に比定される。2114・ 2115は大皿で、森分類のB3類に相当する。形態は、

丸底ないしは丸底気味の扁平な底部から口縁部が外傾気味に短く直線的に開く形態。端部は細く仕上

げる。法量は2114が 口径12.9cm、 器高2.8cm、 2115が 口径11.8cm、 器高3.Ocmを測る。時期は2114がや

や古く前Ⅳ期に、2115がやや新しい前V期に比定される。2105。 2106・ 2117は土師器小・大皿で、森

分類のB4類に相当する。扁平な平底の底部から、日縁部を短くつまむように内側に屈曲させる。日

縁端部は丸 く納める。小皿の2105・ 2106は、日径7.3cm～ 8.Ocm、 器高 1.l omの法量を測る。大皿の

2117は復元口径14.lcmを測る。2105が前Ⅵ期、2106が前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。2113・ 2118は中・

大皿法量の上師器皿である。森分類のZ3類に相当する。径の小さな平底気味の底部から体部が斜外

方へ開き、国縁部がS字を描くように屈曲する。とくに2113に この傾向が顕著である。また口縁端部

は面取り状のナデにより、断面三角形を呈 している。器形に在地色が強いZ類のなかでもとくに型式

的特徴が顕著である。ともに前V～前Ⅵ期に比定できる。里112は森分類のZ4類に相当する。底部か

ら体部が屈曲して口縁部にかけて軽 く内湾気味に立ち上がる。端部は丸 く収める。復元口径■.4clllを

測る。前Ⅵ～前Ⅷ期に比定される。2119～2123は中国陶磁である。2119は白磁の皿で、内湾する体部

から口縁部が短く屈曲・外反する。端部は鋭く仕上げる。残存部分は全面施釉される。大宰府分類Ⅸ

類に比定される。2120は 白磁皿の底部破片で、体部に削りだし角高台を有する。森田分類のD群に比

定される。2121は白磁碗の底部破片である。大宰府分類白磁Ⅳ～Ⅵ類に相当する。2122も 白磁碗の底

部破片で、こちらは大宰府分類白磁Ⅷ類碗の底部に比定される。2123は龍泉窯系青磁碗か皿の口縁部

破片で、上田分類D―Ⅱ類以降の製品と考えられる。2124は土師器柱状高台皿の底部で、厚みのある

中実高台の底部外面には、回転糸切り痕が残る。2125～2128は越中瀬戸である。2125は灰釉縁折皿。

「 S」 字状に屈曲する回縁部の先端は、受け口状に上方に短 く折り曲げられる。体部外面下半は露胎

とする。2126は鉄釉向付で、斜外方に開く体部の中央から口縁部が屈曲して垂直に立ち上がる。底部

は低い三角高台が削り出される。2127、 2128は鉄釉小皿の底部破片である。2129は瀬戸美濃鉄釉天目

茶椀の底部である。藤澤編年の後期Ⅳ (新)に相当する。2135は越中瀬戸の鉄釉天目茶椀で、口縁部の

破片である。2140は越中瀬戸の鉄釉丸椀で、口縁部を欠失する。2130～2133は唐津 (内野山)の銅緑

釉の皿底部である。内面は見込みに沿って蛇の目釉剥ぎされる。底部には断面逆台形の削りだし高台

が付く。2134は皿口縁部の破片。2136は越中丸山の鉄釉筒型椀の口縁部破片である。2137は京焼風唐

津の筒型椀。削りだし角高台を有する底部より、体部が屈曲 。内湾し、日縁部は垂直に立ち上がる。

内外面に淡い釉調の灰釉が掛かる。口径 10.4cal、 器高7.lcmの法量を測る。2138は伊万里の磁器染付

の皿。形の大きな三角高台を有する底部から、体部が内湾しながら短く開く。体部の内面を車花文、

外面を呉須で唐草文で飾る。江戸後期の波佐見窯の製品と考えられる。2139も伊万里の磁器染付の碗。

蓋の付かない丸型の碗で、いわゆるくらわんか手の製品と考えられる。体部外面には呉須で格子文・

草花文を描く。2141は鉄釉が施釉された陶錘で、越中瀬戸の製品と考えられる。形態は寸胴型だが、

破損 しており重量は不明。2142～2150は全て珠洲悟鉢の破片である。2142は口縁部のみの小片。口縁

端面が水平な方頭で、口縁端部の両端がわずかに摘み出される。吉岡編年のⅢ期に比定される。内面

の信目は 7条一単位のもの。2143・ 2144も 回縁部の破片で、体部は内湾しながら立ち上がり、国縁部

は幅の狭い面を持ち、内端を軽く摘み出すようにおさめる。内面に悟目はみられない。吉岡編年のⅡ

期に比定される。2145～ 2149は いづれも悟鉢の底部で、平坦な平底底部の外面には、静止糸切り痕が

残る。2148・ 2149に ついては内面に播目がみられる。2150は悟鉢の回縁部破片で、体部は直線的に外
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傾し、国縁端部は内傾する幅の広い端面を有する。内面には悟目を隈無く連続的に施す。吉岡編年の

V期に相当する。2153は畿内からの搬入品と考えられる瓦質土器。風炉の体部破片で、外面に凸帯の

痕跡が残る。器表面は細かくヘラ磨きされる。同様の風炉は隣接する道場 I遺跡でも出土している。

2154は唐津の鉄釉播鉢の口縁部破片である。日縁端部は玉縁状に肥厚 し、「 S」 字状を呈する。内面

は隈無 く縦方向の悟目を施す。2155は珠洲甕の口縁部破片である。短頸方頭「 く」字状の口縁部を有

す。吉岡編年のV期に比定される。2169～2180は手捏ね成形の土師器皿である。2177は大皿で、森分

類のAl類に相当する。形態は、平底気味の平坦な底部から、体部が外傾気味に深 く立ち上がり、口

縁部は軽く外傾する。端部は押しナデにより面を有する。国縁部一段ナデ手法。復元口径11,Oomの法

量を測る。前Ⅵ～前Ⅶ期に比定される。2169・ 2170・ 2174・ 2175は森分類のA2類に相当する。器高

が低く平底気味の平坦な底部から、口縁部が直接浅い角度で短く内湾する。口縁端部は押 しナデされ

面を有する。2169・ 2170が前V～前Ⅵ期、2174・ 2175が前Ⅵ期にそれぞれ比定される。2171・ 2178・

2179は森分類のBl類に相当する。丸底気味の平坦な底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の

境界は明確でない。口縁部は短く内湾した後、端部を細く仕上げる。小皿の星171が前Ⅵ～前Ⅶ期に、

大皿の2178・ 2179が前Ⅶ～前Ⅷ期に、それぞれ比定される。2172・ 2176は森分類のB4類に相当する。

扁平な丸底の底部から、日縁部を短 くつまむように内側に屈曲させる。日縁端部は細 く仕上げる。前

Ⅵ期に比定される。2173は森分類のZl類に相当する。器高は低く扁平で、平底の底部に体部はなく、

底端部から口縁部を短く折り曲げ上方につまみ上げる。端部は鋭 く仕上げる。復元口径8.Ocmの法量

を測る。前Ⅳ期に比定される。2180は森分類のZ2類に相当する。形態は、平坦な底部から体部が強

く屈曲して立ち上がり、軽く外反する形態である。口縁部のヨヨナデは幅広で、端部は丸 く納める。

復元回径■.4cmの法量を有す。前Ⅶ期に比定される。2181は回転台成形土師器の底部破片で、柱状高

台の形態を有する。2182は珠洲悟鉢の口縁部破片で、単純方頭の回縁部形態である。吉岡編年のⅣ期

に比定される。2183は珠洲甕の口縁部破片で、端部が嘴状に下方にお辞儀 している。吉岡編年の I～

■期に比定される。2184は瀬戸美濃灰釉卸皿。平底の切り高台から体部が浅い角度で直線的に開き、

日縁端部の内側に短いカエリ状の突起を有す。灰釉の施釉は口縁部と体部の内外面に漬け掛けされる。

卸目はヘラ刻みで、「十」字状に交差させる。内面に煤が付着する。国径10.7cm、 器高2.20mの法量を

測る。藤澤編年の後期Ⅳ (古 )1こ相当する。2185は瀬戸美濃 ?灰釉の壺の体部破片で、外面に櫛描き波

状文の痕跡が残る。2186・ 2187は中国陶磁である。2186は回禿げの白磁の皿である。大宰府分類白磁

Ⅸ類に比定される。2187は龍泉窯系青磁碗の破片で、外面に鏑蓮弁が施される。大宰府分類Ⅱ b類

(旧 I-5-b類)に比定される。2188は古代の須恵器蓋で、扁平で高さのない天丼部を有す。日縁端

部は短く下方に折り曲げ、先端は細く仕上げる。

B 木製 品 (図面 298～365)

中名V・ Ⅵ遺跡では木製品の出土も多くみられる。木製品は、一般に乾燥や腐食に弱い性質がある。

遺構から出土する場合は、井戸や溝などの保水性 。滞水性の高い遺構からの出土が多い傾向にある。

中名V・ Ⅵ遺跡の場合は井戸内からの出上が最も多く、次いで旧河道内から出土している。井戸から

出上した木製品には、井戸枠材に使われた桟や縦板の類が多い。また生活関係の製品では、各種の漆

器、曲物桶、箸、下駄、柄杓、櫛などがみられる。柱穴からは柱根、杭などの建築部材が出土した。

以下に各地区・各遺構ごとに記述していく。



(1)Al地 区 (図面 298～302-001～ 060)

く井戸〉

SE01(図面298001～ 007):001は 漆椀である。胴部が緩いカーブを描 くもので、全体に黒漆が施さ

れており、高台裏に赤漆で「二」 と書かれており、樹種はケヤキである。002～ 006は 箸である。

002～004は片側の先端部分を欠損している。005・ 006は完形品で、箸の両端を細く削り出す両国箸で

ある。007は曲物で、井戸の底に設置されていたものでる。径50.8cm、 高さ11.Ocmで、底板は抜かれ

ており残存 しない。樹種はスギである。

く土坑〉

SK31(図面298-008):008は上方を欠損する柱根である。断面円形を呈し、底面が側面から削り込ま

れ平坦面を成す。樹種はクリである。

SK59(図面298-009):0091ま 上方を欠損する柱である。断面円形の芯持ち材である。底面が側面から

削り込まれ平坦面を成す。樹種はクリである。

(溝〉

SD02(図面298ん300010～0290033):010001100181ま 折敷の底板である。011は方形の四隅を切り

落とした八角形を呈すると考えられるもので、011は長方形のものである。018は角の一部と考えられ

る。0120013は 板材で012は長さ52.6cm、 幅8.7cm、 厚さ1.2cmを 測る。013長 さ51,6cm、 幅7.3cm、 厚さ

2.9cmで、両端付近に 2箇所ずつ穿孔が施される。014・ 015・ 017は板状木製品で、014に は上端に穿

孔が認められる。016は長方形の板状木製品の残存部分である。板の中央付近に 2箇所穿孔が認めら

れる。0191ま黒漆塗りの横櫛である。断面は楔形を呈し、歯数は粗く、背が馬の背状にカーブを描 く。

樹種はザイブリボクである。020は外面に黒漆、内面に赤漆を塗る漆椀である。更に外面には赤漆で

五弁花の花文様を描く、高台は低く、樹種はトチノキである。021は杓子型木器である。身の内面お

よび柄に赤漆が塗られる。身の先端は欠損し、柄は身から真っ直ぐ上方へとのびる。樹種はハンノキ

である。022～02900331ま 加工木である。0241ま角材の一部で、他は板材である。023の側面には木釘

の孔が 3カ 所認められる。028・ 029の上端には孔が 1カ 所穿孔されている。033の上方に方形の孔が

あり、孔の周囲には表裏共に焼けて炭化 した部分が認められる。

SD03(図面3000300031・ 0340035):030は 漆椀である。漆は大半が剥離 しており、痕跡から内面

赤漆、外面黒漆を施し、外面の文様が赤漆で描かれていたと考えられる。椀の回縁部および高台が欠

損 しており、樹種はブナである。031は杓子型木器である。身の内面および柄に赤漆が塗られる。身

の先端は欠損 し、柄は身から真っ直ぐ上方へとのびる。樹種はトチノキである。0341ま板状木製品で

ある。中央および両端には方形の孔があり、断面は長方形を呈す。035は棒状の木製品であるЬ長辺

方向に沿って加工されており、先端は尖る。

SD07(図面300-032):032は炭化 した製品の残欠である。

SD14(図面301086～ 042):036～ 0391ま両端を細く削り出す両国箸である。全長19.8年 21.10mで あり、

036・ 037は断面方形、038・ 039は楕円形を呈す。040～ 0421よ加工木で、042が棒状、他のものが板状

を呈す。

SD18(図面301043～045):04300441よ円形板で、曲物などの容器の底板であろう。両者とも側板と

の結合痕を残さないもので、径21.4cm、 厚さ0.6～ 0.7cmで、樹種は両者ともヒノキである。045は板状

木製品である。

０
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SD19(図面301～302046～ 054):046～ 054は板状の木製品である。

(包含層〉 (図面302-055～ 060)

055は黒漆塗りの漆器椀で、外面の剥離が著 しい。赤漆で文様が描かれているが、剥離が激 しく内

容は不明である。高台は低 く、樹種はブナである。0561ま 円形板で、容器の底板と考えられる。2/

3は欠損 しており、欠損部の断面に補修用とみられる木釘が 2カ 所認められる。側板との結合痕は認

められない。057は 円形板の残欠である。058～ 0601ま加工木である。060は棒状、他は板状を呈す。

058に は長辺に沿って穿孔があり、焼け跡が認められる。060は下端が丸く仕上げられ、上端は段差が

でるように削られる。

(2)B5地 区 (図面 303～305-061～076)

(井戸〉

SE01(図面303063・ 064):063・ 064は内外面に黒漆を塗る椀の破片である。063は高台部の残欠で、

内面見込みに赤漆で文様が描かれる。0641ま底部の破片で、高台が低く、061と 同様の形態を取るもの

と考えられる。内面見込みには赤漆で扇文が描かれる。樹種は両者ともブナである。

(土坑〉

SK03(図面303-067):067は板状および棒状の木製品である。長さは36cm前後である。

(溝〉

SD02(図面303066・ 068):066は 組み合わせ式の木箱で、木釘により固定されている。側面には線

刻された三角形の枠内に、「十」字状の記号が刻まれる。樹種はヒノキ科である。068は板状および棒

状の木製品である。方形の角材の両端を削っており、何かにはめ込んでいたものと考えられる。

くその他の遺構〉

SX03(図面303～ 3050610062・ 0650069～072):0613o62は 内外面に黒漆を塗る椀で06とがハンノ

キ、062が ブナである。061は高台が低く、高台脇から胴部にかけて直線的で胴部から上が緩やかなカー

ブを描くものである。外面には赤漆で扇文が描かれる。0650069は 角材である。065は上端を折損し

ており、下端を凸状に加工し、礎板 (071)の ホゾ孔と、それぞれ雌雄として組み合わさった状態で

出上した。出土状況から柱根と考えられる。070・ 071は SX03の 底面に据えられていたもので、大型

の礎板と考えられる。070は長方形を呈し、長辺89.4cm、 短辺54.9cm、 厚さ15.Ocmで、長方形のホゾ孔

をもつ。表にはコの字状の基痕が顕著である。071は長方形を呈し、長辺106.5cm、 短辺52。 lcm、 厚さ

17.4cmで、方形のホゾ孔をもつ。072は方形の板材の一長辺中央をコの字状に狭るものであり、一部

焼けている。

く包含層〉 (図面305-073～ 076)

073は板状の木製品である。やや円弧を描くように加工されている。074は短冊形の木札で柾目取り

である。樹種はスギで、表面に墨書がみられるが判読できない。075は黒漆塗りの横櫛である。断面

は楔形を呈し、歯数は粗く、背が馬の背状にカーブを描く。樹種はイスノキである。076は木像であ

る。顔の目・日、胴部と腕の付根までが確認できると高さ13.Ocm、 幅6.2cmと 小型のもで、表面は丁

寧に加工されるが、裏面は平坦で加工痕は殆ど認められない。顔の形状から人よりもむしろ動物に近

い形状である。樹種はヒノキ科である。

181



(3)Dl・ D2・ D4地 区 (図面 305～309-077～ 148)

く井戸〉

SE01(図面305-077・ 078):077は 曲物とみられる板状木製品である。078は曲物で、側板を補強する

ためのタガが下方に残る。内面ケビキの刻目は縦方向である。樹種はスギである。

SE02(図面307113～ 122):113～ 115は木枠組井戸の隅柱である。上端を丸く仕上げるために加工 し、

下端は据わりを良 くするために平坦に仕上げていることが出土状況から窺えた。柱の中央とやや下方

に方形の孔が互い違いに 2カ 所穿孔されており、横桟との結合部になる。樹種はスギである。 116イよ

井戸の用材の一部と考えられる板材で、樹種はスギである。117は一端を欠損 した箸である。先端を

細く削り出しており、樹種はスギである。118～ 122は木枠井戸の横桟となる棒状木製品である。 118、

119両者ともスギ材で、同一部材と考えられ、断面は方形となる。118は 長さ41.3cm、 119は 長さ

51.5cmで、合わせて lm弱となり、両端を凸状に加工する。120～ 122は断面長方形で、両端を凸状に

加工する。樹種はすべてスギである。

SE03(図面307。 308123～ 187):123・ 1且4は木枠組井戸の隅柱である。上端を丸く仕上げるために

加工し、下端は据わりを良くするために平坦に仕上げる。柱の下端から25cm前後の高さのところには

方形の孔が、 L字状に穿孔されており、横桟との結合部となる。樹種は両者ともサヮラである。125。

126・ 127は井戸枠の用材と考えられるもので125は棒状、126は板状を呈する。127は角柱状を呈 し、

下端から高さ25cm前後の所に快りがあり、123。 124と 同等の機能を有 していたものと考えられる。樹

種はすべてスギである。128～ 135は木枠組井戸の縦板と考えられる。 136・ 137は木枠井戸の横桟とな

る棒状木製品である。両端を凸状に加工し、樹種は186が スギ、137がサワラである。

(溝〉

SD01(図面306088～ 095):088は 厚板状木製品である。表面には長辺に沿って面取りした加工痕が

窺え、一条の刻みがある。089～094は箸である。完形の09100930094は 両端を細く削り出す両国箸

である。完形のものでは18.2c41～ 20,9cmの ものがあり、樹種ではスギやヒノキ亜科が認められる。

095は両口箸のように両端を細 く削り出す棒状木製品である。

SD06(図面306111):111は 一本鋤である。刃先の形状は平鋤で、鉄製のU字形刃先を装着 していた

ものと考えられる。柄は途中で折れており、接合しないが、柄の長さは推定で約75.Ocmで ある。刃の

装着部の身幅は11.4cmである。樹種はクヌギ節のものである。

SD07(図面305・ 306079～ 085・ 097・ 0980101):079～ 081は長方形の板状木製品である。079は下

端が欠損 し、材のやや上方に直径1.3cmの円形孔をもつ。0801よ表面が黒変 し、線状痕が多い。082は

ハ椀の残欠である。内外面赤漆が塗られており、樹種はブナである。083は漆椀の蓋と考えられるも

ので、内外面黒漆を施し、天丼部に赤漆が塗られ、黒本の剥離が著しい。084・ 085は杓子型木器の身

であり、柄部分は欠損する。身の上面に赤漆が塗られ、084はハンノキ、085は ダケカンバである。

097・ 098・ 101は箸である。完形の097・ 098は両端を細 く削り出す両口箸である。

SD16(図面306099):099は 両端を細く削り出す両国箸である。

SD17(図面306-096・ 100・ 103・ 104・ 107・ 109。 110):096・ 100は箸である。096は完形で、両端を

細く削り出す両国箸である。096の樹種はヒノキである。103・ 104・ 107は漆器の椀・皿である。すべ

て内外面黒漆が塗られる。 1031よ高台脇から緩く湾曲しながら立ち上がり、樹種はトチノキである。

104は胴部を薄く仕上げた皿形態のもので、国縁部が肥厚するものである。107は高台脇から直線的に
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胴部が延びるもので、口縁部が欠損する。109・ 1101ま 円形板の一部と考えられる板材である。表面に

線状痕が顕者に認められる。

SD19(図面308138):138は 両端を細く削って仕上げた両国箸である。長さは18.5cmで、樹種はスギ

である。

SD20(図面308・ 309139～ 148):139～ 145は箸である。完形のものはすべて両端を細 く削り出す両

口箸である。樹種はスギである。146は棒状の加工木である。両端を互い違いに薄く平坦に仕上げる。

樹種はスギである。147は折敷の底板である。外周縁に小孔が 3カ 所みられる。両面に線状痕が認め

られ、特に片面には顕著に窺え、まな板に転用されたものと考えられる。樹種はスギである。148は

円形板で、樹種はスギである。曲げ物などの容器の底板と考えられるが、側板との結合痕は認められ

ない。

(包含層〉 (図面305・ 306086・ 087・ 102・ 105。 106・ 108・ 112)

086は木栓で、樽などの栓と考えられる。下端が直径 1.8cm、 上端が3.2cmの 円柱状で、樹種はスギ

である。087は内外面黒漆塗りの椀である。口縁部および高台端部は欠損 しており、高台内側に赤漆

の塗膜の一部が残る。樹種はブナである。身の先端は欠損し、柄は身から真っ直ぐ上方へとのびる。

112は板状木製品である。

(4)D3地 区 (図面 309～315-149～315)

(井戸〉

SE01(図面309-1510152):151・ 152は箸である。両者とも一端を折損 しており、残存部の先端は細

く削りだして仕上げている。

SE02(図面309150):1501ま 厚板状の木製品である。全体の4/5呈を凸状に段を付けて細 く仕上げら

れている。樹種はヨナラ節である。

SE03(図面309-154):154は 木枠組井戸の底に設置された曲物で、上端および底板を欠失する。径

56.Ocm、 残存高29.4cm。 側板の綴 じ代と、結束に使用 した桜材が残存する。内面ケビキの刻目は縦方

向で、補強用にタガが下方に巻かれる。

SE04(図面31卜181):181は曲物の側板の残欠で、底板をとめるための穿孔が残る。綴じ代と結束用

の桜材が一部残存する。

SE05(図面30併1499153):149は 曲物の側板の残欠、153は両国箸である。

(土坑〉

SK01(図面312186・ 187):186・ 187は板状の木製品である。187は下端が斜めに断ち切られる。

SK22(図面31外190):190は 柱根の残欠で、芯持ち材である。

SK24(図面312194):194は 柱根で、芯持ち材である。

SK25(図面312189):189は 柱根の残欠で、芯持ち材である。

SK50(図面309～311-155～ 180):155～ 179は方形・長方形を基調とする板状のもの。このうち157・

165。 166・ 172・ 173・ 177は円弧を描 くよう加工を施す。桶の側板と考えられる。 1801ま円形板で、 4

枚の板を木釘で結合して作っており、桶の底板と考えられる。

SK80(図面311184):184は 棒状の角材で、中央に円形の快りが入る。恐らく継手として利用された

ものであろう。

SK85(図面312188):1881ま板状の木製品ので、表面に線状痕が若干残る。
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SK86(図面313～315-195～ 223):195～ 198は 曲物の底板で、側板との結合痕を残さないものである。

195は 5枚の板を結合してつくられており、木釘によって結合されている。198も結合用の木釘の孔が

2カ 所穿たれている。198は柄杓の底板である。199は柄杓の底部である。200～223は長方形を基調と

する板状の木製品で、桶の側板と考えられる。長さ31.9～ 53.Ocm、 幅6.8cm～ 9,4cmま でのものがあり、

下端から上方10cmま でに顕者な墾痕が残るものがある。222は板の中央に直径10cm大の円形の快りが

入る。

(柱穴〉

SPll(図面312-191):191は 掘立柱建物SB03の柱根の残欠であり、志持ち材である。

SP17(図面312192):192は柱根で、芯持ち材である。

SP18(図面312193):193は柱根である。下端が尖るように加工しており、軽痕が顕著である。芯持

ち材である。

SP19(図面311-185):185は 角材の残欠で、柱根と考えられる。芯を中央にもつ芯持ち材である。

(溝〉

SD01(図面315225):225は 曲物の側板の残欠である。底板との結合用の小孔が穿たれる。

SD06(図面315-226・ 227):226は両国箸である。227は台形状を呈 し、中央下端には内側へ緩いカー

ブが、上端には方形の快りが入る。樹種はクリである。

SD17(図面315228):228は 上端が欠損 した連歯下駄である。前壼はほぼ中央に、後壺は後歯よりも

前方に穿たれる。小判形を呈するものと考えられ、歯は台と同じ幅で縦断面が方形を呈する。

SD41(図面315-224):224は 継手である。直径8.Ocm大 の円形の孔がT字状に穿たれる。水周り遺構

(SX01)の竹と竹の接合部分に設置されていた。

(包含層〉 (図面311・ 31卜 182・ 183・ 229)

182は漆皿、183は漆椀である。両者とも内面および体部外面に黒漆が塗られ、高台の内側には塗ら

れていない。両者とも樹種はケヤキである。229は漆器の椀の体部残欠である。内外面赤漆塗りで、

外面黒漆および金で文様を描 く。

(5)El・ E2地 区 (図面 316～324-230～ 352)
(井戸〉

SE01(図面319271・ 275):271は箸である。下端を細く削りだしており、上端を欠損する。275は石

組井戸の底に設置されていた曲物で、側板と補強用のタガが下縁に巻き付いた状態で出土した。側板

内面には斜め方向にケビキがみられ、底板と結合するための木釘の孔が認められる。樹種はヒノキで

ある。

SE03(図面316-231):231は 漆器皿である。内外面黒漆塗りで、内面見込みに扇文が赤漆で描かれ、

樹種はブナである。

SE04(図面316・ 317232・ 245):232は 漆器椀である。内外面黒漆塗りで、内面見込みに赤漆で文様

が描かれる。樹種はブナである。245は呪符木簡の上側残欠である。上端が山形に削られており、表

裏ともに 2～ 3文字が墨書されている。樹種はヒノキである。

SE05(図面320-291):291は 漆器の椀である。内外面黒漆を施 し、内面見込みには赤漆で扇文が描か

れている。

SE07(図面317-246):246は 板状の木製品であり、曲物の側板と考えられる。

０
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SE08(図面317～319247・ 266～270):247・ 266は 曲物の側板の一部で、側板の結束部には綴り皮が

みられる。267～ 269は 円形板で、曲物や柄杓の底板と考えられる。267の樹種はヒノキである。270は

両国箸で、樹種はヒノキである。

SE09(図面316233):233は漆器椀である。内外面黒漆塗りで、内面見込みに赤漆で文様が描かれて

いる。

SEll(図面317244):244は板状の木製品である。

SE12(図面316～318230・ 234～ 243・ 248～ 262・ 264):230は 漆器の椀である。内面赤漆で、外面は

黒漆で塗 られ、赤漆で文様を描 く、多数の小破片で出土 したことから文様は不明。234～ 243・ 248～

257・ 259～261は、石組井戸の底に設置されていた桶の側板である。全ての側板の下端にタガによる

結束痕が残る。258は 弓状に湾曲した木材で、先端の一部に加工痕が認められる。樹種はカヤである。

259の上端と260の下端に円孔を穿ている。樹種にはヒノキやスギが使われている。262は志持ち材の

横槌であり、樹種はイタヤカエデである。264は角柱状の芯持ち材である。材の中央に長方形の孔が

穿たれている。

SE14(図面320・ 321287・ 290。 293・ 294):287は 漆器の椀の胴部である。内面には赤漆で文様が描

かれる。290は添器椀である。内外面黒漆を施 し、内外面に赤漆で草花文を描き樹種はブナである。

293は石組井戸の底に設置されていた曲物で、底板を欠失する。側板補強のためのタガが上下 3段あ

り、綴 じ皮で結合される。側板内面には縦方向のケビキが認められ、樹種はスギである。294は曲物

の側板である。

SE15(図面32卜 296・ 297):296は 棒状木製品である。表裏には黒漆 ?が塗られており、両端が斜方

向に削られている。また、側面には半円形の快りが認められる。297は石組井戸の底に設置されてい

た曲物で、底板を欠失する。側板は二重に巻かれ、綴り皮によって合計 9カ 所で留められている。

(土坑〉

SK07(図面319277):277は 角材である。下端は欠損しており、更に延長 したようである。また側面

中央には方形の孔が穿たれる。

SK18(図面319-272・ 273):272は 器形から漆器の豆子と考えられる。内面に赤漆、外面に黒漆が施

される。樹種はブナである。273は加工木で、何かの栓と考えられ、上方の肥厚部中央に円形の孔が

貫通する。樹種はスギである。

SK45(図面31辟265):265は 板状木製品である。表面に加工痕が認められる。

SK63(図面32卜300)i3001ま 板状木製品である。樹種はヒノキである。

SK66(図面321303):3031ま 円形板の残欠であり、曲物などの容器の底板と考えられる。

SK69(図面32卜298):298は 板状木製品である。断面長方形を呈し、表面に加工痕が認められる。

SK70(図面321305)i305は 板状木製品で、両端が欠損 している。

SK74(図面322310):310は 円形板である。容器類の底と考えられ、縁のやや内側に外周に沿って円

形の小孔が穿たれる。

SK76(図面3233且9・ 338)i329は 柄杓である。曲物を身としたもので、側板は柄の握り部側に方形

孔、柄の先端側に円形孔が確認できる。側板の本綴じは1列で、方形孔の周りに補強用の皮綴じが別

に認められる。樹種はヒノキ亜科である。338は板状木製品である。

SK79(図面32卜 301・ 306):3011よ 棒状木製品である。やや厚みのある角柱状を呈 し、表面に線状痕

が顕者にみられる。306は漆器の椀である。内外面黒漆塗りで、赤漆で内面見込みに草花文と外面に



文様が赤漆で描かれる。樹種はトチノキである。

(柱穴〉

SP52(図面318-263):263は 板状木製品である。樹種はコナラ亜属。

SP53(図面321307):307は棒状木製品である。下端は平に仕上げられている。

(溝〉

SD06(図面322・ 323-323・ 339):3231ま 円形板で、曲物などの容器の底である。389は棒状木製品で、

断面は円形を呈す。横木取りで芯材を用いず、両端を削って丸く収めている。

SD10(図面319・ 322278・ 312～ 319・ 322・ 324～326):且 781ま棒状木製品で箸と考えられる。断面は

円形を呈し、先端は細く削り出さず平坦に仕上げられる。樹種はヒノキである。312～ 3171ま漆器の椀

である。内外面に黒漆を施 し、赤漆で文様を描 く。312・ 315・ 316の内面見込みには角立て井筒文、

313。 314の外面に木の葉とみられる文様が、317の外面に扇文がそれぞれ描かれる。また312・ 3171こ

は2.Ocm以上の高台が付 く。樹種は全てブナである。318は背にやや丸みをもつ櫛である。断面は楔形

を呈 し、樹種はツゲである。319は上端を丸く仕上げ、下方に段差を設けた木製品である。芯材を利

用しており、樹種はフジキである。何らかの栓として利用されたものか。324・ 325は板状木製品であ

る。片方の先端を尖らすように加工 したもので、樹種は前者がサワラ、後者がヒノキである。326は

芯持ち材の杭で、先端を尖るように加工する。廃棄時に燃やしたものか上端が焦げている。

SD15(図面319。 322279・ 321):279は板状木製品の残欠である。加工痕が顕著であるが用途不明。

321は漆器椀の胴部破片である。内外面黒漆を施 し、内面に赤漆で文様を描く。

SD20(図面319-274):2741ま 板状の木製品である。

SD24(図面319276):276は 柄杓の底である。側板との結合に利用された木釘の孔が向かい合わせに

2カ 所穿たれている。樹種はヒノキである。

SD25(図面320280～ 283・ 288・ 289)12801ま 曲物の側板の残欠である。282・ 283は円形板の一部で

曲物などの底板と考えられ、283は スギである。281は漆器の椀で、内外面黒漆で、外面に赤漆で文様

が描かれる。樹種はトチノキである。288・ 289は棒状木製品で、断面形態は288が楕円形、289が方形

を呈す。また両者の側面には快りがあり、288は下端に半円状、289は中央に長方形の狭りが認められる。

SD26(図面320284～ 286・ 292):284～ 2861まか器の椀である。284は高台が高く、胴部から口縁へ開気

味に立ち上がるものである。286は高台が 2 cm以下で、高台脇から緩く湾曲しながら立ち上がるもの。

3者とも樹種はブナで、内外面とも黒漆を施し、赤漆で文様を描く。286は外面に赤漆で「扇」と「二」

の文字が書かれる。292は板状木製品である。裏面下端には軽による加工痕が顕者に窺え、表には多方

向の線状痕が多数みられる。

SD28(図面323327・ 328・ 330～ 336)i327は板状木製品で上方を欠く、厚さ0,7cmで 下端を細く削り出

す。3281ま柄杓である。円形曲物を身としたもので、側板には円形孔があり、柄の先端が突き抜けてい

たものである。綴じ皮が残存しており、側板の本綴じは 1列である。樹種はヒノキである。330は長方

形の板状木製品である。短辺方向の両端が更に延長するものと考えられ、長辺の片側に沿って、ほぼ等

間隔に円孔が穿たれている。331～ 333は漆器椀である。331は 内外面黒漆に赤漆で文様を描くものであ

る。332・ 333は外面黒漆、内面赤漆を施す。331・ 332は高台脇から胴部が緩やかに内湾し、胴部は比較

的直線的に立ち上がるもの、338は底部から口縁部にかけて浅く直線的に開く器形である。また口縁部

外面に 1条の沈線が巡り、底部は漆を施さず、「上」の線刻がみられる。樹種は331・ 333が ブナである。

334・ 386は板状木製品、335は柄杓の底板で、樹種はヒノキ亜科である。



SD29(図面323337):337は棒状木製品で、断面長方形を呈す。

SD30(図面322320)i320は漆器椀の底部破片である。内外面黒漆を施し、内面見込みに赤漆で草花文

を描く。

SD35(図面324-340～ 344)i340～342は板状木製品である。340の片側側面に円形孔が 2カ 所穿たれてい

る。341・ 342は桶の側板で、樹種はヒノキである。341の長辺側、両側面には木釘用の円形孔が片側 2

カ所の合計 4カ 所穿孔されている。343は芯取り材を用いた独楽で、樹種はカヤである。344は棒状木製

品で、断面長方形である。厚みは1,7cmを測り、中央の上下 2カ所に方形の孔が穿孔されている。

SD36(図面321304)i304は棒状木製品である。

SD38(図面32卜 299):299は 横槌で、芯持ち材である。樹種は二葉松類である。

(その他の遺構〉

SX01(図面321・ 322308・ 309・ 311):308は 台と歯を一木からつくる連歯下駄である。平面系は隅丸方

形を呈し、上端が欠損する。309は 円形板である。曲物などの容器の底板と考えられ、外周縁に側板と

結語するための小孔が 2カ 所みられる。3111ま連歯下駄である。平面形態は隅丸方形を呈し、前壺はや

や左よりに穿たれる。歯は摩耗が激しく台の厚みとほぼ同様となる。

SX02(図面321295・ 302):295は 加工木の残欠で、上方に更に延びる。裏面は基痕の加工痕が顕著であ

る。302は両端を細く削り出す両国箸で、樹種はヒノキである。

(包含層〉 (図面324-345～ 352)

345・ 350～ 352は板状木製品である。350の中央上方には直径約4.Ocmの 円形孔が穿たれる。346は 円柱

状の木製品で、下円が上円よりも小さい。横取り材を用いており、樽などの栓と考えられる。樹種はス

ギである。347・ 348は漆器の椀で、347は底部、348は胴部の破片である。両者とも内外面黒漆を施し、

347の内面見込みには赤漆で文様が描かれる。349は 円形板で曲物などの容器の底である。側板との結合

痕は窺えない。

(6)F2・ 3地区 (図面 325-353～ 366)

(井戸〉

SE01(図面325-360):3601ま 板状木製品である。表裏とも整による加工痕が顕著に窺えるも

く土坑〉

SK01(図面325361):361は 板状木製品である。板の片側側面には円形孔が穿たれる。

SK05(図面325-362～ 366):362～ 3661ま掘立柱建物SB07に付属するSK005内部の水溜用の木枠の部材

である。木枠は長方形に組まれ、362が南、363が北、364・ 366が東、365が西側に位置する。362の両

端には段差の付いたホゾをもち、下方中央に直径約3.Ocmの 円形孔が穿たれる。363は上端に段差の付

いたホゾをもち、下端は欠損する。364～ 366の片側および両側には方形または長方形の快りが認めら

れる。樹種は362・ 365が ヒノキ亜科、363・ 364・ 366は スギである。

SK20(図面325-353・ 354):353・ 354は両端を細く削りだした両口箸で、354の樹種はスギである。

SK27(図面325-355):355は 違歯下駄である。平面形態は長方形を呈し、前壺は中央に、後壺は後歯

より前方に穿たれる。歯のつくりは、台と同じ幅の方形を呈す。樹種はモミである。

SK36(図面325-358):358は 黒漆塗りの横櫛である。断面は楔形を呈し、歯数は粗く、背が馬の背状

にカーブを描 く。

SK59(図面325-359):3591ま 円柱状の継手と考えられる。円形の孔が、 L字状に穿孔されており、横
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材との結合部となる。樹種はスギと考えられる。

(柱穴〉

SP66(図面325356):356は柱根である。心材を利用しており、下端は丸く仕上げられている。

(包含層〉 (図面325357)

357は漆器の椀である。内外面に黒漆を施す。

(7)A地 区 (図面 326～ 356-367～ 707)

(井戸〉

SE01(図面327397)i397は石組井戸の底に設置されていた曲物で、底板は欠失する。側板に補強用

のタガを一段巻き付けられ、側板の下端には直径約2.Ocmの 円形孔が周囲に空けられる。内面には縦

方向のケビキがみられ、樹種はスギである。

SE02(図面327～ 335・ 341400～ 469・ 471・ 473・ 480・ 532～ 535・ 537～ 546・ 559・ 564):400～ 419。

422～ 461・ 467～ 469・ 471は井戸枠の縦板に使われた板材で樹種はすべてスギである。420は板材で中

央に円形孔が穿たれる。樹種はスギ、421は円形板で容器の底板と考えられる。462は棒状木製品で、

断面方形を呈す。両端を細く削り、先端を丸く仕上げている。463～466は井戸枠の横桟に使われた棒

状木製品で、463・ 4641ま両端を凸状に、465・ 466は 凹状に加工し、それぞれを雄雌として方形に組み

合わせるもので、樹種はスギである。473は棒状木製品で杭と考えられる。胴部には樹皮が残存し、

両端に加工痕および切断痕がみられる。樹種はエゴノキ属である。480は折敷の底板と考えられる。

外周縁に沿って 2つ の小孔が 5カ 所認められ、表裏ともに線状痕が多くみられ、まな板などへの転用

も考えられる。532～ 535。 537～ 546・ 559・ 564は両口箸である。樹種は543・ 561は ヒノキで、他はす

べてスギである。

SE03(図面334～ 341470。 475～ 479・ 481～ 531・ 586・ 547～ 558・ 560):470は 木組井戸の底に天地

逆に設置された曲物で、底板を欠失する。側板と補強用のタガで 2重に巻かれ上端は欠損し、底板と

の結合痕と考えられる円孔が穿たれている。側板内面に縦方向のケビキがみられる。樹種はスギであ

る。479・ 498・ 515・ 524は 断面方形の棒状木製品で、井戸枠の横桟と考えられる。樹種はスギ、ヒノ

キ、ネズコ、サワラである。476・ 477・ 481～ 497・ 499～ 514・ 516～ 523・ 525～ 527は井戸枠の縦板に

使われた板材である。樹種はスギが中心でネズコもみられる。475・ 478は棒状木製品で、井戸の隅柱

など井戸枠の部材として利用されたものであろう。樹種はヒノキ・ スギである。528～ 531は板状木製

品の残欠、樹種はスギで井戸枠の破片である。536・ 547～ 558・ 560は両国箸で、555は ヒノキ、558は

サワラで他はすべてスギである。

SE04(図面327・ 34卜399・ 561～ 563・ 565):399は 井戸底に設置されていた曲物で、底板を欠失する。

側板と補強用のタガが 3段巻き付けられている。側板内面には縦方向のケビキがみられる。樹種はス

ギである。561～ 563・ 5651ま両口箸で、樹種はすべてスギである。

SE05(図面326・ 327370～ 379・ 387・ 390～ 392・ 396)i370～ 379は両国箸で、樹種は全てスギであ

る。387。 390・ 391は添器椀で、全て内外面黒漆を施 し、赤漆で文様を描く。387は底部残欠、3901よ

杯形態のもので胴部外面が面取りされる。387は見込みに三つ巴文が 3個描かれ、390は底部が木肌の

ままである。391は 内面見込みに鶴文を描く。392は棒状木製品で円柱状を呈し、表裏の中央横方向に

深い溝状の挟りが入る。糸などを巻いて利用したものと考えられる。396は 石組井戸の底に設置され

ていた曲物で、底板を欠失する。側板に補強用のタガを 3段巻き付けており、側板内面には縦方向の
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ケビキがみられる。樹種はスギである。

SE06(図面326・ 327-380～ 383・ 398):380～ 383は両国箸である。樹種は383が スギで他はヒノキで

ある。398は石組井戸の底に設置された曲物である。側板と補強用のタガが一段巻き付けられており、

樹種はスギである。

SE07(図面326395):395は 石組井戸の底に設置されていた曲物である。側板および補強用のタガが

3段巻かれており、側板内面にはケビキの刻み目が縦方向に入る。最下段のタガには直径1.5cmの 円

形子とが空けられる。

SE08(図面326-389。 394)i389は 漆器椀の胴部破片である。内外面に黒漆を施 し、文様は認められ

ない。394は石組井戸の底に設置されていた曲物で、底板を欠失する。側板の円周を巡るように直径

約1.Ocmの 円形孔が下方に空けられる。樹種はスギである。

SE09(図面326388)i388は 漆器の椀の底部破片である。内外面に黒漆を施し、内面見込みに朱漆で

文様は施される。樹種はブナ属である。

SE10(図面326-367～ 369。 393)i367～ 3691よ両端を細 く削りだす両国箸で、樹種は全てサヮラであ

る。393は石組井戸の底に設置されていた曲物で、底板を欠失する。径33.4cm、 高さ20.8cmを 測る。

樹種はスギである。

SEll(図面326-384～ 386・ 474)i384～ 3861ま 両口箸で、386は下端を欠損 している。樹種は384が ス

ギ、他はサワラである。474は折敷の底板である。表裏共に多数の線状痕が認められ、まな板に転用

されたものであろう。樹種はスギである。

く上坑〉

SK010(図面344・ 345588・ 589・ 592～598):58805891ま両端を細 く削りだした両国箸で、樹種はサ

ワラである。592～ 598は板状木製品である。595・ 597・ 598の 軸線上に、それぞれ小孔が一カ所穿た

れている。樹種はすべてスギである。

SK015(図面342569):5691ま棒状木製品で、断面方形を呈す。両端が欠損 しており、一部削痕が認

められる。樹種はサワラである。

SK016(図面344590):5901ま 箸の残欠で、上端を欠失する。樹種はサワラである。

SK063(図面342567):567は 漆器椀の小片である。内外面黒漆を施 し、文様は認められない。樹種

はケヤキである。

SK068(図面343577):577は 礎板と考えられる。台状に加工されており、樹種はスギである。

SK070(図面344584):5841ま 長さ19.5cm、 幅12.5cm、 厚さ4.5cmを 測る長方形の礎板である。樹種は

スギである。

SK081(図面342566):566は 連歯下駄である。平面形態は小判形を呈し、歯は台裏を袂り込んだも

ので、前壷はほぼ中央に、後壺は後歯よりも前方に穿たれる。裏面の磨滅状況から左足用と考えられ

る。樹種はヒノキである。

SKl15(図面344583):583は 柱根である。断面方形を呈 し、下端を尖り気味に加工する。樹種はク

リである。

SK121(図面342572):572は 連歯下駄である。平面形態は小判形で、前壺はほぼ中央に、後壼は後

歯よりも前方に穿たれる。歯は台と同じ幅で、縦断面は方形を呈する。裏面の磨滅状況から左足用と

考えられる。樹種はスギである。

SK132(図面342-568):568は円形板で、曲物などの容器の底板で、樹種はヒノキである。
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SK133(図面342-570・ 571):570・ 571は連歯下駄のである。570は前方向半分が欠損 しており、ほぼ

全面が炭化 している。571は 表面の片側が炭化 しており、両者とも廃棄されたものであろう。平面形

態は小判形で、歯は台と同じ幅で、縦断面は方形を呈す。樹種は両者ともスギである。

SK134(図面345-599・ 600):599は棒状木製品で、断面円形で、両端に加工痕が顕者にみられる。樹

種はクリである。6001ま ヘラ状を呈する板状木製品で、樹種はサワラである。

(柱穴〉

SP025(図面344-585)i SP025は SB05の柱穴で、585は その柱根である。断面方形の角材で、樹種は

スギである。

SP035(図面344586)i SP035は SB06の柱穴で、586は その柱根である。断面円形を呈 し、下端を平

に加工している。樹種はサワラである。

SP040(図面344591)i SP040は SB08の 柱穴で、591は礎板と考えられる。長さ17.7cm、 幅13.9cm、 厚

さ4.7cmの 直方体で、樹種はスギである。

SP128(図面343-575):SP1281ま SB22・ 27の柱穴である。5751ま柱根で、下端は平に加工されている。

樹種はヒノキである。

SP141(図面343582)I SP141は SB24・ 28の柱穴で、582は柱根である。断面は円形を呈 し、下端加

工痕もしくは切断痕が顕著である。樹種はクリである。

SP163(図面343-578):SP1631ま SB29の 柱穴で、578は柱根である。樹種はウルシ属である。

SP197(図面356705):7051ま板状木製品で、樹種はサワラである。

SP198(図面34許579):5791ま 柱根で、下端を平に加工している。樹種はクリである。

SP199(図面343-573):573は柱根で、下端を平に加工 している。樹種はトネリコである。

SP201(図面344587):587は柱根で、断面円形を呈す。下端は平に加工されており、樹種はクリで

ある。

SP202(図 面343574):574は 柱根で、樹種はスギである。

SP203(図 面343576):576は 柱根で、樹種はハンノキ属ハンノキ節である。

SP204(図 面343-581):581は 柱根で、断面方形を呈す。下端は平に加工されており樹種はハンノキ

属ハンノキ節である。

SP205(図面343580)i580は 柱根で、樹種はヒノキである。

(溝〉

SD01(図面356706):706イま棒状木製品であり、樹種はクリである。

SD02(図面334・ 346・ 347-472・ 601～ 615。 617・ 618):4721ま棒状木製品で、樹種はスギである。

601～ 607は両国箸である。607は ヒノキで、他はすべてスギである。608は皿である。漆は認められな

い。609・ 610は漆器椀である。6091ま 胴部内外面黒漆を施 し、高台内は木肌のままである。内面見込

みには赤漆で草花文を描 く。610は内外面黒漆を施し、赤漆で内外面に文様を描き、内面見込みには

鶴亀の文様が描かれる。樹種は608が サクラ属、609が トチノキ、610が ブナ属である。611～ 613・

615は板状木製品である。6111ま部材の残欠で、下半が欠損しているため詳細は不明だが、表面中央に

直径約2.5cmの 円形孔が穿たれ、その約1.Ocm上方に段がつくられている。また上端を両側から斜めに

削り込み、先端を方形の突起状に仕上げており、他の部材と組み合わせて利用したものと考えられる。

614の 中央上方には、楕円形の孔が穿たれる。樹種ではサワラ、スギ、クリ、ヒノキがある。6171ま棒

状木製品で全体に摩耗・腐食が著しい。樹種はツガ属である。618は板状木製品である。長さ167.6om、



最大幅26.3cmを測る。下半は欠損 しており、長さは更に延びる。上部は装飾加工されており、他は平

坦部となる。装飾部分の厚さは10.6cm、 平坦部は4.5cmを測る。樹種はヒノキで、装飾性をもった何

らかの建築部材と考えられる。

SD03(図面346616):616は 棒状木製品である。断面円形で下端を鋭く削りだしている。樹種はヒノ

キ科である。

くその他の遺構〉

SX01(図面348～356619～704):SX01は 治水・利水関係の構築物で、以下その構築物について記述

する。619～ 6490670～ 672・ 7001ま板状木製品で、樹種はスギを中心にヒノキ・サワラがみられる。

625の 下端は凹形に加工され、626の 下端および中央に円形孔が、636の 下端には方形の小孔が穿たれ

る。645に は板材の縁に沿って方形ないし円形の小孔がみられる。これらの板材の小孔については部

材の転用の痕跡か、あるいは他の部材との結束用のために空けられたものであろう。650～ 669・

673～ 699・ 701～ 704は棒状木製品であり、断面円形や方形の杭や角材などが確認できる。樹種ではス

ギを中心にサワラ・ ヒノキ・ クリ・ コナラ属クヌギ節・クロモジ属がみられる。

(包含層〉 (図面356707)

707は一部炭化 している。また木釘の孔と考えられる小孔が板材の外縁に沿って 2カ 所あり、表面

に線状痕が顕者に認められる。

(8)B・ C地区 (図面 357～365-708～709)

く井戸〉

SE01(図面357～ 360708～ 754):7080710は 曲物で、井戸底に設置されていたものである。底板は

欠失しており、樹種はスギである。709は差歯下駄で、平面形態は小判形である。台裏に溝を切り、

ホゾが台表に露出する。ホゾ孔は方形で、前歯に 2カ 所、後歯に 1カ 所みられる。台はヒノキ、歯は

スギで作られる。711は木釘とホゾを合わせて結合し方形に組む升である。樹種はスギである。712～

747は板状木製品で、井戸枠の縦板に使われた板材である。樹種はスギが中心でサヮラもみられる。

748～ 754は棒状木製品で、井戸枠の横桟である。750。 7541ま両端を凹形に、751・ 752は両端を凸形に

加工し、それぞれを雄雌として方形に組み合わせるもので、それらには方形の快りがみられる。

SE03(図面365-818～ 825):818～ 821は井戸枠の隅柱である。断面方形の角材で、両端は平らに加工

される。樹種はスギである。822～ 8251ま井戸枠の横桟である。822・ 823は両端を凸形に824・ 825は両

端を凹形に加工し、それぞれを雄雌として方形に組み合わせるもので、樹種はスギである。

(土坑〉

SK051(図面362765):765は 連歯下駄で、平面形態は隅丸方形を呈す。前壺は欠失 しており、後壷

は後歯よりも前方に穿たれる。歯は台と同じ幅で、縦断面は方形を呈する。樹種はスギである。

SK073(図面361-761):761は柱根で、樹種はクリである。

SK105(図面86卜760):760は柱根で、樹種はミズキ属である。

SK126(図面365817):817は 樽などの栓と考えられ、樹種はサワラである。

(柱穴〉

SP06(図面361763):7631ま 柱根で、樹種はクリである。

SP25(図面361-762):762は 柱根で、樹種はクリである。

SP56(図面361-759):759は 柱根で、樹種はツガ属である。



SP58(図面361758):758は柱根で、樹種はスギである。

(溝〉

SD01(図面362764):764は 連歯下駄である。平面形態は小判形で、前壺はほぼ中央に、後壺は後歯

よりも前方に穿たれる。歯は台と同じ幅で、縦断面は方形を呈する。後歯は斜めに取り付けられる。

樹種はスギである。

SD13(図面362～364-769～ 773・ 790～ 792・ 798～ 802・ 809):769～ 773は漆器椀である。769は表面

の塗膜片から外面黒漆 。内面赤漆を施 し、体部外面の文様を赤漆で描いたと判断できる。770は 1同部

内外面赤漆で、底部高台内に黒漆を施す。771は外面黒漆、内面赤漆を施す。772は 内外面黒漆を施す。

樹種は769・ 770が トチノキ、771・ 772が ブナ属である。773は 内外面黒漆を施 し、文様を赤漆で仕上

げる。790・ 798～ 800は棒状木製品である。下端を凸状に加工しており、断面は790が 円形、他が方形

を呈する。樹種は800がスギ、他はヒノキである。791・ 792は板状木製品である。790の下端は凸状に

加工される。7911よ 中央よりやや下半に直径0 6cmの 円孔が、7921ま上下端に直径0.4cmの 円孔が穿たれ、

裏面に線状痕が顕著に認められる。樹種は全てヒノキである。801・ 802・ 809は円形板の残欠で、曲

物などの容器の底板である。809の 側面には木釘の小孔が 2カ 所認められ、複数の板を結合 して底板

としたようである。樹種は809が ヒノキ、他がサワラである。

SD19(図面365814～ 816):814・ 815は 漆椀である。内外面黒漆を施し、814は 内面見込みに赤漆で、

文様が描かれる。文様は丸文のみ確認可能で、内側の文様は不明。樹種はブナ属である。816は連歯

下駄である。平面形態は小判形で、歯の摩耗が著しく台の厚みとほぼ同様となる。樹種はブナ属であ

る。

SD21(図面861～ 864755～ 757・ 766～ 768・ 777～ 780。 782～ 789・ 793～ 797・ 804～ 808・ 810～812)i

755～ 757は板状木製品である。757の表裏には線状痕が顕著にみとめられ、まな板として利用された

可能性がある。樹種は756は ヒノキ科、他はスギである。766・ 767は連歯下駄の残欠である。平面形

態は766イま隅丸方形、767は小判形を呈す。両者とも前壷はほぼ中央に、後壺は後歯よりも前方に穿た

れる。歯は台と同じ幅で、縦断面は方形を呈する。樹種は766は スギ、767は ケヤキである。768は漆

器の椀の底部残欠で、内外面に黒漆を施す。777～ 780。 782～ 786イますべてスギの箸である。 783・

786は完形で、両端を細 く削り出す両国箸である。787～ 789は棒状木製品の残欠で、788・ 7891ま片端

が残存しており、平に仕上げられている。樹種はスギである。793～ 795は板状木製品で樹種はスギで

ある。796。 797は棒状木製品で、断面方形の角材である。樹種はスギである。804は 円形板である。

外周縁にそって、斜めに面取りされている。樹種はスギである。805・ 806は呪符である。805の 上端

には梵字 (バ ーン)が墨書される。樹種はスギである。807・ 808は板状木製品で、折敷の底板の残欠

と考えられる。片側の隅が斜めに加工されており、樹種はスギである。810・ 8121ま板状木製品である。

用途は不明で、樹種は810が ヒノキ、812が スギである。811は小円を 3個縦に並べたように加工され

ている加工木で、両端が折取り、あるいは折損 している。樹種はヒノキである。

SD39(図面362～ 364774～ 776・ 781・ 803):774は 連歯下駄の残欠で、歯は摩耗が激しく台の厚みと

ほぼ同様となる。樹種はヒノキである。775は両国箸、776・ 781は箸の残欠である。樹種はヒノキで

ある。803は 円形板であり、縁に沿って、一段低く削られて平坦面成す。樹種はヒノキである。

(包含層〉 (図面365813)

813は径の小さな円形を呈する底板の破片である。復元口径10.Ocm、 厚さ0.55cmである。



C 金属製品 (図面 366～ 371)
金属製品の出土は、土器 。陶磁器類と比較して著しく少ない。金属製品のうち図示したものは

193点で、銅銭・煙管・警以外はすべて鉄製品である。種類が判別できるものとしては銅銭、釘、刀

子、ヤス、鍵、包丁、煙管、警がある。出土量で最も多いのが、釘であり、次に刀子があげられる。

判別できないものは、その形状から棒状、板状、環状などとした。以下にまず銅銭のみを一括提示し、

次いで各地区ごとに遺構別に記述をしていく。

(1)銅 銭 (図面366-001～ 017)
宋銭を含む17枚が出上している。これらの内、遺存状態が良好で判読できるものは15点あった。内

訳は、皇宋通費 2点、元豊通費 2点、紹聖元費、洪武通費の宋銭と永楽通費 3点、寛永通宝 6点が出

土しており、寛永通宝が最も多い。宋銭では行書 (002・ 0030005)と 象書 (001・ 004)の字体のも

のがある。また寛永通宝では真鍮四文銭のもの (017)を含み、背面には11波の波文が施される。

B5地区SD02(図 面36600100150016):SD02か ら出土した銅銭は 3点である。001は皇宋通費

(北宋、初鋳1038年)で、象書体である。015・ 016は判読することが困難なもので、015の下部分の文

字が象書で「元」と書かれている。

B5地区SX01(図面366-012):0121ま SX01か ら出土の寛永通費である。書体から古寛永と考えられ

る。

B5地区包含層 (図面3660140017):寛永通費が 2点出上している。014は書体から新寛永と考えら

れる。017は他の寛永通宝よりも一回り大きく背面には波文が■波施されており、真鍮製の四文銭と

考えられる。

Dl・ D2・ D4地区包含層 (図面366-007・ 011):007は永楽通費、011は寛永通費である。

D3地区包含層 (図面3660030004):003・ 004は元豊通費 (北宋、初鋳1078年 )であり、前者が行

書、後者が象書である。

E地区SD27(図面366008):0081ま SD27か ら出土した永楽通費である。

E地区包含層 (図面366-009):009は 永楽通費と判読できる。

A地区SK015(図面366-006):006は SK015か ら出土したもの。006は洪武通賓 (北宋、初鋳1368年 )

と判読できる。背面は無紋。

(2)Al地 区 (図面366-018～ 022)
く包含層〉 (図面8660180020～ 022)

018は煙管の雁首である。長さ4.2cm、 径1.Ocmを 測る。0201よ錠前である。長さ8.5cm、 幅3.3cm、 厚

さ1.5cmを 測る。021・ 022は 棒状の鉄製品で、021は藝と考えられる。長さ9.7cm、 幅1.4cm、 重さ

74.3gで ある。022は断面四角形の和釘とみられる。

(3)B5地 区 (図面366-019)

く溝〉

SD01(図面366019):0191ま SD001か ら出土した

り、先端を垂直に上向きに屈曲させ火皿となる。

もので、煙管の雁首である。板を曲げて円筒をつく

長さ3.6cm、 径1.6cmを測る。



(4)Dl・ D2・ D4地 区 (図面 366-023～ 028)

く土坑〉

SK15(図面366-026):026イ まほぼ完形の刀子である。峰は直線的で茎部とは段をもって分かれる。長

さ10.5cmで 刃部の幅2.2cm、 厚さ1.Oomを 測る。

SK24(図面366-024):024は 刀子の刃部の一部である。残存長3.5cm、 幅1.lcm、 厚さ0.9を測る。

(柱穴〉

SP09(図面366025):025は 掘立柱建物SB001の 柱穴から出上した用途不明の棒状鉄製品である。板

状のものを円盤状のものに通した状態で出土している。板状のものの長さ7.Ocm、 幅3.8omで ある。

(溝〉

SD17(図面366023):023は ヤスである。穂先が三つに分かれており、先端は残存 しないためカェリ

が付くかどうかは判別できない。柄に装着する基部も折損しているが、残存部位の先端は中空ではな

く中実となっている。残存する部分の長さ16.7cmで、穂先部分の長さ13.8cmを測る。左右穂先間の幅

8.5cmで、穂先の横断面は楕円形で径0,6～ 0.8cm、 基部の横断面も楕円形で径1.2～ 1.8omを 測る。富山

県内における出土例は 5例が知られている。

(包含層〉 (図面366-0270028)

027は釘であり、全長5,8cmを測る。横断面は円形を呈し、近代以降のものと考えられる。028は鉄

滓である。重量は40。 lgを量る。

(5)D3地 区 (図面 367～ 370-029～ 097)

(土坑〉

SK31(図面367・ 368・ 370029～ 03300350037～ 0400042～ 051・ 054～ 056・ 093)i SK31か らは多

量の鉄滓が出土し、図示できるもので23点を数える。図示したものの重量は8.6g～ 246.6gの ものが

認められる。093は板状鉄製品である。残存長10,Ocm、 幅3.8cm、 厚さ2.10mの もので、重量64.5gを量る。

SK32(図面367034):034は 鉄滓である。重量143.5gを量る。いわゆる椀型滓である。

SK34(図面367～ 370041・ 052・ 057～ 081・ 083～ 0850087)i SK034か らは多量の鉄滓が出土し、図

示できるもので31点を数える。図示したものの重量は12.3g～ 311,8gの ものが認められSK031と 比較

して大型のものが多く含まれる。047・ 062・ 07800800081・ 087は いわゆる椀型滓である。

SK37(図面370-086)1086は鉄滓である。重量は83.5gを 量る。

SK42(図面368053):0531ま鉄滓である。重量111.lgを量る。

SK44(図面367-036)i036は鉄滓である。重量20.lgを量る。                
｀

SK64(図面370092):0921ま棒状鉄製品である。上下両端は更に延長するものと考えられる。残存長

21.5cm、 厚さ1.5omを 測り、断面は円形を呈す。

(柱穴〉

SP01(図面36982):082は 鉄滓である。重量は39.2gを量る。

(溝〉

SD26(図面370089～ 091):いずれも鉄淳である。重量は089が 28.2g、 090が 122,7g、 091が 230.2g

を量り、0900091は いわゆる椀型滓である。

SD28(図面370088):088は鉄滓である。重量は209.6gを量り、椀型を呈する。

194



〈包含層〉 (図面370-094～ 097)

094～ 097は D3地区の包含層から出上した金属製品である。0941ま警の完形品である。全長13.8cm、

幅0,4cm、 厚さ0.2cmを測り、警の一端には耳かきが付く。0951ま棒状鉄製品であり、両端は更に延長

する。残存長 7.9cm、 幅1.4cm、 厚さ1.2cmを 測る。断面は方形を呈す。096は板を曲げて円筒にした煙

管の吸い口である。残存長9,3cm、 最大径1,Oomの ものである。0971ま板状鉄製品である。一端は更に

延長し、他方は鈎爪状に屈曲する。残存長は8.4cm、 幅1,9cm、 厚さ0.6cmを 測り、断面は長方形を呈す

る。種別・用途などは不明である。

(6)El・ E2地 区 (図面 370・ 371-098～ 106)
〈土坑〉

SK10(図面370-098):098は板状鉄製品で半円形の円盤状を呈し、一端が更に延長する。残存長

5.5cm、 幅8.3cm、 厚さ1.2cmを測る。種別・用途などは不明である。

(溝〉

SD10(図面370100):100は 包丁と考えられる。先端および刃先が折損しており、残存長は17.7cm、

茎部の幅1.5cm、 刃部の幅3.8om、 厚さ0,6cmを 測る。

SD25(図面370099):0991ま板状鉄製品で、一端が更に延長する。残存長9,6cm、 幅2.9cm、 厚さ2.2cm

を測る。形状から延長部がU字状に延びることが考えられ、蹄鉄となる可能性がある。

SD29(図面371102):102は 鉄滓で、重量71.6gを量る。いわゆる椀型洋である。

(包含層〉 (図面370。 371-101・ 103～ 106)

101は警の完形品である。全長17.4cm、 幅0,7cm、 厚さ0.lcmを 測る。断面は長方形で、警の先端には

耳かきが付き、 5弁の花が意匠されている。1031ま著しく変形した釘である。104・ 105は煙管である。

104は吸い口で、残存長5.Ocm、 径0.9cmで ある。105雁首で、残存長4.4cm、 径1.Ocmを 測る。両者とも

板を曲げて円筒に仕上げたものである。106は箸の先端部分であり、凝った意匠が施されている。残

存長5,3cm、 最大幅2.00m、 厚さ0.4omを 測る。

(7)F2・ F3地区 (図面371-107～ 111)
く土坑〉

SK15(図面37卜107):107は 鉄滓である。重量35,7gを 量る。

SK33(図面37卜108):108は 鉄滓である。重量47.4営 を量る。

SK50(図面371109):109は断面方形の角釘である。頭部を折り返した折頭を呈し、下方は更に延長

する。残存長4.4cm、 幅1.Oclll、 厚さ0,7cmを 量る。

(包含層〉 (図面371110～ ■2)

110は煙管の雁首の首部である。111・ 112は断面方形の角釘である。111は先端部で幅0.8cm、 112は

胴部で、幅1.3cmを量る。

(8)A地 区 (図面371-113・ 116・ 125)
(井戸〉

SE02(図面37卜113):113は鉄滓である。重量66.5gを 量る。

(溝〉
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SD23(図面37卜116):116は 煙管の吸い口である。残存長7.5cm、 最大径1.4cmを 量る。板を曲げて円

筒に仕上げたもので、胴部が押し潰されたように変形している。

く包含層〉 (図面371125)

125は断面長方形の板状鉄製品である。頭部を折損 しており、先端に向かって細 くなる。残存長

9.9cm、 幅2.00m、 厚さ0.5cmを 測る。形状から馬鍬の刃と考えられる。

(9)B・ C地区 (図面371-114・ 115・ 117～ 125。 126)
(上坑〉

SK94(図面371118):118は鉄滓である。重量74.3gを量る。

(柱穴〉

SP33(図面371115):SP033は 掘立柱建物SB06の 柱穴である。115は鉄滓で重量15.lgを 量る。

(溝〉

SD39(図面371119):119は 板状鉄製品で、頭部がやや広がり先端に向かって細くなる形状で、断面

長方形を呈す。残存長16.6cm、 幅1.6cm、 厚さ0.5cmを 測る。形状から馬鍬の刃と考えられる。

(包含層〉 (図面37卜114。 117・ 120～ 124・ 126)

114・ 117は鉄滓で、いわゆる椀型滓である。114は重量181.2g、 117は重量176.8gを量る。120～

124・ 126は中名Ⅵ遺跡の各地区の包含層から出上した金属製品である。120は断面長方形の板状鉄製

品である。120は頭部が広がっており、直線的に下方へ延びる。全長9.5cm、 幅2.Oclll、 厚さ0。 9cmを測

る。121は角釘の胴部の一部である。1221ま 幅広のリング状を呈する金属製品である。直径3.Ocm、 穴

の直径0。 9cm、 厚さ0,8cmを測る。種別・用途は不明。123・ 124は鉄滓である。重量は123が 79.2g、

124が 72.lgを 測る。1231まいわゆる椀型滓である。126は丸釘で、近代以降のものと考えられる。

D 石製品 (図面 372～ 378)
石製品は土器・陶磁器類に比べ、著しく出土量が少ない。出土した石製品をみると、古代の遺構・

包含層からの出土は少なく、どちらかというと中。近世の時期のものが多い傾向にある。図示したも

のは91点で、そのうち器種別で最も多いのは砥石で、石製品の約半分を占めている。次に多いのが石

臼で、他に茶臼、石硯、石鉢、五輪塔、板碑、紡錘車、石錘、鋳型、凹石などが出土している。以下

に各地区ごとに記述を進める。

(1)Al地 区 (図面372-01～ 06)
(月尊〉

SD01(図面37204):04は 五輪塔の地輪である。現存で長さ25.Ocm、 幅20.5cm、 厚さ20.5clllを 測る。

石材は安山岩である。

SD02(図面37202):02は凝灰岩製の砥石である。現存で長さ、4,3cm、 幅1.2cm、 厚さ1.Ocmを測る。

SD12(図面372-01・ 03):01は 濃飛流紋岩製の棒状石製品である。現存で、長さ15.4cm、 幅8.9cm、 厚

さ4.5cm、 重さ l kgを測る。03は棒状の安山岩である。表面に平坦面が形成される。長さ28.Ocm、 幅

22.Ocm、 厚さ11.2cmを 測る。

SD17(図面372-06):06は石臼である。主として粉挽きに用いるいわゆる「粉挽き臼」で、これは下

臼 (雄臼)の方である。摺り面はやや凸型で、径16.Ocm、 厚さ8.7cmを 測る。石材は安山岩である。
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く包含層〉 (図面37205)

05は 中名V遺跡 A土 地区の包含層出土遺物である。005は五輪塔の地輪である。長さ29.5cm、 幅

25,Ocm、 厚さ21.5cmを測る。

(2)B5地 区 (図面 372-07)

(溝〉

SD02(図面372-07):07は 石鉢の片口鉢である。体部外面には粗い長方形のノミ跡が顕者に残る。

日径34.Ocm、 器高14.4cmで、長さ4.8cmの 片国が付く。底面から口縁部への立ち上がり角度は50度 とな

る。

(3)Dl・ D2・ D4地 区 (図面 372-08～ 13)

く竪穴住居〉

S102(図 面37213):13は 円盤状を呈す。平坦面には摩擦による摺 り面が形成されている。長径

12.5cm、 短径11.5、 厚み4.5cmで、石材は花南斑岩である。

S103(図面37211):11は 長方形の砥石である。表・裏面が使用に伴い中央の厚みが減 じている。幅

3.5cm、 厚さ2.6omで 、石材は凝灰岩である。

S104(図面372-12):12は 棒状石製品である。石の両端には叩打時に形成されたような使用痕が若干

認められる。全長 14.3cm、 幅5.6cm、 厚さ4.9cmを測り、石材は砂岩で、叩石のように利用されたもの

であろう。

く溝〉

SD17(図面372-08):08は 茶日の上自である。直径22.00m、 高さ11,7cmで ある。日のパターンは 8分

画と考えられ、10本の副溝がある。国の側面には打込孔が認められ、孔の周囲を菱形模様で装飾され

ている。石材は安山岩である。

(包含層〉 (図面37209・ 10)

09・ 10は砥石である。両者とも上下端を欠失する。09は幅2.9clll、 厚さ0,7cmで、断面長方形の板状

を呈し、石材は泥岩である。10は幅2.5cm、 厚さ2.3cmで、断面方形の角柱状を呈す。石材は凝灰岩で、

両者とも中砥・仕上砥に利用されたものである。

(4)D3地 区 (図面 373・ 374-14～ 29)

く土坑〉

SK05(図面37317):17は 円盤状の礫である。直径12.2cm、 厚さ5.5omの 円形で、片面中央に摺り面を

形成した窪みがある。石材は花南閃緑岩である。

SK57(図面373-18):18は 砥石で、断面長方形を呈する。側面が著しく摺れており、使用に伴い中央

の厚みが減じている。長さ11.Ocm、 幅6.2cm、 厚さ4.Ocmを 測り、石材は凝灰岩である。

SK64(図面37316):16は 角柱状の砥石で、上下端を欠失する。幅3.9cm、 厚さ3.2cmで、石材は凝灰

岩で、中砥・仕上砥と考えられる。

(溝〉

SD03(図面37315):15は 円盤状の礫である。楕円形で、片面中央に摺り面を形成した窪みがある。

長径10,6cm、 短径12.3om、 厚さ4.6cmで、石材は安山岩である。この円盤状石製品は今回報告する中名
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VoⅥ遺跡から合計 4点確認されている。時期は概ね中世から近世に帰属するもので、用途は不明で

ある。

SD20(図面373-19):19は 摺り面が一部 しか確認できないが、板状の砥石と考えられる。上下端を欠

失 しており、幅5,Ocm、 厚さ1.6cmを測り、石材は凝灰質泥岩である。

SD26(図面373-14):14は 角柱状の砥石で、上下端を欠失する。幅5.9cm、 厚さ6.Ocmを測る。石材は

安山岩である。

(包含層〉 (図面373・ 374-20～ 29)

20～ 29は 中名V遺跡D3地区の包含層出土遺物である。20は砥石の残欠である。幅約5.6cm、 厚さ

1.9cmを 測る板状のもので、石材は凝灰岩である。21は鋳型を砥石に転用 したものである。鋳型の形

状から錠前の鋳型と考えられる。残存長 10.5cm、 幅3.6clll、 厚み3.lomを測る。石材は砂質凝灰岩であ

る。22～ 24は石臼である。主として粉挽きに用いるいわゆる「粉挽き臼」で、22は 直径24cm、 高さ

8.7cm、 23は直径30.Ocm、 高さ8.9cm、 24は直径34.Ocm、 厚さ9.Ocmを測る。22・ 23は上自で、24は下臼

であり、全て安山岩で作られている。24の 目のパターンは10分画で、14本の副溝をもつ。25は円盤状

の礫である。長径13.Oclll、 短径11.4cm、 厚さ4.9cmの 楕円形で、片面中央に摺り面を形成 した窪みがあ

る。石材は安山岩である。26・ 27は硯である。26は、長さ13.6cm(約4.5寸 )、 幅7.4cm(約 2.4寸)の

長方硯で縁帯が剥離しており、裏面が平坦である。27は硯の頭部分である。幅7.5cm(約2.5寸)で、

裏面が平坦で、海部を直角に削って作り出したものである。石材はいずれも泥岩である。28029は 角

柱状の砥石であり、いずれも凝灰岩である。

(5)El・ E2地 区 (図面 374～376-30～ 57・ 64)

く井戸〉

SE12(図面37430・ 31):30・ 31は砥石の残欠である。31は断面長方形の角柱状を呈す。石材は両者

とも凝灰岩である。

く土坑〉

SK50(図面37664):64は 石臼の上自である。側面に 1箇所、長方形の孔があり、横打込み式の挽き

木を使用したものと考えられる。直径31.2cm、 高さ9.4cmで 、石材は安山岩である。

(溝〉

SD10(図面37547～ 52):47・ 48は角柱状の砥石である。47は上下端が使用により減 じており、石材

は凝灰岩である。48は長さ9,7cm、 幅4.5om、 厚み6.Ocmで、石材は流紋岩である。49は炭などを入れて

使用する手あぶり型の暖房具と考えられる。内面にはノミ跡が顕者に残り、石材は安山岩である。50。

51は五輪塔の火輪である。50は一辺23.5cm、 高さ18.Ocmで、石材は凝灰岩である。空風輪との接着面

で窪み、器高が高い。51は一辺25.Ocm、 器高13.Ocmで石材は安山岩である。52は方形の形態を呈し、

長さ27cm、 高さ17.6cmを 測る。石材は安山岩である。石鉢か。

SD19(図面374-32):32は 角柱状の砥石であり、下端を欠失する。長さ7.4cm、 幅4.lcm、 厚み3.lom、

石材は凝灰岩である。

SD25(図面37438～35):33は板状の砥石で、上下端を欠失する。幅4.8cm、 厚み1.6omで、石材は凝

灰岩である。34は石自の下臼である。直径約32cm、 高さ9,8omで、凝灰岩で作られており、劣化が者

しく摺り面の詳細は不明。35は五輪塔の火輪である。一辺26.8cm、 高さ18.5cmで、空風輪との接着面

で窪み、器高が高いのが特徴的である。
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SD26(図面374-36～ 38):36は石臼の下臼である。直径30.2cm、 高さ12.6cmで、摺り面がやや凸面と

なっており、石材は凝灰岩である。37は円柱状で、摺り面が八面形成されている砥石である。上端は

欠失しており、 1/2呈が残存する。胴部が使用により減じており、石材は安山岩である。38は茶臼
の下日である。日のパターンは8分画で副溝が 9本ある。受け部が丁寧に磨かれており、石材は凝灰

岩である。

SD28(図面375・ 376-53・ 55・ 56):53は 角柱状の砥石であり、上下端を欠失する。幅は7.2cmで、石

材は凝灰岩である。55は円盤状の礫である。長径12.36cm、 短径9.4cm、 厚さ3.5clllの 楕円形で、片面中

央に摺り面を形成した窪みがある。石材は安山岩である。56は板碑である。形態は厚みのある角柱状

でシンプルな形状。頂部の山形と身部 (軸部)と は線刻区画されず、高さのない三角錐状の山形を頭

頂部に作り出す。身部表面には図像にかわる種子として梵字を刻む。梵字は大日如来を表す「バン」

の字が一字、軸部やや上側に陰刻される。法量は現存で長さ55.6cm、 幅21.4om、 厚さ15.Ocm。 石材は

安山岩である。

SD35(図面37657):57は五輪塔の火輪である。一辺29.6cm、 高さ24.8cmで、石材は凝灰岩である。

空風輪との接着面で窪み、器高が高い。

(その他の遺構〉

SX03(図面37554):54は石自の下臼で、 1/2が残存する。目のパターンは8分画で副溝が10本 と

考えられる。直径30.Ocm、 高さ8.2clllで 、石材は安山岩である。

(包含層〉 (図面375-39～ 46)

39。 40は石臼の上自で、両者とも安山岩である。40の側面には長方形の孔があり、挽き木は横打込

み式である。41～ 45は砥石の残欠である。45以外は板状を呈し、41が凝灰質泥岩、43は泥岩で、他は

凝灰岩である。45は L字状を呈す。46は火鉢である。底部には長方形の低い脚が隅に付き、やや斜め

上方に立ち上がる。

(6)Fl地 区 (図面376-58・ 59)
(包含層〉 (図面376-58・ 59)

58・ 59は板状の砥石で、上下端を折損する。58は幅2.Ocm、 厚さ1.lcmで、石材は凝灰岩、59は幅

5.Ocm、 厚さ0,7cmで、石材は凝灰質泥岩である。

(7)F2・ F3地 区 (図面 376-60～ 63・ 65～ 74)
く土坑〉

SK01(図面376-60):60は 板状の砥石である。長さ10.5cm、 幅3.8om、 厚さ1,lcm。 石材は凝灰質泥岩

である。

SK05(図面376-63):63は 板状の砥石で、下端を欠失する。幅6.Oclll、 厚さ2.lcmで、石材は凝灰岩で

ある。

(柱穴〉

SP16(図面37661)i SP16は掘立柱建物SB04の 柱穴である。61は板状の砥石であり、下端を欠損お

り、上端は使用により厚みを減じている。幅5,2cm、 厚さ3.2clllで 、石材は凝灰岩である。

SP62(図面376-62):SP62は掘立柱建物SBllの 柱穴である。62は角柱状の砥石であり、下端を欠損

している。幅3.6cm、 厚さ3.5cmで、石材は凝灰岩である。
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く包含層〉 (図面376～ 377-65～ 74)

65～ 71は砥石である。全て板状のもので、石材は凝灰岩である。72・ 73は石臼の上自である。両者

とも側面に挽き木を差し込む孔が開いており、72は半円状、73は長方形を呈す。石材は72が安山岩、

73が凝灰岩である。74は板碑の下半部で、上半部は折損している。幅24.7cm、 厚さ11.6cmの もので、

石材は安山岩である。

(8)A地 区 (図面 377・ 378-75～ 84)
(井戸〉

SE02(図面37775):75は砥石の残欠である。石材は凝灰岩である。

(上坑〉

SK136(図面37作77):77は 角柱状の砥石で、下半部を欠失する。幅2.4cm、 厚さ2.lcmで 、石材は凝灰

岩である。

(柱穴〉

SP60(図面37776)i SP60は SB10の柱穴である。76は角柱状の砥石で、上端部分を欠失する。幅

8.3om、 厚さ3.8omで、石材は凝灰岩である。

(溝〉

SD03(図面378-82):82は 硯である。下半部分を欠損しており、幅6.lcm、 厚さ1.7cmを はかる。裏面

は平坦で、硯頭から約 l cm下がった部分から、直角に削って海部を削り出すものである。

SD12(図 面377-78。 79):78は 角柱状、79は板状の砥石である。78は長さ11.2cm、 幅4.8cm、 厚さ

2.6cmで、石材は砂岩。79は幅6.8om、 厚さ2.Ocmで 、石材は凝灰岩である。

(包含層〉 (図面377・ 37880081・ 83・ 84)

80は滑石製の紡錘車である。残存部の幅4.3cm、 高さ2.2cmで、側面に沈線で、格子目状に鋸歯文が

描かれる。81は板状の砥石である。下半部を折損しており、幅3.4cm、 厚さ0.7cmで、石材は凝灰質泥

岩である。83は泥岩製の硯である。長さ10.8om、 幅5,lcm、 厚さ1.7cmを 測る。裏面は平坦で、硯頭か

ら約 l cm下がったところから、鈍角に削って海部を削り出すものである。84は石自の下臼である。残

存率が1/8程度のため詳細は不明。石材は安山岩である。

(9)B・ C地区 (図面 378-85～ 91)

く竪穴住居〉

S103(図面378-85):85は長径12.5cm、 短径10.Ocmの 楕円形を呈する安山岩の石錘である。長軸方向の

両端を両側から打ち欠いている。重さは122.4gを測る。

く上坑〉

SK121(図面378-87):87は砥石の残欠であり、石材は凝灰岩である。

(包含層〉 (図面378-86・ 88～ 91)

86は角柱状の砥石である。下端は欠失しており、幅4.6cm、 厚さ2.2cmで、石材は凝灰岩である。88・

89は凝灰岩の砥石の残欠である。90は棒状石製品である。石の両端には叩打時に形成されたような使

用痕が認められる。全長13.Ocm、 幅5,7cm、 厚さ3.Ocmを測り、石材は安山岩で、叩石のように利用さ

れたものであろう。91は 円盤状の礫である。直径13.4clll、 厚さ5.4cmの円形で、片面中央に摺り面を

形成した窪みがある。石材は花南閃緑岩である。

2θθ



第Ⅲ章 砂子田 I遺跡の調査

1 調査区の設定と基本層序
A 調査地区の設定

本書で報告する砂子田 I遺跡の発掘調査とは、平成12年度に調査した砂子田 I遺跡A地区・ B地区・

D地区・ E地区の 1遺跡 4地区である。調査は当初、B地区に隣接するC地区を含めたA・ BoCeDの

4地区を予定 していたが、B地区の調査の段階でC地区が既存構造物の付設工事で、包含層はもとよ

り遺構検出面まですでに破壊されていることが判明したため、本調査の対象外となった。このような

経緯の中で、追加調査としてD地区の北側に隣接するE地区を新たに設定 し調査が実施された。砂子

田 I遺跡は中名V・ Ⅵ遺跡から北へおよそ500mに位置し、標高は約17～ 18mを測る。

今回報告する砂子田 I遺跡の調査で、最も面積の広い地区はB地区で平面積2,578だを数える。この

調査区は砂子田 I遺跡の東側に位置し、水田復元工事に伴う調査区である。

A地区・ D地区・ E地区は用水路取り付け部分に相当する調査区で、A地区は東西方向に細長 く、

DoE地 区は南北方向に細長い トレンチ状の調査区である。 A地区で幅約 1.8m、 長さ約54mの 平面

積121♂、 D地区で幅約15m、 長さ約57mの平面積87督、 E地区で幅約1.5m、 長さ約■8mの平面積

179だ をそれぞれ数える。

B 基本層序

A地区 :A地区の層序は I層が表土、Ⅱa層が暗灰黄色砂質シル ト、Ⅱb層が暗灰黄色砂質シル ト、

Ⅱc層が暗オリーブ褐色砂質土、Ⅲ層は基盤の礫に分けられる。Ⅱ層が古代包含層に相当し、遺構検

出はⅡc層の上面で行われた。検出された遺構の時期は古代が中心である。

B地区 :B地区の旧地形は西側がやや高く、東側に向かって緩やかに低 くなっている。層序は大きく

3層に分けられ、 1層が表上、Ⅱ層が遺物包含層、Ⅲ層が基盤層となっている。

I層 は褐灰色シル ト、Ⅱa層 は黄灰色シル ト、工b層 は黒褐色シル ト、Ⅱc層は灰色砂質土、Ⅱd層

は黄灰色砂質シル ト、Ⅲ層は浅黄色砂質シル トとなる。Ⅱ層には主に古代の遺物が包含されており、

遺構検出はⅢ層上面で行われ、微高地である西側の一部ではⅢ層の下の礫層が起伏している。検出さ

れた遺構はやはり古代が主体となる。なお、Ⅲ層中にも古代の遺物が出土 しているため下層にも遺構

の存在が推定されたが、水田復元工事の際には盛り上保存により、下層遺構に直接影響しないため、

全面完掘はせずに、試掘 トレンチを東西方向に 3本設定 し下層の遺構の広がりを確認するにとどめた。

その結果、Ⅲ層上面から約0.20m下から土坑などの遺構が確認されている。

D地区 :層序は大きく3層に分けられ、 I層が表土、Ⅱ層が遺物包含層、Ⅲ層が基盤層となっている。

Ⅱa層は黒褐色砂質シル ト、Ⅱb層 は黒褐色砂質シル ト、Ⅱc層は黒褐色砂質シル ト、Ⅲ層は灰オリー

ブ色砂質土層となる。Ⅱ層は古代の遺物が包含されており、遺構検出はⅢ層上面で行われた。遺構の

時期は古代が中心である。

E地区 :基本的にはD地区の層序に準 じている。D地区ではⅡb層からの遺物出土が中心であったが、

E地区ではⅡa層からの出土も多く認められている。



2 遺構

A地区は砂子田 I遺跡の南端部に位置する調査区で、A・ D・ E地区は用排水路取り付け部分のた

め幅約2.Omの 細長い調査区であり、B地区は水田復元に伴う面工事の地区である。調査面積はA地区

で121だ、B地区で2,578だ、D地区で87だ、E地区で179だであり、時期は概ね古代の一面調査であっ

た。B地区は比較的広い範囲で調査されたため遺構の広がりが判別できるが、それ以外のA・ DoE地

区については調査区が狭く遺構の広がりや性格など判然としない。検出された遺構には竪穴住居、土

坑、溝などがある。なお、遺構番号は砂子田 I遺跡として全地区共通で付けている。

竪穴住居

S101-SP01～ SP04(図面228・ 233):平面形態はややいびつな方形を呈 し、長辺2.45m、 短辺1.98m、

深さ0。星3mを測る。床面積5.76だ、主軸方位はNll° Eと なる。壁面の立ち上がりは緩やかに立ち上が

る。遺構内に 4本の柱穴を持つ。カマドなどの付属施設は確認されていないが、南東隅に楕円形で一

段低くなる部分があリカマドや貯蔵穴の可能性がある。竪穴の覆土は第 1層 :(5Y6/1)灰色砂質土層、

第 2層 :(5Y5/1)灰色砂質土層に分層される。竪穴内に 4つ の柱穴 (SP01～ SP04)が検出された。SP

01の平面形態は円形で、径0.18m、 深さ0,04mを測るもSP02の 平面形態は楕円形で、長径0。 17m、 短

径0.12m、 深さ0.04mを測る。SP03の 平面形態は楕円形で、長径0,15m、 短径0.12m、 深さ0.05mを測

る。SP04の平面形態は円形で、径0.17m、 深さ0.04mを測る。これらの柱穴の覆土は灰色砂質土層の

単層となる。遺物は須恵器 (043)、 土師器 (044)が 出上している。

S102(図面228・ 233):平面形態は長方形を呈するとみられる竪穴住居で、長辺3.64m、 短辺2.42m、

深さ0.25mを測る。床面積約8.8だ、主軸方位はN31° Wと なる。壁面の立ち上がりはやや傾斜を持つ。

竪穴の覆土は灰色砂質土層を基調とする 4層から構成される。カマドは南東側のほぼ中央位置に構築

されている。燃焼部での袖間の幅は0.25mで 、左袖に4イ回、右袖に3個の長径20cmほ どの自然礫を袖

補強材としている。カマド内には高杯を逆に据えた状態で出土している。当初、支脚として使用され

ていたと考えられていたが、高杯の表面には被熱痕がみられず、また、仮に支脚とした場合、やや掛

口が奥に位置することになり、不自然となる。おそらく、住居廃絶時にカマドも破壊され、その際に

遺棄されたと考えられる。覆土は第 1層 :オ リーブ灰色砂質土層、第 2層 :灰色砂質土層となる。竪

穴住居内には数基のピット状土坑が分布しているが、配置や構築状況などから竪穴住居には伴わない

とみられる。遺物は須恵器 (119)、 黒色土器高杯 (037～ 039)、 土師器椀 (040～ 042)、 出土遺物から6世

紀後半に遡る可能性がある。石製品では磨石が出土している。

S103(図面231・ 242):極 めて狭長な調査区であるため、西辺と南辺一部のみの確認となる。平面形

態は不明だが、残存している規格は、長辺3.2m、 短辺1.2m以上、深さ0.25mを測る。壁面の立ち上

がりはやや傾斜を持つ。覆土は第 1層 :灰色砂質土層、第 2層 :黄灰色砂質土層、第 3層 :灰オリー

ブ色砂質土層に分層される。カマドは南壁のやや西寄りの位置に構築されている。主軸方位はN21°

Eと なる。燃焼部での袖間の幅は0.25mで、左袖に1個、右袖に 2個の直径0.25cmほ どの自然礫が確認

される。遺物は須恵器 (189～ 19滲 )、 土師器 (198。 194。 196・ 202～ 204)、 黒色土器 (195・ 197～ 201)が

出土している。

土坑

SK01(図面232):平面形態は円形で、規模は径0.27～ 0.32m、 深さ0。 13mを測る。覆土は黒褐色砂質

土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。
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SK02(図面232):平面形態は不整形で、規模は長径0.56m、 短径0.4m、 深さ0.17mを 測る。覆土は

第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :オ リーブ褐色砂質土層となる。出土遺物は須恵器、土師器が認

められる。

SK03(図面232):平面形態は楕円形で、西側は調査区外に広がる。規模は長径0.8m、 短径0.6m、

深さ0.35mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y4/2)暗灰黄色砂質土層、第 2層 :(2.5Y5/2)暗灰黄色砂質

土層、第 3層 :黒褐色砂質土層に分層される。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK04(図面232):平面形態は不整形で、SK05に 切 られ、東側は調査区外に広がる。規模は長径

1,07m以上、短径0.68m、 深さ0。 15mを測る。覆土は第 1層 :(2.5Y3/1)黒褐色砂質土層、第 2層 :

(2.5Y3/2)黒褐色砂質土層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK05(図面232):平面形態は不整形で、SK04を 切 り込み、東側は調査区外となる。規模は長径

0,77m、 短径0.6m以上、深さ0.39mを 測る。覆土は第 1層 :暗灰黄色砂質土層、第 2層 :灰色砂質

土層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK06(図面232)i平面形態は不整形で、北側は調査区外に広がる。規模は長径0,79m、 短径0.27m

以上、深さ0.2mを測る。覆土は第 1層 :暗灰黄色砂質土層、第 2層 :オ リーブ黒色砂質土層とな

る。出土遺物は土師器がある。

SK07(図面232):平面形態は不整形で、北側は調査区外に広がる。規模は長径0.55m、 短径0,42m

以上、深さ0.3mを 測る。覆土は第 1層 :(2.5Y4/2):暗 灰黄色砂質土層、第 2層 :(2.5Y5/2)暗灰

黄色砂質土層となる。出土遺物は土師器がある。

SK08(図面232):平面形態は不整形で、SK09に切り込まれ、南側は調査区外に広がる。規模は長

径 0。 95m以上、短径0.42m以上、深さ0.25mを測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :灰オ

リーブ色砂質土層、第 3層 :オ リーブ黒色砂質土層に分層される。出土遺物は須恵器、土師器が認

められる。

SK09(図面232):平面形態は楕円形で、SK08を切り込む。規模は長径0,36m、 短径0.25m、 深さ

0.07mを測る。覆土は暗灰黄色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SK10(図面232):平面形態は長楕円形で、規模は長径0.65m、 短径0.4m、 深さ0.15mを 測る。覆土

は第 1層 :暗灰黄色砂質土層、第 2層 :黒褐色砂質土層となる。出土遺物は須恵器、土師器が認め

られる。

SKll(図面232):平面形態は不整形で、SK12を切り込み、SK14に 切り込まれ、南側は調査区外に

広がる。規模は長径0.95m以上、短径0,42m以上、深さ0.25mを測る。覆土は第 1層 :暗灰黄色砂質

土層、第 2層 :灰色砂質土層、第 3層 :黄灰色砂質土層に分層される。出土遺物は須恵器、土師器

がある。

SK12(図面232):平面形態は不整形で、SKllに切り込まれる。規模は長径0.48m、 短径0.3m以上、

深さ0.23mを測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK13(図面且32):平面形態は不整形で南東側は調査区外に広がる。規模は長径0.43m以上、短径

0,35m、 深さ0.08mを 測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器

がある。

SK14(図面232):平面形態は楕円形で、SKllを 切 り込む。規模は長径0.58m、 短径0,4m、 深さ

0,27mを 測る。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :暗灰黄色砂質土層、第 3層 :オ リーブ黒

色砂質土層に分層される。出土遺物は土師器がある。



SK15(図面232):平面形態は楕円形で、規模は長径0.63m、 短径0.且 9m、 深さ0.09mを 測る。覆土

は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK16(図面232):平面形態は不整形で、北側は調査区外に広がる。規模は長径0.5m以上、短径

0.15m以上、深さ0.08mを 測る。覆土は黄灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器が認

められる。

SK17(図面232):平面形態は不整形で、SK18を切り込み、北側は調査区外に広がる。規模は長径

0.53m、 短径0.lm以上、深さ0。 12mを測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は

認められない。

SK18(図面232):平面形態は楕円形で、SK17に 切り込まれる。規模は長径0.45m以上、短径0.25m、

深さ0.12mを測る。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK19(図面232):平面形態は不整形で、東側は調査区外に広がる。規模は長径1.35m以上、短径

0。 3m、 深さ0.lmを測る。覆土は暗灰黄色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK20(図面232):平面形態は不整形で、南側は調査区外に広がる。規模は長径1.12m以上、短径

0,3m、 深さ0.08mを測る。覆土は暗灰黄色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK21(図面232):平面形態は不整形で、北西側は調査区外に広がる。SD06に 切り込まれる。規模

は長径0.6m以上、短径0.42m、 深さ0.62mを 測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土

遺物は土師器、須恵器がある。

SK22(図面233):平面形態は楕円形で、 トレンチ内に位置する。規模は長径0.36m、 短径0.2m、

深さ0。 12mを測る。土坑内は礫が混入 している。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物

は認められない。

SK23(図面233):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0.34m、 深さ0.15mを 測る。覆土

は第 1層 :責灰色砂質土層、第 2層 :灰色砂質土層となる。出土遺物は認められない。

SK24(図面里33):平面形態は楕円形で、規模は長径0.48m、 短径0.35m、 深さ0。 1lmを測る。覆土

は第 1層 :黄灰色砂質土層、第 2層 :灰色砂質土層となる。出土遺物は土師器がある。

SK25(図面234):平面形態は不整形で、西壁に一部突出する部分がみられる。規模は長径3.34m、

短径2.25m、 深さ0.12mを測る。覆土は第 1層 :(5Y6/1)灰 色砂質土層、第 2層 :(5Y5/1)灰色砂質

土層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK26(図面234):平面形態は不整形で、規模は長径054m、 短径0.48m、 深さ0.18mを 測る。覆土

は第 1層 :灰色砂質土層、第 2層 :灰オリーブ色砂質土層となる。出土遺物は土師器(056)が ある。

SK27(図面234):平面形態は不整形で、SD27に切り込まれる。規模は長径0,6m、 短径0.49m以上、

深さ0.07mを 測る。土坑内は人頭大の礫が混入 している。覆土は灰色砂粘質土層のみの単層となる。

出土遺物は須恵器がある。

SK28(図面234):平面形態は隅丸方形で、SD28に切り込まれる。規模は長辺0,94m、 短辺0.91m、

深さ0.04mを測る。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK29(図面234):平面形態は楕円形で、SK30に 切り込まれる。規模は長径0.59m、 短径0.54m、 深

さ0.05mを測る。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK30(図面234):平面形態は楕円形で、SK29を 切 り込む。規模は長径0,7m、 短径0.41m、 深さ

0,09mを測る。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK31(図面234)i平面形態は楕円形で、規模は長径 1.15m、 短径0.69m、 深さ0.17mを 測る。土坑

2θ4



内は礫が混入 している。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK32(図面234):平面形態は不整形で、規模は長径2.5m、 短径 1.95m、 深さ0,12mを 測る。覆土は

第 1層 :灰黄色砂質土層、第 2層 :灰色砂質土層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SK33(図面234):平面形態は長楕円形で、規模は長径3.98m、 短径 1.14m、 深さ0.1lmを測る。覆

土は黄灰色砂粘質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK34(図面235):平面形態は円形で、規模は径0.7～ 0,77m、 深さ0。 16mを測る。土坑内は小礫が混

入 している。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK35(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 74m、 短径0,98m、 深さ0.27mを 測る。土坑

内は小礫が混入 している。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK36(図面235):平面形態は不整形で、南側は調査区外に広がる。規模は長径 0。 98m、 短径0.82m

以上、深さ0.2mを測る。土坑内は礫が混入 とノている。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出

土遺物は須恵器(055)がある。

SK37(図面235):平面形態は円形で、規模は径0.53～ 0.6m、 深さ0.26mを 測る。土坑内は小礫が混

入 している。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器(057)がある。

SK38(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径1.84m、 短径0.87m、 深さ0.16mを測る。土坑

内は小礫が混入 している。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK39(図面235):平面形態は楕円形で、SK40と の切り合いは不明。規模は長径1.37m以上、短径

1.02m、 深さ0.22mを 測る。土坑内は小礫が混入 している。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単

層となる。出土遺物は土師器がある。

SK40(図面235):平面形態は不整形で、SK39と の切り合いは不明。規模は長径0.83m、 短径 0。 75m、

深さ0.17mを 測る。土坑内は小礫が混入 している。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。

出土遺物は須恵器がある。

SK41(図面235):平面形態は楕円形で、SK42に 切り込まれる。規模は長径0.65m、 短径0.4且m、 深

さ0。 lmを測る。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK42(図面235):平面形態は楕円形で、SK41・ SK43を切り込む。規模は長径0,36m、 短径0.64m、

深さ0,14mを測る。覆土は灰オリーブ色砂粘質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK43(図面235):平面形態は楕円形で、SK42に 切り込まれる。規模は長径0.41m以上、短径0.31m、

深さ0.09mを測る。覆土は灰色砂粘質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK44(図面235):平面形態は円形で、規模は径 0。 33m、 深さ0.12mを 測る。覆土は灰オリーブ色砂

質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK45(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径0.47m、 短径0.36m、 深さ0.14mを 測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK46(図面235):平面形態は楕円形で、SD17を切 り込む。規模は長径0.52m、 短径0.43m、 深さ

0,14mを 測る。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK47(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径0.55m以 上、短径0.34m、 深さ0.lmを 測る。覆

土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器(054)がある。

SK48(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径0.71m、 短径0.58m、 深さ0.07mを 測る。覆土

は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK49(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.44m、 短径0,92m、 深さ0.09mを 測る。覆土



は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK50(図面235):平面形態は楕円形で、規模は長径1.07m、 短径0.72m、 深さ0.09mを測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK51(図面235):平面形態は不整形で、SD28に切り込まれる。規模は長径3.77m、 短径1.47m、 深

さ0.lmを測る。覆土は黄灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK52(図面236)1平面形態は不整形で、SD28に切り込まれる。規模は長径0.34m以上、短径 1.71m、

深さ0.07mを 測る。覆土は黄灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器が認めら

れる。

SK53(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径0,42m、 短径0.35m、 深さ0.09mを 測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK54(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径0.35m、 短径0.29m、 深さ0.06mを測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK55(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径0.5m、 短径0.42m、 深さ0.07mを 測る。覆土は

灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK56(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径0.51m、 短径0.36m、 深さ0.08mを 測る。覆土

は灰黄色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK57(図面236):平面形態は円形で、規模は径0.43m、 深さ0。 12mを測る。覆土は灰黄色砂質土層

のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK58(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径0,4呈m、 短径0.39m、 深さ0.lmを測る。覆土は

灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK59(図面236):平面形態は不整形で、規模は長径 1.51m、 短径 1.05m、 深さ0.09mを 測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK60(図面236):平面形態は不整形で、規模は長径1.2m、 短径0.89m、 深さ0.1lmを 測る。覆土は

灰オリーブ色砂粘質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK61(図面236)i平面形態は楕円形で、規模は長径0,88m、 短径 0。 72m、 深さ0.lmを 測る。覆土は

灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器 (0450097・ 098)、 土師器(046～ 053)

が認められる。

SK62(図面236):平面形態は円形で、規模は径0.25～ 0.29m、 深さ0.lmを測る。覆土は灰オリーブ

色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK63(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径 1.46m、 短径1.26m、 深さ0.21mを測る。覆土

は第 1層 :(2.5Y4/1)黄 灰色砂粘質土層、第 2層 :(2.5Y6/1)黄 灰色砂粘質土層、第 3層 :灰オリー

ブ色砂粘質土層に分層される。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK64(図面236):平面形態は楕円形で、規模は長径2.31m、 短径 1,05m、 深さ0.07mを測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK65(図面237):平面形態は楕円形で、規模は長径 0。 9m、 短径0.32m、 深さ0.04mを 測る。覆土は

黒褐色砂粘質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK66(図面237):平面形態は楕円形で、規模は長径0,46m、 短径0.3里 m、 深さ0.09mを 測る。覆土

は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK67(図面237):平面形態は楕円形で、規模は長径0.33m、 短径0.23m、 深さ0.06mを測る。覆土



は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK68(図面237):平面形態は楕円形で、 トレンチを切る。規模は長径 1.09m、 短径09m、 深さ

0.08mを測る。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK69(図面237):平面形態は不整形で、南東側は調査区外に広がる。規模は長径0,75m、 短径

0,71m、 深さ0.16mを 測る。覆土は灰オリーブ色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器が

認められる。

SK70(図面237):平面形態は不整形で、規模は長径1.73m以上、短径1.56m、 深さ0.3mを 測る。覆

土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器(0650066)、 土師器が認められる。

SK71(図面237):平面形態は円形で、規模は径0.27～ 0.3m、 深さ0.23mを測る。覆土は灰色砂質土

層のみの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK72(図面237):平面形態は円形で、規模は径0.51～ 0.54m、 深さ0.2mを測る。覆土は第 1層 :

(5Y6/1)灰色砂質土層、第 2層 :(5Y5/1)灰色砂質土層、第 3層 :(5Y4/1)灰色砂質土層に分層さ

れる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SK73(図面237):平面形態は不整形で、 トレンチを切る。規模は長径1.15m、 短径 1.13m、 深さ

0.4mを 測る。覆土は黄灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SK74(図面237):平面形態は不整形で、SK75を切り込む。規模は長径 1.6且 m、 短径1.02m、 深さ

0.08mを測る。覆土は灰黄色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は認められない。

SK75(図面237):平面形態は不整形で、SK74に切り込まれる。規模は長径 1.3m、 短径 1.06m、 深

さ0,09mを測る。覆土は黄灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は土師器が認められる。

SK76(図面237):平面形態は楕円形で、規模は長径0.84m、 短径0.68m、 深さ0.14mを測る。土坑

内は小礫が混入 している。覆土は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器が認

められる。

SK77(図面237):平面形態は楕円形で、規模は長径0.48m、 短径0.26m、 深さ0.09mを測る。覆土

は灰色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は黒色土器 (058)、 土師器、土錘(059)が認められる。

SK78(図面237):平面形態は円形で、規模は径0.39m、 深さ0,lmを測る。覆土は灰色砂質土層の

みの単層となる。出土遺物は土師器がある。

SK79(図面239):平面形態は不整形で、規模は長径 0。 97m、 短径0,93m、 深さ0,05mを 測る。覆土

は第 1層 :灰オリーブ色砂粘質土層、第 2層 :灰色砂質土層となる。出土遺物は須恵器、土師器が

認められる。

SK80(図面239)i平面形態は楕円形で、SD20に切 られる。規模は長径0.86m、 短径0.68m、 深さ

0.28mを測る。覆土は第 1層 :(2.5Y6/1)黄灰色砂粘質土層、第 2層 :(2.5Y5/1)黄灰色砂粘質砂質

土層となる。出土遺物は土師器、越中瀬戸、木製品がある。

SK81(図面240):平面形態は不整形で、北東、南西側は調査区外に広がる。規模は長径3.35m、 短

径1,15m以上、深さ0,lmを測る。覆土は暗灰黄色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器

(173)、 土師器がある。

SK82(図面240):平面形態は不整形で、北東、南西側は調査区外に広がる。規模は長径5,Om、 短

径0.9m以上、深さ0,07mを 測る。土坑内は拳大～人頭大の円礫が混入 している。覆土は暗灰責色砂

質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器、土師器 (171・ 172)がある。

SK83(図面240):平面形態は不整形で、南北共に調査区外に広がる。規模は長径4.lm、 短径



1.15m以上、深さ0.05mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質土層を基調とする。出土遺物は須恵器、土師

器 (174)、 金属製品では鉄滓(02)がある。

SK84(図面241):平面形態は不整形で、南側は調査区外に広がる。規模は長径0.7m、 短径0.35m

以上、深さ0.5mを 測る。覆土は暗灰黄色砂質土層を基調とする。出土遺物は土師器が認められる。

SK85(図面241):平面形態は円形で、規模は径0.75～ 0.9m、 深さ0.13mを測る。覆土は暗灰黄色砂

質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器 (169)、 土師器がある。

SK86(図面241):平面形態は円形で、規模は径0.46～ 0.55m、 深さ0.15mを 測る。覆土は第 1層 :

暗灰黄色砂質土層、第 2層 :黒褐色砂質土層となる。出土遺物は須恵器、土師器(170)が ある。

SK87(図面242):平面形態は不整形で、南北共に調査区外に広がるSD32に 切られる。規模は長径

2.9m以上、短径1.25m以 上、深さ0,07mを 測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺

物は須恵器、土師器がある。

SK88(図面242):平面形態は円形で、南北共に調査区外に広がる。規模は径0.35～ 0.4m、 深さ

0.lmを 測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器 (205・ 206)、 土師器が

認められる。

SK89(図面242):平面形態は円形で、規模は径0.5～ 0.65m、 深さ0.12mを測る。覆土は暗灰黄色砂

質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器がある。

SK90(図面242)i平面形態は不整形で、東側以外は調査区外に広がる。規模は長径1.lm以上、短

径0.7m以上、深さ0.lmを 測る。覆土は黒褐色砂質土層のみの単層となる。出土遺物は須恵器 (262)

が認められる。

溝

SD01(図面227・ 232):調査区を東西に横断する直線の溝であり、調査区外に延びる。確認できる

長さは2.Om、 最大幅0.8m、 最大深 0。 14mを測る。断面形態はV字形を呈する。覆土は黄灰色砂質土

層である。出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD02(図面227・ 232)i SD01の 南側に併走する直線の溝である。確認できる長さは1.5m、 最大幅

0,4m、 最大深0,07mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層である。出

土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD03(図面227・ 232):調査区を南北に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.8m、 最大幅

0.4m、 最大深0。 18mを測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :

灰色砂質土層からなる。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SD04(図面227・ 232)i調査区を東西に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.5m、 最大幅

0.9m、 最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層である。出

土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD05(図面227・ 232)i調査区を南北に横断する不整形の溝である。確認できる長さは1.7m、 最大

幅1.lm、 最大深0.1lmを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層である。

出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD06(図面227・ 232):調査区最北端に延びる溝である。確認できる長さは3.2m、 最大幅2.Om、

最大深0.12mを 測る。断面形態は不整形を呈する。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :灰色

砂質土層、第 3層 :オ リーブ黒色砂質土層からなる。出土遺物は須恵器 (005～ 007)、 土師器、施釉

陶器が認められる。
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SD07(図面227・ 232):調査区を東西に横断する不整形の溝である。確認できる長さは1.3m、 最大

幅5.Om、 最大深0.lmを測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層である。

出土遺物は須恵器 (001～ 003)、 土師器(004)が認められる。

SD08(図面229・ 237):北東から南西に延びる小溝で、両端とも消失 している。長さ5.lm、 最大幅

1.邑m、 最大深0,12mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は、a・ bセ クションとも黄灰色砂粘

質土層である。出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD09(図面228・ 238):調査区南西端で東西に広がる不整形の溝でSD13を切っている。確認でき

る長さは9.5m、 最大幅3.Om、 最大深017mを測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は第 1層 :黄

灰色砂粘質土層、第 2層 :灰オリーブ色砂粘質土層である。出土遺物は須恵器 (068・ 069)、 土師器

(070～ 072)、 中世土師器が認められる。

SD10(図面228・ 238):両端は消失 している小溝である。長さ2.5m、 最大幅0.5m、 最大深0.07mを

測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は灰オリーブ色砂質土層の単層である。出土遺物は須恵器、

土師器が認められる。

SDll(図面228。 238):北西から南東に延びる不整形の溝であり、両端は消失 している。長さ5.Om、

最大幅0.6m、 最大深0.03mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は灰色砂質土層の単層である。

出土遺物は認められない。

SD12(図面228・ 238):北西から南東に延びる不整形の溝である。南東端は消失 し北西側は調査区

外に広がる。長さ5,5m、 最大幅1.3m、 最大深0,17mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は、

a・ bセ クションとも灰オリーブ色砂質土層からなる。出土遺物は認められない。

SD13(図面228・ 238):北西端は消失 し南東方向に延びて、SD09に切 られる不整形の溝である。

長さ2.9m、 最大幅1.lm、 最大深0,07mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は灰オリーブ色砂

質土層の単層である。出土遺物は認められない。

SD14(図面228・ 238)i北西端はトレンチに切 られ開放 しており南東側は調査区外に延びる直線の

溝である。確認できる長さは1.6m、 最大幅2.2m、 最大深0.13mを 測る。断面形態はU字形を呈する。

覆土は灰色砂質土層である。出土遺物は認められない。

SD15(図面228・ 238):北東から南西に延びる直線の溝で、両端とも消失 している。同方向にSD

16・ SD17・ SD18が併走 している。長さ3.2m、 最大幅0,4m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台

形を呈する。覆土は灰オリーブ色砂質土層の単層である。出土遺物は須恵器、土師器がある。

SD16(図面228。 238)i SD15に 併走する直線の溝である。両端とも消失 している。長さ3.3m、 最

大幅0.4m、 最大深0.05mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は灰オ リーブ色砂質土層の単層

である。出土遺物は認められない。

SD17(図面228・ 238):SD15。 SD16・ SD18に 併走する直線の溝である。両端とも消失 している。

長さ7.Om、 最大幅0.4m、 最大深0.07mを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は灰オリーブ色砂

質土層の単層である。出土遺物は土師器が認められる。

SD18(図面お28・ 238)i SD17に 併走する直線の溝で両端とも消失する。長さ3.lm、 最大幅0,3m、

最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は灰オリーブ色砂質土層の単層である。出

土遺物は土師器が認められる。

SD19(図面229・ 238):北東から南西に延びる不整形の溝である。途中途切れているが両端とも消

失 している。長さ11.Om、 最大幅1.8m、 最大深0,16mを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は



第 1層 :(5Y4/1)灰 色砂粘質土層、第 2層 :(5Y5/1)灰 色砂粘質土層である。出土遺物は土師器

(067)、 須恵器が認められる。

SD20(図面228・ 239):調査区を東西に延びる直線の溝である。北側を併走するSD27と 中央部で

合流 している。SD25。 SK80を切っている。長さ56.4m、 最大幅3.2m、 最大深1.lmを測る。断面形

態はU字形を呈する。覆土は、aセ クションで灰色砂質土層を基調とする。bセ クションで第 1層 :

(5Y5/1)灰色砂粘質土層、第 2層 :灰色砂質土層、第 3層 :(5Y6/1)灰色砂粘質土層に分層される。

出土遺物は須意器 (092～ 0940114)、 土師器、中世土師器、越中瀬戸、伊万里、唐津 (095)、 京焼、

土錘 (096)、 木製品では漆器(08009)、 円形板 (10・ 12・ 13)、 柄杓 (11)、 櫛 (14)、 折敷 (15。 16)、

桶側板 (17)、 板状木製品 (18)、 下駄 (19)、 杭がみられ、金属製品では鉄滓 (06)、 石製品では砥石

(05)が認められる。近世の溝と考えられる。

SD21(図面229・ 239):調査区中央部より東に延びる直線の溝で調査区外に続 く。SD27・ SD24と

併走 している。長さ24.4m、 最大幅0.9m、 最大深0.09mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土

は灰色砂質土層の単層である。出土遺物は黒色土器 (088)、 土師器、伊万里が認められる。近世の

溝と考えられる。

SD22(図面229・ 239):調査区の北東側に延びる不連続的な溝であり、SD23と 併走 している。北

西端は消失 している。確認できる長さは32.8m、 最大幅0.6m、 最大深0.09mを 測る。断面形態は逆

台形を呈する。覆土は灰オリーブ色砂質土層の単層である。出土遺物は認められない。

SD23(図面 2里9・ 239):SD22に 併走 して広がる不連続的な溝である。両端とも消失 している小溝

が長 く列をなしている。確認できる長さは33.6m、 最大幅0.6m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は

U字形を呈する。覆土は各セクションとも灰オリーブ色砂質土層の単層である。出土遺物は須恵器、

土師器、越中瀬戸が認められる。近世の溝と考えられる。

SD24(図面229・ 239)i SD21に 併走 して東西に延びる直線の溝である。両端とも消失 している。

長さ14.Om、 最大幅1.4m、 最大深0.lmを 測る。断面形態はU字形呈する。覆土は黄灰色砂粘質土層

の単層である。出土遺物は土師器が認められる。

SD25(図面228・ 239)i SD28、 SD29と 併走 し調査区を北西から南東に縦断する直線の溝である。

途中SD20に切 られるが引き続き、調査区外に広がっている。長さ47.8m、 最大幅 1,7m、 最大深

0.lmを測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黄灰色砂質土層のみの単層である。出土遺物は須

恵器、土師器 (089)、 中世土師器 (090)、 越中瀬戸香炉 (091)、 伊万里、金属製品では鉄滓 (01・ 05)

が認められる。近世の溝と考えられる。

SD26(図面229・ 且39):北東から南西に軽い円弧を描いて延びる溝である。両端は消失 している。

長さ11.5m、 最大幅1.Om、 最大深0.07mを測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は灰色砂質土層

の単層である。出土遺物は認められない。

SD27(図面229・ 239)i SD20の 北側を東西方向に併走 し中央部分で合流 している不整形の溝であ

る。長さ12.9m、 最大幅1,3m、 最大深0.12mを測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は第 1層 :

灰白色砂質土層、第 2層 :黄灰色砂粘質土層からなる。出土遺物は須恵器 (087)、 土師器が認めら

れる。

SD28(図面228・ 239)i SD25。 SD29に 併走 して調査区を北西から南東に縦断する直線の溝である。

長さ47.7m、 最大幅2,9m、 最大深0.42mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は灰色砂質土層

を基調とする。出土遺物は須恵器 (080・ 099・ 111)、 黒色土器(081～ 083)、 中世土師器、瀬戸美濃、



八尾、越前、越中瀬戸 (084～ 086)、 伊万里、唐津がみられ、木製品では漆器 (01～ 03)、 下駄 (04)、

円形板 (05)、 折敷 (06)、 板状木製品 (07)が認められる。近世の溝と考えられる。

SD29(図面228・ 239)i SD25。 SD28に併走 して調査区を北西から南東に縦断する直線の溝である。

長さ39.9m、 最大幅 1.8m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は緑灰色砂粘質

土層の単層である。出土遺物は須恵器(073～ 076・ 107)、 土師器 (079)、 唐津、土錘 (077)、 土製品

のフイゴ羽口(078)が みられ、木製品では漆器 (20・ 21)、 下駄 (22)、 加工板、金属製品では鉄滓 (04)

が認められる。近世の溝と考えられる。

SD30(図面230・ 241):調査区を東西に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.7m、 最大幅

0.8m、 最大深 0。 lmを測る。断面形態は不整形を呈する。覆土はオリーブ褐色砂質土層の単層であ

る。出土遺物は認められない。

SD31(図面231・ 242):調査区を北東から南西に延びる直線の溝である。確認できる長さは1.Om、

最大幅0.6m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層であ

る。出土遺物は土師器が認められる。

SD32(図面231・ 242):東側調査区外からSK87を切 り込みながら西に延びて開放 している直線の

溝である。確認できる長さは1.Om、 最大幅0.5m、 最大深0.17mを 測る。断面形態はU字形を呈する。

覆土は黒褐色砂質土層である。出土遺物は土師器が認められる。

SD33(図面231・ 242):調査区を南北に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.2m、 最大幅

0,3m、 最大深0.05mを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層である。出土遺物

は土師器が認められる。

SD34(図面231・ 242)i SD33に 併走 し南北に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.Om、

最大幅0.7m、 最大深0.06mを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層であ

る。出土遺物は須恵器、土師器、土錘(207)が認められる。

SD35(図面231・ 242):調査区を南北に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.2m、 最大幅

0.5m、 最大深0,06mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は黒褐色砂質土層の単層である。出

土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD36(図面231・ 242)i SD35に 併走する直線の溝である。確認できる長さは1.3m、 最大幅0.8m、

最大深0.12mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :第 1

層に地山が混ざる。出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD37(図面231・ 242)i SD36に 併走する直線の溝である。確認できる長さは1.4m、 最大幅0.3m、

最大深0.08mを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、第 2層 :第 1

層に地山が混ざる。出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD38(図面231・ 242):調査区を東西に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.2m、 最大幅

1.lm、 最大深0.1lmを 測る。断面形態は逆台形を呈する。覆土は暗灰黄色砂質土層の単層である。

出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD39(図面231・ 242):調査区を南北に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.5m、 最大幅

0.6m、 最大深0.08mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土はオリーブ褐色砂質土層の単層であ

る。出土遺物は珠洲が認められる。

SD40(図面231・ 242):調査区を南北に横断する直線の溝である。確認できる長さは1.2m、 最大幅

4.lm、 最大深0.52mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は灰オリーブ色～灰色砂質土層を基
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調とする。出土遺物は須恵器、土師器が認められる。

SD41(図面231・ 242):調査区を横断する直線の溝である。S103を切る。確認できる長さは1.2m、

最大幅1.3m、 最大深0,07mを 測る。断面形態はU字形を呈する。覆土は第 1層 :黒褐色砂質土層、

第 2層 :黄灰色砂質土層からなる。出土遺物は土師器が認められる。

その他の遺構

SX01(図面229・ 238)i SX01か らSX04は集石遺構で掘り方などは確認されていない。性格は不明

である。10～ 20cmの礫が長さ2.9m、 最大幅1.lmで集石 している。出土遺物は須恵器がある。

SX02(図面229。 238):集石遺構である。平面形態は楕円形で、長径2.9m、 短径 1.lmの 遺構に拳

大の礫が集石 している。出土遺物は認められない。

SX03(図面229・ 238):集石遺構である。10～ 20cmの礫が長さ0.56m、 幅0.5mの範囲で集石 してい

る。出土遺物は認められない。

SX04(図面229・ 238):集石遺構である。10～ 25cmの礫が長さ3.子 5m、 最大幅0.9mで確認される。

遺物は須恵器(060～ 064)、 土師器 (063)、 金属製品では鉄滓 (03)、 石製品では磨石(01)が出土 して

いる。

SX05(図面230・ 241)110～ 25cmの 礫で構成される集石遺構である。南北を調査区の壁に切 られ

るため規模は不明。遺物は須恵器 (166～ 168)、 土師器が出土 している。

SX06(図面231・ 242):南側が調査区外となる集石遺構である。拳大～人頭大の礫が集中して確認

された。覆土は黒褐色砂質土層を基調とする。谷の落ち際にあることからゴミ捨て場的な場所や周

囲からの流れ込みなどが考えられる。遺物は須恵器 (208～ 223・ 261・ 278・ 280)、 土師器 (224～ 260)、

珠洲、中世土師器、石製品では棒状石製品 (03)、 砥石 (04)、 叩き石が認められる。

3 遺物

遺物の記載については、中名V・ Ⅵ遺跡と同様に、まず土器・陶磁器類についてA地区、 B地区、

D地区、 E地区の各地区ごとに記述を行い、次に、木製品、金属製品、石製品の順に記述を進める。

砂子田 I遺跡の調査では古代の遺物を中心に出土 している。古代の遺物では 8世紀から10世紀代の

ものが主体で、若干 6世紀後半～ 7世紀に湖るものも見受けられた。出土遺物の種類別で見ると土

器類が最も多く、次いで木製品、石製品、金属製品がつづく。

A 土器・陶磁器 (図面 379～ 386)

遺跡全体でとらえた場合に須恵器、土師器などの古代の遺物で多く占められている。古代の遺物

には須恵器、土師器、黒色土器、赤彩土器などが出土している。中 。近世の遺物としては中世土師

器皿、珠洲、八尾、中国製青磁、越中瀬戸、伊万里、唐津、瓦質土器などがみられる。以下、各地

区ごとに記述を行う。

(1)A地 区 :(図面379-001～036)

〈溝〉

SD06(図面379005～ 007):005～ 007は須恵器で、005・ 007は杯A、 006は甕である。005・ 007は平

坦な底部から屈曲し、体部は浅く開き、端部は丸くおさめる。法量は005で 口径11.6cm、 器高3 8cm、
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007で 口径 14.lcm、 器高3.3cmで ある。006は 口縁部が「 く」字状に屈曲し、端部は水平を呈す。外面

はタタキ後カキメ調整で、内面は同心円状の当具痕が残る。

SD07(図 面379001～ 004):0010003は須恵器の蓋で扁平な天丼部に、日縁端部は短 く下方に折り

曲げる。天丼部外面は回転ヘラケズリが施される。0011ま復元口径12.4cmで 、003は復元回径14.Ocm

である。002は須恵器杯Bで、平坦な底部から稜を持って屈曲し、体部はやや外反気味に直線的であ

る。端部は丸 くおさめる。底部には「ハ」字状に開く角状の高台を有 し、高台内には「大福」と墨

書されている。法量は回径10.8om、 器高4.lc14である。004は土師器の甕で、底部破片である。

(包含層〉 (図面379008～ 036)

008～014は須恵器の蓋で、008～ 011・ 013は天丼部が扁平ないしはやや丸みを帯び、日縁端部を短

く垂下させる。008・ 009・ 013は回転ヘラケズリされた天丼部に擬宝珠状のつまみを有する。013は

法量が口径12.5cm、 器高2.9cmで ある。内面には「甥万呂」と墨書きされている。0120014は扁平な

天丼部に口縁端部をやや丸 くおさめる。014の内面には墨痕がみられる。015～019は須恵器杯Aで、

概ね平坦な底部から、浅 く開く体部を有する。口縁端部はわずかに外反する。019の底部外面には墨

書の一部が確認され、判読 し難いが「大福」の可能性がある。法量は口径約12.Ocm前後、器高は約

3.0～ 3.5cnで ある。020～025は須恵器杯Bで、平坦な底部から逆「ハ」字状に開く体部を有する。底

部には角高台を有する。025の高台内には判読できないが墨書されている。026は須恵器の長頸壺で、

国縁部破片である。頸部には 2条の沈線が巡る。027～ 029イよ土師器の甕で、027は小型甕である。国

縁部の形態をみると、 027・ 028は 端部を面取 して方形に仕上げつつ、上端をわずかに引き上げ、

029は肥厚 した端部をやや丸 くおさめている。030～ 036は土錘で、概ね樽型を呈する。法量は030で

50.9g、 032で 24.6g、 033で41.3g、 034で26.8gである。

(2)B地 区 :(図面 379～383-037～ 112・ 114～ 130・ 132～ 165)

く竪穴住居〉

S101(図面380043・ 044):0481ま須恵器の杯Aで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短く外

傾する。底部は回転ヘラキリのちナデ調整で、法量は口径12.Ocm、 器高3.2cmで ある。044は土師器

の甕で、国縁端部は肩部との境で稜をもって外傾し、端部を面取して方形に仕上げ、さらに上端部

ををわずかに引き上げられる。復元口径13.Oomである。

S102(図面379037～ 042):037は土師器の高杯で、カマドの支脚に転用されていたものである。杯

部は浅く内湾し、日縁部は強く外反する。内外面はヘラミガキで、内面は黒色化されている。脚部

は外面をヘラミガキを施す。法量は口径14.6cm、 器高9,9cmで ある。038・ 039・ 041は土師器の杯で、

内湾気味に立ち上がる体部に、口縁部はわずかに外反する。内外面はヘラミガキ調整で、内面を黒

色処理を施す。038の復元口径は14,3cmで ある。040・ 042は土師器の甕で、体部から回縁部が弱い

「く」字状をもって立ち上がり、端部は丸くおさめる。内外面はハケメ調整である。

(上坑〉

SK26(図面380-056):056は 土師器の杯で、内外面をヘラミガキ調整である。

SK36(図面380055)i0551ま 須恵器壺の底部破片で、「ハ」字状に開く高台を有する。

SK37(図面380-057):0571ま 土師器の甕で口縁部と肩部の境界があまり明瞭でなく、わずかに短く

外反する口縁部を有する。外面は縦方向のハケメ、内面は横方向のハケメ調整である。復元口径は

17.Ocmである。



SK47(図面380-054):0541ま 須恵器の蓋で扁平な天丼部に、日縁端部は短 く下方に折り曲げる。天

井部外面は回転ヘラケズリが施され、擬宝珠状のつまみを有する。法量は回径14.7cm、 器高2.8cnl。

SK61(図面380045～053):045は須恵器の杯Aで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外

傾する。国縁端部はやや鋭 く仕上げる。法量は口径12.4cm、 器高3.lcmで ある。046～ 053は土師器の

甕である。046・ 047は 日縁部と肩部の境界があまり明瞭でなく、わずかに短 く外反する口縁部を有

する。内外面はハケメ調整であり、復元口径は約15,Ocm前後である。048～ 051は概ね、肩部との境

で稜をもって外傾し、端部を丸 くおさめる。052は肩部との境で稜をもって外傾 し、端部を面取 し、

上端部をわずかに引き上げる。復元口径24.6cmで ある。053は肩部との境で稜をもって外傾 し、端部

を面取りして方形に仕上げる。体部外面はケズリを施す。復元口径18.4cmである。

SK70(図面380065・ 066):065は 須恵器甕の口縁部破片で、肩部から口縁部にかけては「 く」字状

に屈曲し、外傾 しながら立ち上がる。体部外面に平行タタキ調整が残る復元口径34.8cnで ある。

066は須恵器の甕で、外面はタタキ調整のちカキメ、内面は同心円状の当具痕がみられる。

SK77(図面380058・ 059):058は 黒色土器椀の口縁部破片で、内外面をヘラミガキ調整を施す。

059は土錘で、約 1/3程度残存 している。形態は樽型を呈す。法量は52.lgである。

(溝〉

SD09(図面381068～ 072):0681ま 須恵器の蓋で、天丼部が扁平で、日縁端部は下方に短 く折り曲げ

る。069は須恵器の杯 Bで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短く外傾する。底部には角高台

を有する。法量は口径13.8om、 器高3,9cmで ある。070～ 07里は土師器の甕で、070・ 071は体部から回

縁部にかけて「 く」字状に屈曲し、回縁端部は方形を呈する。072は底部が丸底を呈する。

SD19(図面380067)i067は製塩土器の体部破片で、形態は大きく外傾する体部を有する。内外面

に指頭圧痕が残る。

SD20(図面381092～ 096):092～ 0941ま須恵器である。0921ま 蓋の破片で、日縁端部は下方に短く折

り曲げる。0930094は 杯Aで、098はやや尖り気味の底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外傾する。

094は平坦な底部を有 し、体部がわずかに外反 しながら立ち上がる。法量は093で 口径 12.3cnl、 器高

3.8cm、 094で 口径13.4cm、 器高3.4cmである。095は唐津の鉢で、日縁部は強く外反する。内外面に刷

毛目文様が施される。096は約 1/2程度残存する土錘で、樽型を呈する。法量は13.8gを量る。

SD21(図面381088):088は黒色土器椀の体部破片である。内外面はヘラミガキを施す。

SD25(図面381089～091)1089は 土師器の甕で、口縁部は肩部との境で稜をもって外傾 し、端部を

面取 し、方形を呈す。0901よ土師器の皿で、森分類のZ9類に比定される。器壁はやや厚めで、幅広

の口縁部が大きく外反 し、日縁端部は鋭 く仕上げる。後 I～ Ⅱ期に相当する。091は越中瀬戸の灰釉

香炉で、底部付近の外面は回転ヘラケズリである。内面は無釉で、底部付近は露胎である。復元口

径10.7cmである。

SD27(図面381087):0871よ 須恵器の杯Aで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外傾す

る。底部外面には「二」のヘラ記号が施される。法量は口径11.5cm、 器高3.Ocmである。

SD28(図面381080～086)1080は 須恵器の短頸壺で、球胴状の体部に、やや内傾気味に短 く立ち上

がる口縁部を有する。体部外面はカキメ調整で、底部付近はヘラケズリを施す。法量は国径12.Ocm、

器高20.7cmで ある。081～ 088は黒色土器の椀で、081・ 0821ま内面を黒色処理 し、内外面をヘラミガ

キにより仕上げる。084～ 086は越中瀬戸である。084・ 085は丸皿で、084に は灰釉がかかり、085に

は鉄釉がかかる。085の 内面見込みには印花文が施される。086は小杯とみられるものの底部破片で、



底部は回転糸切りによる切り離 しである。内外面には鉄釉がかかり、底部付近は露胎である。

SD29(図面381・ 382-073～ 079。 107):073～ 076は須恵器である。073は蓋で、天丼部が扁平で、口

縁端部は下方に短 く折り曲げる。天丼部外面は回転ヘラケズリを施す。074は ほぼ完形の杯Aで、平

坦気味の底部から緩やかに屈曲し、体部が短 くわずかに外反 しながら開く。法量は回径 11.5om、 器

高3 5cmで ある。075・ 076は杯 Bで、075は平坦気味の底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外傾す

る。076は体部がやや外反 しながら開く。底部は角高台を有する。077は土錘の破片で、樽型を呈す

ると考えられる。078は土製品でフイゴ羽口である。079は土師器の鍋で、口縁部と肩部との境で大

きく外傾 し、端部を丸くおさめる。体部内外面に粗いハケメを施す。復元口径33.3omで ある。107は

須恵器の杯Aで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短くわずかに外反 しながら開く。

(その他の遺構〉

SX04(図面380060～ 064):060～ 062・ 064は須恵器である。060は杯Aで、平坦な底部から緩やか

に屈曲し、体部が短く外傾する。底部は回転ヘラキリのちナデ調整で、復元口径13.4cmで ある。061・

062は杯 Bで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外傾する。底部は「ハJ字状に踏ん張る

高台を有する。061の法量は口径13.5cm、 器高3.8cmで ある。064は甕の底部破片で、外面にタタキ調

整が残る。063は土師器の甕で、肩部との境で稜をもって外傾 し、端部を面取 して方形に仕上げる。

体部外面にヘラケズリを施す。復元口径20.Ocmで ある。

(包含層〉 (図面382・ 388097～ 106・ 108～ 112・ 114～ 130。 132～ 162・ 164・ 165)

100～ 106・ 108～ 1100112・ 114～ 125は須恵器である。100～ 104は蓋で、100～ 102は天丼部が扁平

で、回縁端部は下方に短 く折り曲げる。天丼部外面に回転ヘラケズリを施す。101は やや器高のある

もの。 103・ 104は笠型の天丼部に、端部はやや丸味をもって仕上げている。 105。 106・ 108～ 1101ま

杯Aで、105・ 106・ 109。 110は平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外傾する。110は体部内

面に「 X」 のヘラ記号が描かれている。108はやや尖り気味の底部から体部が緩やかに大きく外傾 し

ながら立ち上がる。114～ 119イよ杯 Bで、概ね平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が短 く外傾 しな

がら開く。底部は「ハ」字状に踏ん張る高台を有する。112・ 120。 1210123は 壼である。120は長頸

で、 2条の沈線が巡り、 112・ 121は短頸で、112の外面には波状文を施す。123は底部破片で角状の

高台を有する。 122・ 124・ 125は甕で、 122・ 1241ま 口縁端部を肥厚させ水平にし、125は端部を内湾

気味につまみ上げて、外面には 1条の沈線状に仕上げている。126～ 1441ま土師器である。126～

128は杯で、底部に回転糸切り痕が残り、わずかに内湾 しながら立ち上がる。 129。 130は 内黒の黒色

土器椀である。 1291ま浅 く外傾する体部から口縁部が外反する。内外面にヘラミガキを施す。132～

142は甕で、133・ 139・ 140は小型のものである。132は 日縁部が直立し、体部と口縁部との境が明瞭

でない。内外面は粗いハケメ調整である。133は肩部から稜をもって外傾 し、日縁端部は丸 くおさめ

る。復元口径13.6cmで ある。134はやや丸味をもつ体部から、「 く」字状に屈曲し、日縁端部は丸 く

おさめる。135～ 138は 肩部との境で稜をもって外傾 し、端部を面取 して方形に仕上げる。139～

141は肩部との境で稜をもって外傾 し、回縁部の上端をわずかに引き上げられる。142は肩部との境

で稜をもって外傾 し、回縁端部が内側に折り返され、丸く形成される。 143・ 144は鍋で、148は体部

との境で稜をもって外傾 し、端部を面取 して方形に仕上げる。145～ 150は土錘で、概ね樽型を呈す

るとみられる。法量は残存の良好な145で、長さ6.2cal、 幅3.5cm、 重量71.6gで ある。151～ 153は土

師器の皿で、 151は、径の小さな底部から体部・回縁部が「 S」 字状に屈曲するが、屈曲の度合いは

弱 く直線的で、端部のつまみあげも弱い。森編年のD2類、後Ⅱ期に相当する。152は丸底ないしは
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丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。日縁部は短 く内湾 し

た後、端部を鋭 く仕上げる。森編年のBl類、後 I期に相当する。153は、底部はやや扁平な丸底で、

体部との境界は明瞭でない。体部は緩やかに内湾 して開き、国縁部は短 く強く外反させる。口縁端

部は鋭 く仕上げる。森編年のZ5類、後 I期 に相当する。154～ 156は珠洲で、154は甕、 155・ 156は

悟鉢である。154は 回縁部の小破片で、「 く」字状に屈曲する短頸を呈す。吉岡編年のⅣ3期に相当す

る。 155。 156は直線的な体部に、幅の広い水平な口縁部端面を有 し、僅かに外端が側方へ突出する。

吉岡編年のⅣ2期 に相当する。157は龍泉窯系青磁碗で、外面に蓮弁文が巡る。太宰府分類のⅡb類

に相当する。158～ 161・ 164は越中瀬戸である。 158・ 159は皿で、底部に削り出し高台を有する。

158の高台内には花押 しとみられる墨書が施される。 160は香炉とみられる口縁部破片で、球胴状の

体部に直立気味の口縁部を有する。内外面に鉄釉が施される。復元口径11,7cmで ある。161は 内外面

に錆釉が施され、内面の卸目は 9条一単位である。164は 口縁部が玉縁状を呈する悟鉢である。

165は瓦質土器の火鉢で、浅鉢型を呈するとみられる。外面に一条の凸線文が巡る。

(3)D地 区 :(図面 383・ 384-131・ 166～ 188)

(上坑〉

SK81(図面383-173):173は 須恵器の長頸壺とみられる口縁部破片である。復元回径15.Ocmで ある。

SK82(図面383171・ 172):171・ 172は赤彩された土師器の杯で、口縁端部を丸くおさめる。

SK83(図面383174):1741ま 土師器の小型甕で、口縁端部は肥厚 した端部が丸味をもって内屈する。

SK85(図面383169):169は 須恵器の杯 Aで、平坦な底部からやや緩やかに屈曲し、体部は外傾 し

ながら立ち上がる。復元口径11.9c14で ある。

SK86(図面383170):170は土師器の杯で、日縁部がわずかに外反する。

(その他の遺構〉

SX05(図面383166～ 168):166は 須恵器の蓋の破片で、日縁端部は下方に短 く折り曲げる。167は

須恵器の杯 Aで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部は外傾しながら立ち上がる。168は須恵器の

広口壼で、肩部から頸部にかけて「 く」字状に強く屈曲し、回縁部は方形に面取る。

(包含層〉 (図面382・ 384131・ 175～ 188)

175～ 180は須恵器である。 175。 1761ま扁平な天丼部に、口縁端部は下方に短 く折り曲げる。175は

擬宝珠状のつまみを有する。177は杯Aで、底部から体部にかけては緩やかに屈曲する。日縁端部は

丸 くおさめる。178は有高台の杯Bで、平坦な底部から緩やかに屈曲し、体部が外傾 しながら立ち上

がる。179。 180は壼の底部である。179は平坦な底部から、外傾 しながら直線的にのびる体部を有す

る。 180は丸底気味の底部に「ハ」字状の角高台を有する。131は黒色土器椀で回転糸切りの底部か

ら体部は直線的に外傾 しながら立ち上がる。法量は復元回径は17.2cm、 器高は5.8cmで ある。181～

183は土師器の杯である。181は底部が回転糸切り痕が残り、内外面に赤彩が施される。182は やや内

湾気味に立ち上がり、口縁端部は丸くおさめる。183は内湾気味に立ち上がる体部に、国縁部はわず

かに外反する。185は赤彩されている有高台杯で、外底部には回転糸切り痕が残る。 184は有高台の

皿である。 186・ 187は土錘で、186は樽型を呈すると考えられる。188は龍泉窯系青磁碗の体部破片

で、外面に蓮弁文を有する。大宰府分類のⅡ b類 (旧 I-5b類)に相当する。



(4)E地 区 :(図面 384～386-113・ 189～ 297)

く竪穴住居〉

S103(図面384-189～204),189～ 192は須恵器である。 189は蓋で、日縁端部を下方に短 く折り曲げ

る。190は杯で、体部が外傾 しながら浅く開く。191は皿で、体部外面に「柴」 ?と墨書されている。

192は甕の口縁部破片で、外面にクシ状工具による波状文が施される。198～ 196は土師器の杯で、

196は 内外面にヘラミガキを暗文風に施されている。195・ 197～ 201は黒色土器椀で、200は器高が低

く、口縁部はやや外反する。法量は口径16 8cm、 器高4.25cmで ある。202は土師器椀の底部破片で、

底部外面には高い高台を有する。203は土師器の鍋で、日縁端部は内側に折り返され、丸 く仕上げる。

204は土師器の甕で、肩部との境で稜をもって外傾 し、端部をややシャープに仕上げる。

く土坑〉

SK88(図面384205・ 206):205は 須恵器の蓋で、扁平な天丼部に、日縁端部は下方に短 く折り曲げ

る。天丼部外面の約 1/3を ヘラケズリし、擬宝珠状のつまみを有する。法量は口径 16.9cnl、 器高

3.lcmである。206は須恵器の壺で、肩部に 3条の沈線が巡る。

(溝〉

SD34(図面384207):207は 土錘の小破片で、全体の形態は不明である。

くその他の遺構〉

SX06(図面384～386208～ 261・ 278。 280):208～ 223・ 261・ 278・ 280は 須恵器である。208～

210は蓋で、208・ 210は やや丸味をもつ天丼部に、回縁端部は内側に折り返され、丸く仕上げられて

いる。208は完形品で、法量は回径■.8cm、 器高2.4cmで ある。209は天丼部外面に回転糸切り痕が残

る。211。 212・ 214。 215は杯で、211は杯A、 214・ 215は杯Bである。211は体部が直線的に外傾 し、

212は底部に回転糸切り痕が残る。214は平坦な底部から稜をもって屈曲し、深い体部が大きく開く。

高台は角高台で、底部の端に付 く。213は皿の底部破片で、底面に回転糸切り痕がみられる。216は

甕の口縁部破片で、体部外面にはタタキを施す。217～ 219・ 278・ 280は壺で、217は体部破片、218・

278は双耳壺の耳部破片、219は底部破片である。2201よ横瓶の体部破片で、体部外面はタタキ後、一

部カキメ調整である。280は肩部から稜をもって外傾 し、日縁端部は方形に面取る。231～ 2且3は甕で、

日縁端部は水平に仕上げる。 2里2は外面はタタキ後一部カキメを施 し、内面は同心円状の当具痕が残

る。復元口径25.6c14で ある。261は蓋で、日縁部内側にかえりを有する。224～ 260は土師器である。

224～ 2451ま杯で、224～ 230・ 232～ 234・ 243は 回縁部がわずかに外反 し、 231・ 235～ 242・ 244・

245は 日縁部が外反せず、端部を丸 くおさめる。241～ 245は内外面に赤彩が施され、里42の 体部外面

には墨痕がみられる。法量は回径12.0～ 13.Ocmの ものが多いようである。246～ 251は皿で、底部外

面には回転糸切り痕が残り、高い高台を有する。法量は回径が約12.Ocm前後である。252～ 256は小

型甕で、252～ 254は 口縁端部を丸 く仕上げ、 255。 256は端部を内屈 し、内側に段を有する。257～

260は鍋で、回縁部は緩やかに外反 し、端部が内側に折り返され、丸く成形される。

(包含層〉 (図面386113。 262～ 277・ 279。 281～ 297)

113・ 262～ 277・ 279は須恵器である。262。 263は蓋の口縁部破片で、天丼部と口縁部との境は短

く稜をもつ。MT15形式併行と考えられる。264・ 265は蓋の回縁部破片で、口縁部の内側に短いか

えりを有する。266～ 273はやや丸味をもつ天丼部に、日縁端部を丸 くおさめる。274～ 277は杯で、

274～276が杯A、 277が杯Bである。113は体部が深く器高のあるもの。274～276は平坦な底部から緩

やかに屈曲し、体部は浅 く開く。277の底部には「ハ」字状に踏ん張る高台を有する。279は壺の底

″
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部で、底部付近にケズリ、体部にカキメを施す。281～ 283は土師器の杯で、日縁部はわずかに外反

する。底部は回転糸切り痕が残る。 284・ 285は 内黒の黒色土器椀で、内面にヘラミガキを施す。

285の体部外面には墨書されているが、判読できない。286は土師器甕の口縁部破片で、端部は方形

を呈し、上端部を少 し引き上げる。287・ 288は珠洲播鉢である。287は外端が突き出る日縁部で、端

面はわずかに内傾 し波状文が施される。288は幅の広い口縁部端面を有 し、僅かに外端が側方へ突出

する。289・ 290は越中瀬戸の灰釉丸皿で、289の体部内面には放射状に丸彫りされている。2911ま越

中瀬戸の悟鉢で、日縁部外側に縁帯が形成され、端部はやや肥厚 し、上端部を引き上げる。内外面

に錆釉がかかる。292は唐津の悟鉢で、口縁端部は水平に外側へ引き出す。内外面に鉄釉がかかる。

298～297は土錘で、293・ 294は樽型を呈する。法量は298で長さ6.2cm、 幅3.2cm、 重量64.5g、 294で

長さ5.5cm、 幅2.2cm、 重量21.53gである。

B 木製品 (図面 387・ 388)

砂子田 I遺跡の調査では数は少ないものの本製品の出土もみられる。これらの木製品は、B地区

の近世の溝から多く出土 しているため、そのほとんどが近世に帰属するとみられる。漆器、下駄、

桶板、曲物、栓など各種の木製品が出土 している。以下に各遺構ごとに記述していく。

(1)B地 区 :(図面 387・ 388-01～ 25)

く溝〉

SD20(図面387。 38808～ 19):08は 漆皿である。漆の剥離が激 しく詳細は不明だが、外面は黒漆が

残存 しており、内外面に漆が塗 られていたと考えられる。09はハ椀で、内外面赤漆を施す。樹種は

08は トチノキ、09は ケヤキである。10～ 13は 円形板で容器の底板である。 10は黒漆の塗膜が一部残

存する。11は柄杓の底と考えられる。 12の側面には釘孔が 2カ 所空けられており、複数の板を繋い

で底板としたようである。 13の側面には綴 じ皮が残存 しており、補修の痕跡と考えられる。また外

縁に沿って一段削って平らに作り出しており、側板との結合部と考えられる。 10～ 12は スギ、 13は

サワラである。14は横櫛の残欠である。背は直線的で、断面は楔形である。樹種はナシ亜科である。

15。 16は折敷の底板で、側面に沿って、木釘孔が15で 3カ 所、16で 2カ 所みられる。樹種は両者と

もスギである。17は桶の側板である。表面に「北平やぎ」と焼き印が押される。樹種はスギである。

18は板状木製品で、表面の一部に刃物による線状痕が認められる。樹種はスギである。19は差歯下

駄の台部である。平面形態は隅丸方形を呈 し、裏面に歯の結合用の溝が施される。前壺は中央、後

壷は後歯の前に穿たれる。樹種はケヤキである。

SD28(図面38701～ 07):01～ 03は漆器椀である。01・ 03は外面黒漆、内面赤添を施 し、02は内外

面赤漆を施す。漆の剥離が者 しいが、02の外面に赤漆の痕跡があり、文様が描かれていたと考えら

れる。04は連歯下駄で平面形態は隅丸方形を呈す。後歯部分に補修用の円孔が 5カ 所並列に穿たれ

ており、欠損後も歯を付け替えて利用 したことが窺える。歯の縦断面は台形状を呈 し、樹種はヒノ

キである。05は 円形板で、容器の底板と考えられる。側面には木釘用の小孔が穿たれており、複数

の板を繋いで底板としたようである。裏面には「島屋」の焼き印がみられる。樹種はスギである。

06は折敷、07は板状木製品である。下端には円孔が穿たれる。樹種はスギである。

SD29(図面38820～ 22):20021は 漆器椀である。20は漆の剥離が激 しく、内面に一部赤漆が残存

する。21は 内外面黒漆を施す。樹種は両者ともブナ属である。22は連歯下駄で、後側が欠失する。



残存部から平面形態は小判形と考えられ、歯の摩耗は激しい。樹種はスギである。

(包含層〉 (図面38823～ 25)

23・ 24は樽などの木栓で、樹種はスギである。25は漆器で器種は指物 ?である。長さ7.4cm、 幅

3.Oomの長方形で、側面および下端は破損しており、天丼部および内。側面に赤漆が施される。樹種

はヒノキである。

C 金属製品 (図面 389)

金属製品の出土は、土器・陶磁器類と比較して者しく少ない。金属製品のうち図示したものは

19点で、すべて鉄滓である。以下に各遺構ごとに記述していく。

(1)B地 区 :(図面389-01・ 03～ 07・ 09・ 10・ 12)

く薄〉

SD20(図面389-06):06は 鉄滓である。重量は80.8gを量る。

SD25(図面389-01・ 05):01005は鉄滓である。重量は01が39.2g、 05が28.2gを 量る。

SD29(図面389-04):04は 鉄滓である。重量は131.9gを 量る。

くその他の遺構〉

SX04(図面389-03):03は 鉄滓である。重量は122.2gを 量る。

(包含層〉 (図面389-07・ 09。 10。 12)

07・ 09・ 10・ 12は全て鉄滓であり、重量は07で 33.8g、 09で 34.lg、 10で 24.3g、 12で 187.lgを

それぞれ量る。12のみ、やや大型の鉄滓である。

(2)D地 区 :(図面389-02)

く上坑〉

SK83(図面38902):02は 鉄滓である。重量は31.5gを量る。

(3)E地 区 :(図面389-08・ 11)

く包含層〉 (図面38併 08・ 11)

08・ 11と もに鉄滓である。法量は08で長さ4.7cm、 幅6.3cm、 重さ87.5g、 ■で長さ4.4om、 幅5.5cm、

重さ54.2gである。

D 石製品 (図面 389)

石製品の出土は、金属製品と同様に土器 。陶磁器類と比較して著しく少ない。石製品のうち図示

したものは8点である。以下に各遺構ごとに記述していく。

(1)B地 区 :(図面389-01002005006)

く溝〉

SD20(図面38905):05は砥石の残欠である。長さ4.4cm、 幅は2.5cmである。石材は凝灰岩である。

(その他の遺構〉

SX04(図面389-01):01は 円盤状の礫である。表面が磨かれて平坦面を形成する。長径13.Ocm、 短
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径3.6cm、 厚さ6.lcmで、石材は花蘭閃緑岩である。

(包含層〉 (図面38併02・ 06)

02は棒状の石製品である。石の下端には叩打時に形成されたような使用痕が認められる。長さ

13.Ocm、 幅6.Ocm、 厚さ4.Ocmを測り、叩石のように利用されたものであろうか。石材は砂岩である。

06は砥石の残欠である。石材は砂質泥岩である。

(2)E地 区 :(図面389-03004007・ 08)

(その他の遺構〉

SX06(図面389-03004):03は 棒状の凝灰岩である。短軸には打ち欠いた痕跡がみられる。04は角

柱状の砥石である。長さ10。 4cm、 幅3.4cm、 厚さ1.7cIIlを 測る。石材は流紋岩である。

包含層 (図面38併07・ 08)

07・ 08は砥石の残欠である。07は角柱状を、08は板状を呈する。石材はどちらも凝灰岩である。
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第Ⅳ章 結 玉
ＨＨ

今回報告した中名V・ Ⅵ遺跡の調査からは、 7世紀前半から古代、中世、近世の長期にわたる集落

遺跡であることが判明した。最後に中名V・ Ⅵ遺跡の調査で検出された建物遺構を中心に、各時期ご

との遺構変遷を示し、結語としたい。

1 古代

今回の調査区内で古代の遺構が検出されている地区は、中名V遺跡のAl・ Dl・ D2・ D3・ D4
地区と中名Ⅵ遺跡のA・ BoC地区である。このうち、竪穴建物や掘立柱建物などの建物遺構が認め

られたのは、中名V遺跡Al地区で竪穴住居 1棟、Dl・ D2・ D4地区で竪穴住居 4棟、掘立柱建
物 3棟、中名Ⅵ遺跡A地区で竪穴住居 6棟、B地区で竪穴住居 6棟であった。これらの中で 7世紀前

半に遡る竪穴住居は中名Ⅵ遺跡A地区を中心に検出されている。すでに報告されている中名 I・ V遺

跡でも古代の集落が確認されており、 8世紀～10世紀前半までの建物変遷 (I～ V期)が示されてい

る。時期設定にあたっては、基本的にはこの中名 I・ V遺跡で示されている建物変遷を準用し、必要

に応じて追加 していくことにする。例えば、中名 I・ V遺跡では 8世紀前半の I期をさかのぼる遺構

は確認されていないため、今回検出された 7世紀前半の時期や、 8世紀初頭の竪穴建物の時期につい

ては、「 7世紀前半段階」「古代 I期直前段階」というように付け加えた。

(1)7世紀前半段階[中名Ⅵ遺跡A地区―S101・ S102・ S103・ S104。 S106]

中名Ⅵ遺跡の北側のA地区から竪穴住居 5棟が確認されている。竪穴住居は方形を呈しており、規

模は概ね一辺2.5～ 3.5mを 測るが、S106の み一辺4.7mと 規模が大きい。すべての竪穴住居には造り付

けカマドを有 し、S101と S106に ついては袖石などの構築部材が残存する。S103で はカマドの造り替え

が確認されている。 5棟のうちS101・ S104・ S106の 3棟には壁際に壁溝が巡る。出土遺物はS101と

S106で やや多 く、それ以外の竪穴住居は希薄である。切 り合いや配置などから、 S101・ S103・

S106の 3棟が併存 し、S102・ S104の 2棟へ移るという2段階の変遷が想定される。

(2)古代 I期直前段階[中名Ⅵ遺跡A地区―S105、 中名Ⅵ遺跡B地区S104・ S105]8世紀初頭

中名Ⅵ遺跡A地区から竪穴住居 1棟、中名Ⅵ遺跡B地区北側から竪穴住居 2棟で構成されている。

A地区のS105は カマドが東壁に造り付けられている。また、壁際には壁溝が巡り、貯蔵穴とみられる

穴が確認されている。B地区の竪穴住居は、おそらく方形を呈 していると考えられるが、規模などは

調査区外へ広がるため詳細は不明である。S104は カマ ドの遺存が良好で、北壁に構築されている。

S105の カマドは破壊されており、南壁に焼土と炭化物の分布が確認されている。

(3)古代 I・ Ⅱ期[中名Ⅵ遺跡B地区―S101・ S102 C S103・ S106]8世紀前葉～中葉

中名Ⅵ遺跡B地区南側から竪穴住居 4棟で構成されている。竪穴住居は調査区外へ広がるため、規

模などは不明である。明瞭なカマ ドを有する竪穴住居にはS103が ある。配置や切り合いからS101・

S106か らS102・ S103へ と少なくとも2段階の変遷が想定される。出土遺物では須恵器杯蓋の天丼部に

回転ヘラ削り調整がされていないことから、中名 I・ V遺跡B4地区の竪穴住居群よりやや後出する

と考えられる。このため、B地区の竪穴住居 4棟については I期よりやや時期が新しいⅡ期が主体に

なると想定される。

(4)古代Ⅲ・Ⅳ期[中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区―S102・ S103・ S104、 SB01・ SB02。 SB03、

中名Ⅵ遺跡A地区―SK01。 SK02]8世紀後葉～ 9世紀前葉

つ
と
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図 1 古代遺構変遷図 (1)
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中名V遺跡D4地区の南側に位置する竪穴住居 3棟と掘立柱建物 3棟で構成されている。また、中

名Ⅶ遺跡A地区北側から土坑 2基が確認されており、状況から掘立柱建物の付属施設で、煮炊きなど

の火処的施設とみられ、調査区外に掘立柱建物の存在が推定される。この段階になると竪穴住居のみ

でなく掘立柱建物 も出現する。竪穴住居の規模は概ね長辺 3.7～43m、 短辺 3.0～ 3.2mで あり、

S102のみやや規模が大きく長辺47mを測る。造り付けカマ ドが確認された竪穴住居はS103で、造り

替えが認められる。掘立柱建物の規模はSB01で 2間 × 3間の東西棟、SB02で 2間 × 3間の南北棟、

SB03で 1間 × 3間の南北棟ですべて側柱建物である。D4地区の竪穴住居 3棟 と掘立柱建物 3棟は切

り合いから前者が先行 して構築されている。前者の竪穴住居 3棟は切り合いや配置から更に 2段階に

分けられ、S104は S102・ S103の竪穴住居より古くなり、S102・ S103の 2棟は併存していたと想定され

る。また、後者の掘立柱建物群は切り合いや配置から、SBOとがSB02と SB03よ り先行 して構築されて

おり、SB02と SB03は併存関係にあったと考えられる。

(5)古代V期[中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区一S101、 中名V遺跡Al地区―S101]9世紀後半以降

中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区南側の自然流路にほど近い位置に 1棟、中名V遺跡Al地区から 1棟

が確認されている。Dl・ D2・ D4地区のS101は長方形を呈し、長辺4.lm、 短辺2.3mの 規模を有し、

西壁にカマドが構築されている。中名V遺跡Al地区のS101は方形を呈し、一辺2.3～3.Omを測る。こ

の時期になると竪穴住居が散在的に分布 し、掘立柱建物は確認されていない。

2 中近世

中世から近世の遺構は今回の調査で各地区から多数存在していることが明らかになっている。この

ような中で、確認されている掘立柱建物の棟数は大小様々な規模のものが75棟あり、井戸は47基、土

坑、溝は多数確認されている。中でも建物遺構が最も集中しているのは中名Ⅵ遺跡のA地区で、掘立

柱建物が35棟確認され、重複も著 しい。次ぎに中名V遺跡F2・ F3地区の11棟、中名Ⅵ遺跡B・ C地

区の 8棟、中名V遺跡El・ E2地区の 7棟がつづく。他に中名V遺跡Al地区の 4棟、中名V遺跡D

l・ D2・ D4地区の 3棟、中名V遺跡D3地区の 4棟、中名V遺跡Fl地区の 2棟、中名V遺跡B5

地区の 1棟が確認されている。

これらの地区のうち、特に掘立柱建物が集中して検出された道路建設部分の中名Ⅵ遺跡A地区の遺

構の主体となる時期については、出土遺物などから上限が12世紀代には遡らず、13世紀代中頃以降に

形成されたとみられる。下限は16世紀代以降の遺構や遺物が希薄なことから、A地区周辺一帯の集落

は15世紀末までの約250年 ほどの存続期間ということができる。16世紀代以降は集落を形成する建物

遺構がみられず、農業関連の遺構が検出されていることからも、集落廃絶後は耕地化が急速に進んだ

と考えられる。このような傾向は中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区や中名Ⅵ遺跡B地区の中央部から

北側にかけても類似した様相を呈している。これに対 して、15世紀後半ないしは16世紀になって形成

される建物群や、前段階から存続するものの本格的に建物群が展開し、近世にまで存続するような集

落がみられる。このような様相を呈するのは、中名V遺跡D3地区や、El・ E2地区があてはまる。

しかし、これらの建物群も近世後半には終焉し、耕地化により現在の景観にいたったと考えられる。

以下に各時期における集落の様相を遺構変遷図をもとに考えてみることにする。 しかし、遺構変遷

の主体となる建物遺構については、その帰属時期を示す遺物がほとんど含まれていない。また、遺構

内に意図的ないしは一括投棄された例は皆無で、井戸や土坑から出土する遺物もほとんど無いか、あっ

ても小破片で覆上に混 じり込んでいる場合がほとんどである。さらに、遺構が密布するような場合、



切り合いが著しく、遺構相互の先後に関係なく、時期の前後 した遺物が混入する例もみられる。した

がって、今回示した遺構変遷はこれらのことに留意し、遺構の重複関係、建物や井戸の配置、出土遺

物のある区画溝の年代観などから想定されている。なお、中近世の遺構変遷についても古代同様に中

名 I・ V遺跡で示されている建物変遷 (I～ V期)を準用し、必要に応じて細分した。

(1)I・ Ⅱ期[中名 V遺跡Al地区―SB03・ SB04、 F2・ F3地区―SB10、 中名Ⅵ遺跡A地区―

SB02・ SB06・ SB07・ SB17・ SB18・ SB21・ SB26～ SB28、 BoC地 区―SB01～

SB08]13世紀中頃～14世 紀前半

I期 は今回の調査では明確な建物遺構は確認 されてお らず、出土遺物 も希薄である。

Ⅱ期は当該地域の建物群の成立時期にあたり、更に a・ bの 2小期に細分される。建物遺

構の分布が顕者なのは中名Ⅵ遺跡A地区とB・ C地区である。 この時期にあたる建物遺構 は、

中名Ⅵ遺跡 A地区でSB02・ SB06・ SB07・ SB17・ SB18・ SB21・ SB26～ SB28の 9棟、 B・ C地

区でSB01～ SB08の 8棟、中名 V遺跡Al地区SB03・ SB04の 2棟、F2・ F3地区でSB10の 1

棟で構成 されている。中名 V遺跡D4地 区か らは建物遺構に伴 っていたと考え られる木枠井

戸 2基 や墓墳が確認 されている。 また、中名Ⅵ遺跡 A地 区SD02に 伴 う治水関連遺構である

SX01も この時期に構築されたと考え られる。

Ⅱa期 :中 名Ⅵ遺跡 A地区では、棟方向や配置か ら北西方向に軸をもつ掘立柱建物が 途棟

があり、SB07と SB18、 8B21と SB27の 組み合わせが考え られる。SB07と SB18は 「 L」 字状に

配置され、木枠井戸のSE03を 伴 う。SB21と SB27は やや離れて並列に配置されている。また、

これ らの建物群をSD10と SD18の 溝によって区画 されている。 B・ C地 区では調査区中央部に

単独で北西に主軸をもつSB01が ある。また、調査区南側にはA地区の建物方位 とやや異なる

南北方向の掘立柱建物であるSB05と SB06が あげ られる。 SB05と SB06に は木枠井戸である

SE01を 伴 う。中名 V遺跡Al地区では、SD12と SD19の 区画溝 と棟方向が概ね一致するSB03・

SB04が ある。 SB03。 SB04の 先後関係 は不明だが、 SD12と SD19は 重複関係でSDl星 が後出す

るため、 SD12の 方位 と一致 しているSB03が SB04よ り古 いと考え られる。なお、Al地 区で

はSB03・ SB04以降、明確な建物遺構は後述するV期 まで確認 されていない。

Ⅱb期 :依然棟方向を北西方向にもつ建物群で構成 されている。中名Ⅵ遺跡A地 区の建物

配 置 は基本 的 に Ⅱa期 を踏襲 して いるが規模 が大 き くな る傾 向 にあ る。 SB02・ SB06。

SB17の 3棟 とSB26・ SB28の 2棟 の組み合わせが考え られる。 SB06・ SB17は 「 L」 字状に配

置 され、更にSB02が加わる。 このグループには木枠井戸のSE02を 伴 うとみ られる。SB26・

SB28は 並列 に配置 されてお り、互 いに近接す る。 BoC地 区で は調査区中央部 にSB02・

SB03が やや離れて「 L」 字状に配置されている。調査区南側のSB05と SB06は 柵列 SA02を 挟

んで近接 している。BCC地 区ではこのⅡb期以降、建物群 は確認されていない。中名 V遺跡

F2・ F3地区では小規模なが らSB10が単独で調査区東端に位置 している。

(2)Ⅲ期[中名V遺跡Dl・ D2・ D4地区―SB04～ SB06、 D3地区―SB01～ SB03、 Fl地区一

SB01・ SB02、 F2 ・ F3J也 優登―SB01・ SB03～ SB09。 SBll・ SK01・ SK15。 SK33

中名Ⅵ遺跡A地区―SB01・ SB03・ SB04 e sB09～ SB12。 SB14～ SB16。 SB19。

SB20・ SB22・ SB23・ SB25。 SB29～ SB35]14世紀中頃～15世 紀末

Ⅲ期は当該地域一帯で建物群が本格的に展開する時期である。Ⅲ期はさらに a・ b・ cの

3小期 に細分される。最 も遺構密集度の高い中名Ⅵ遺跡A地 区については、Ⅲa期 では建物
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図4 中名Ⅵ遺跡A地区中世遺構変遷図 (2)
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方位が Ⅱ期を踏襲 して北西方位に軸をもつ掘立柱建物で構成 されている。次のⅢb期 は、調

査区か ら明確な区画溝が確認 されず、建物方位については北西方向か ら南北方向に移 る過渡

期に相当する。Ⅲc期 になるとSD02は 完全に埋没 し、本格的に南北方向の区画溝が巡 るよう

になる。

Ⅲa期 :こ の時期の建物群は中名Ⅵ遺跡A地区でSB04・ SB16・ SB19。 SB20・ SB29・ SB33・

SB34の 7棟、 中名 V遺跡 Dl・ D2・ D4地 区のSB06の 1棟、 中名 V遺跡F2・ F3地 区で

SB04・ SB05。 SB08の 3棟 で構成 されている。中名Ⅵ遺跡A地 区については、建物方位 はⅡ

期 と同様 に北西方向である。 SB04と SB19・ SB16と SB20・ SB29と SB33の 組み合わせが考え

られ、先後関係 は重複関係や配置か らSB04・ SB19、 SB34の 3棟 が SB16と SB20、 SB29と

SB33よ り先行するとみ られる。 SB04・ SB19に 1よ SEllが伴 うと考え られる。 SB16と SB20の

配置は互いに並列で、SB29と SB33は 縦列の配置をとる。中名 V遺跡F2・ F3地区ではSB04・

SB05・ SB08の 3棟があり、建物方向や配置などか らSB04と SB08の 組み合わせが考え られる。

SB04と SB05は 互いに重なり合 うことか ら8B05が後出するとみ られる。SB05に はSE03が 付随

する。

Ⅲb期 :Ⅲ b期 の建物群の棟方向はⅢa期 までの東西方向か ら南北方向へ遷移する過渡的な

時期 と考え られる。全体的に建物群の規模や棟数で一旦は縮小化する傾向にある時期に相当

する。中名Ⅵ遺跡A地区ではSB03・ SB12・ SB14・ SB23の 4棟、中名 V遺跡Dl・ D2・ D4

地区でSB04 e sB05の 2棟、中名 V遺跡D3地区でSB01・ SB02の 2棟、中名 V遺跡F2・ F3

地区でSB02の 1棟で構成 される。中名Ⅵ遺跡A地区の建物群 はSB12と SB14の 組み合わせが

考え られ、井戸のSE08を 伴 う。 SB03の 北東方向にはSE06が位置する。 SB23は 側柱建物でや

や規模が大 きくなる。区画溝はSD21が 考え られるが、直線酌でな く規模 も小 さい。 この時

期になるとSD02が最終段階 となり、後述するⅢ c期 には完全に埋没する。中名 V遺跡Dl・

D2・ D4地区の建物群は総柱建物のSB04が あり、棟方位か らSB05と の組み合わせが考え ら

れる。配置か らするとSE01を 伴 うとみ られる。 SB04の 柱穴か らは瀬戸美濃の折縁深皿が出

土 してお り、藤澤編年の後期 Iに 相当する。中名 V遺跡D3地 区はSB01が あ り、 SE02が付

随する。F2・ F3地区はSB02の 他に、建物に関連するとみ られるSK15が あり、SE06を 伴 う

と考え られる。

Ⅲc期 :こ の時期は棟方位が南北方向に移 り、区画溝 も建物方位に平行ない しは直交する

よ うに巡 る。 中名Ⅵ遺跡A地区や中名 V遺跡 F地 区では建物遺構が密集す る。 中名Ⅵ遺跡

A地 区ではSB01・ SB09～ SBll・ SB15。 SB22・ SB25。 SB30～ SB32・ SB35の 11棟 、 中名 V遺

跡D3地 区でSB03の 1棟、中名 V遺跡Fl地 区でSB01。 SB02の 2棟、中名 V遺跡F2・ F3

地区でSB01・ SB03・ SB06 e sB07・ SB09。 SBllの 6棟で構成 されている。中名Ⅵ遺跡A地区

の建物群 はこのⅢc期 で集落が最盛期を迎える。 しか し、その後 は急速に縮小 し、Ⅳ期 には

建物群がみ られな くなる。重複関係や配置か ら、 SD16と SD17の 溝で区切 られた建物配置を

示す古い段階と、SDllと SD12の 溝で区切 られた新 しい段階の 2段階の変遷がみ られる。SD

16と SD17で 区切 られた古段階で構築された建物群 は、SE01を 付随するSB01、 SBllと 上部構

造を有するとみ られるSK017、 並列配置を示すSB22と SB25、 単独棟であるSB31と SB35が あ

る。 SDllと SD12で 区切 られた新段階の建物群 は、 SE10を 伴 うSB09と SB10と SB15の 3棟、

並列配置を呈するSB30と SB32、 半地下式建物 と考え られるSK015で 構成 される。中名 V遺
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跡D3地 区ではSE01を 付随す るSB03が ある。中名 V遺跡F2・ F3地区で もこのⅢ c期 が最

も本格的に建物が構築 された時期である。重複関係や建物方位か ら 2段階 に分 け られ、

SB09と 建物 に関連 しているとみ られるSK01・ SK33が 構築 される段階が古 く、厨房施設的な

SB07・ SK05と SB01。 SB03・ SB06・ SBllが 構築 され た時期 が新段階で あ る。 古段階の

SB09に は井戸のSE04と 柵列のSA03が付随する。新段階では、 SB01と SB07・ SK05の 組み合

わせ と、 SB03と SB06の 組み合わせが考え られ、 SB03と SB06に は柵列のSA03が付随する。

また、SBllに は井戸のSE05と 柵列のSA01を 伴 う。

(3)Ⅳ 期 [中名V遺跡El・ E2地区―SB01・ SB02、 中名V遺跡B5地区―SB01・ 鳥居 (SX03)]

16世紀初頭～17世 紀末

Ⅳ期になると遺跡全体の建物の棟数や規模が急速に縮小 される。中名Ⅵ遺跡A地区の建物

群は終焉 し、中名 V遺跡の東端のEl・ E2地区、B5地区に新たに建物が展開するようにな

る。El・ E2地区ではSD14・ SD15に 区画されたSBO星に、井戸のSE03が伴 う。B5地 区では

SB01に 丼戸であるSE01が 伴 う。また、鳥居遺構のSX03も この時期の所産 と考え られる。

(4)V期 [中名 V遺跡Al地区―SB01・ SB02、 中名 V遺跡B5地区―参道 (SX01)。 鳥居

(SX02)、 中名 V遺跡D3地区―鍛冶関連遺構 (SK3と 。SK34)。 SB04・ 水周 り遺

構 (SX01)、 中名 V遺跡El・ E2地区一SB03～ 8B07、 中名 V遺跡F2・ F3地

区―SK21・ SK26・ SK27・ SK32・ SK36]17世 紀初頭以降

この時期になると遺構の分布はさらに希薄になり、また散在する傾向にある。一般に近世

になると建物の構造 自体が変化 し、中世的な規格化された掘立柱建物の様式が衰退 し、掘立

柱建物のような形で遺構 として確認 されるものが少な くなる傾向にある。El・ E2地 区は

SB03～ SB07の 5棟 で構成 され、更に、整地跡 とみ られる溝群がある。区画溝の重複関係か

ら、大 きく 2段階の遺構変遷が考え られ、 SD18・ SD30の古段階とSD10。 SD20の新段階があ

る。古段階に伴 うものとしては建物方位が区画溝 とやや異なるものの、SB03・ SB04・ SB05・

SB07と 整地跡があげられる。新段階になると明確な掘立柱建物は確認 されていないものの、

井戸の配置か ら数棟の建物の存在が推定できる。Al地 区では8B01・ SB02の 2棟 があり、

SE01を 伴 う。中名 V遺跡D3地 区では中名Ⅵ遺跡 B地 区にまたが る鍛冶関連遺構 (SK31・

SK34)や 水周 り遺構 (SX01)に 伴 うSB04が あるものの、建物を示す遺構は散在的で、いず

れ も大規模な建物群を形成するには至 っていないようである。中名 V遺跡F2・ F3地 区で

は掘立柱建物は確認されていないものの建物に関連すると考え られる土坑群があり、数時期

の変遷が考え られよう。他に、B5地 区ではⅣ期で古い段階の鳥居がみ られたが、 V期 にも

熊野神社に通 じる参道 (SX01)と 鳥居 (SX02)が 確認 されている。建物以外では、中名Ⅵ

遺跡A地区か ら中名 V遺跡D土 地区で耕作関連の遺構が この時期になって本格的に分布する

ようになる。おそらく、Ⅲ c期 に展開 していた建物群が解体 し、急速に耕地化が進んだと考

え られる。 このことは、遺物の出土量Ⅲc期 を境にほとんど出上 しな くなるという傾向か ら

も窺 うことができる。

3 おわ りに

以上、中名 V・ Ⅵ遺跡の調査成果か ら建物群を中心に遺構変遷を試みた。中名 V・ Ⅵ遺跡

の古代集落の形成時期は 7世紀前半に遡 り、以後古代を通 じて集落が営まれていたことが看
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取できた。集落自体 は時期によって動態的であることが窺え、古代を通 じて同 じ場所に集落

を営む様相は見受 けられない。 7世紀前半段階では中名Ⅵ遺跡A地区で集落が展開 し、次の

8世紀前葉の古代 I期直前段階では同 じくA地区とB地 区の北側に営まれている。 Ⅱ期の段

階では中名Ⅵ遺跡B地区の南側に移 る。Ⅲ・ Ⅳ期の段階では中名 V遺跡D4地 区と中名Ⅵ遺

跡A地区北端に遷移 し、 この時期になると掘立柱建物が出現する。 V期 には建物が縮小 し、

古代集落の終焉 となる。集落はⅡ期～Ⅳ期 (8世紀～ 9世紀前半)で最盛期を迎え、集落経

営が本格的に展開 していたとみ られる。 これ らのことは中名 IoV遺 跡の古代集落の様相 と

類似する。集落の経営基盤 は基本的には農業に依存 していたと考え られるが、 この時期の耕

作に関する遺構や痕跡は確認 されお らず、花粉分析や珪藻分析などの自然科学分析か らも耕

作を裏付けるようなデータは得 られていない。

古代集落か ら中世集落に移 るまでの間は遺構や遺物がなく、集落変遷の様相が分か らない

空白部分である。本調査成果か らは11世 紀～12世紀の間の遺物や遺構は皆無 と言 ってよいほ

どである。中名Ⅵ遺跡 A地区の一帯の中世集落の形成期はⅡ期 (13世 紀中頃)で、Ⅲ期にか

けて集落が営まれる。集落の最盛期はⅢ期で、その後は終焉 し、耕地化が急速に進む。 この

ような様相は道場 I遺跡で もみ られ、関連性が窺える。Ⅳ期になるとⅢ期までの中世集落の

形態は解体 され、規模を縮小 しなが ら散在的に分布するようになる。 このような中世集落の

経営基盤については、農業に直接関連する遺構は確認されていないが、自然科学分析か らは

稲作や畑作を裏付けるデータが得 られている。集落の南側には古代か ら中世まで流れていた

自然流路があ り、 そ こにはⅡ期か らⅢb期 まで機能 していたと考え られ る治水関連遺構

(SX01)が 付設 されている。水量調整の構築物 と推定でき、 このような大規模な構築物 は生

業に密着 した遺構 と考え られることか ら、農耕に関連する施設の可能性が指摘できよう。ま

た、中名 V遺跡D2地区の中世の溝か ら鉄製のヤスが出土 してお り、漁業により河川資源 も

積極的に利用されていたと考え られる。

最後に中名 V・ Ⅵ遺跡周辺 は「婦中町史 (通史編 )」 イこよると中世の婦負郡 には徳大寺領

荘園である宮川荘があり、荘域は現在の神通川の左岸の婦中町か ら右岸の富山市 。大沢野町

にまたがる広大な地域に所在 していたとされている。宮川荘の初現は、文和 3年 (1354年 )

の足利義栓御判御教書案 (徳大寺文書)で あり、 この時点で既に荘園として成立 していたと

考え られる。中名 V・ Ⅵ遺跡では直接的に荘園との関連を窺わせる遺構や遺物は確認されて

いないものの、荘園の一角に位置 していた可能性が高いと考え られる。
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中名V・ Ⅵ遺跡
竪穴住居一覧

土遺物     | 時期 特記事項

024,031 不整形 土師器、須恵器、磨石 古代
床面に焼上・炭化物が広がる。堀り込みは浅い。竪穴住居としたが、土坑もしく
は、SB03に 関連する可能性もある。床面積IS 6雷

長方形 土師器、須恵器、土錘、砥石 古代 財男客♂鍮E岳見J:該籾緒勇ヨ哭叫摯協融 ,4持弓!S繰鵠徳淳と思

A地 区
069-1-9 方形 土師器、須恵器 古 墳 床面積87雷

B地区 032 11
185・ 196 隅丸方形 (250) 土師器、石錘 古代 認晨誓抵緊解実器摺倉昂砕

れる。カマドの存在が想定できるが、■坑に切られ

隅丸方形 250 土師器 古代
カマ ドIよ中央部やや由に位置 し、グランに対 して斜めに酉こ直される。立右は山a
のみ残存する。床面積595苫

180,197 不明 土師器、須恵器 古代
乗雷裏落ごた

'マ

ド樹 ヒ端中典 こ持み カマドの選潮犬洲 よ転

掘立柱建物・礎石建物一覧

Al地区

)1・ 2・ 4地区 古代

6-4 62～ 65 312 円～不整形 060～ 109 土師器、須恵器 古代

円～不整形 ～205

SB05 20-2 (28) (95) N30° 一E 円～不整形 025～ 043

(39) (40) N-2° ―E 円～不整形 05-093 035～ 05

D3地区

El・ 2地区 46 円～長桁円形 022～ 119 006～ 03 15～ 32

8 N-2° ―E 円～楕円形 019～ 098 009～ 05 中世土師器
(2i× 22m)

SB05 8 53 254 N-6° 一E 楕円形～不整形 080～ 120 029～ 045

SB06 6 442 楕円形～不整形 066～ 112 017～ 041 55～ 56 35～ 45
戸羊湾、 Ih世陶磁署

Fl地区 105'107 54-1,2 N13や ―E 円～桁円形 065～ 120 014～ 023 礎石建物

F2・ 3地区 N-7° ―E 楕円形～不整形 柱 根

SB08 115～ 117 78° 一E 円～祐円形 03～ 08 0 10-030 16～ 16S 224～ 25 中世土師器
隊
‘

A地 区 203 円～楕円形 022～ 045 012～ O D2 178～ 27 土師器

N-23° 一E 楕円形 022～ 035 012～ 022 15～ 28

B・ C地区
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中名V・ Ⅵ遺跡
柵列一覧

地区 柵番号 図面番号 写真番号 柵方tl 柱穴形態 柱穴規模・ 径 (m) 柱穴規模・深(m) 柱間距離(m) 出土選物 備考

F2・ 3地区 SA01 58‐ 2・ 59] 脩円～不整形 08-165 035～ 07 柱根、瓦質土器

SA02 114・ 117 円～楕円形 03～045 012～ 013

SA03 114・ 117 N86° E 円～不整形 025-06 l11～ 02 26～ 33

円～楕円形 015～ 03 07～ 12

N2° W 円～楕円形 025-04 025-055 12～ 26

A地区 722・ 78-2 N80° E 円～楕円形 017-034 04～15

B・ C地区 円～楕円形 022～ 079 011～ 037 土師器、中世土師器 SB06と 平行

SA02 99-1 N87° W 円～不整形 012～ 08 007^Ψ 043 盃露
品、中世土師器、 SB08と 平行

井戸一覧

地区 遺構番号 劉面番号 写真番弓 平面形 長さ(長径)m 電(短径)コ 井筒内径・m 井筒底径・m 残存深・ m 井戸の種類 堀方横断面 出土遺物 時期

Al地区 SE01 003-4 円形 石組 信鉢型 土師器、漆器、箸、曲物 中～近世

B5地区 SE01 円形 067 080 石組 幅鉢型 漆器 中～近世

1,2・ 4地区 SE01 021-12 円形 068 082 石組 底の平坦な鍋底型 珠洲、中世土師器、曲物 中世

SE02 円形 097 043 木枠組 底の平坦な鍋底型 土師器、須恵器、箸、井戸枠 中世

SE09 不整形 木枠組 底の平坦な鍋底型 土師器、中世土師器、珠洲、井戸枠 中世

D3地区 SE01 円形 065 093 石組 平坦な鍋底型 土製品、加工木、箸 中～近世

SE02 030-24 円形 (158) 石組 福鉢型 加工木 中～近世

030-5,7 不整形 (131) (113) 石組 漏斗型 曲物、瀬戸美濃

SE04 橋円形 (216) (155) 075 086 石組 箱鉢型 曲物 中～近世

SE05 不整形 (153) 石組 悟鉢型 箸、由物 中～近世

El・ 2地区 円形 石組 漏斗型 中世土師器、箸、加工木、由物 中～近世

SE02 円形 石組 鍋底型 中～近世

円形 石組 漏斗型 中世土師器、珠洲、漆器、加工木 中～近世

隅丸方形 石組 底の平lBな鍋底型 中世
土師器、漆器、呪符、加工木、

土製品 中～近世

SE05 047-5 惰円形 石組 筒型 中世土師器、漆器 中～近世

SE06 047-18 楕円形 石組 底の平坦な鍋底型
土師器、須恵器、中世土師器、瓦質
土器 中～近世

047-7 侑円形 (250) 石組 漏斗型 中世土師器、八尾、石製品、土製品 中～近世

048-35 円形 (188) 087 075 石組 悟鉢型 須恵器、中世土師器、珠洲、唐津、
石製品、箸、円形版、曲物

中～近世

円形 269 095 石組 槽鉢型 中世土師器、珠洲、漆器、加工木 中～近世

不整形 堀方のみ 鍋底型 中世土師器、珠洲、越中瀬戸 中～近世

048-4 円形 089 石組 旬型 中世土師器、珠洲、カロエ本 中～近世

046-1,2 円形 086 石組 底の平坦な鍋底型
中世土師器、珠洲、八尾、瀬戸美濃、
越中瀬戸、砥石、漆器、桶板、横槌、
加工木、角材

中～近世

047-24 円形 050～ 石組 悟鉢型 中世土師器、唐津、瀬戸美濃 中～近世

楕円形 石組 信鉢型
中世土師器、珠洲、土師器、漆器、
由物 中～近世

048-12 不整形 090 石組 福鉢型
須恵器、土師器、中世土師器、瀬戸
美濃、珠洲、越前、砥石、加工木、
曲物、漆器

中～近世

F2・ 3地区 118・

121
061-■ 2 円形 石組 漏斗型 中世土師器、板状木製品 中～近世

SE02 060-12 円形 095 石組 摺鉢型 中～近世

SE03 118 002-13 円形 072 石組 悟鉢型 中世土師器 中～近世

SE04 不整形 1 05 101 石組 筒型 中世土師器、曲物 中～近世

SE05 062-5,7 隅丸方形 石組 盾鉢型 中～近世

SE06 OS2-6,8 円形 (102) 石組 唐鉢型 中～近赳

A地区 円 形

075-1・

076-12 方形 木枠組 底の平坦な鍋底型

須恵器、八尾、中世土師器、黒色士
器、青磁、箸、加工木、井戸枠、折
敷、板状木製品、円形版、棒状木幾
品、砥石、鉄津

中世

SE03 楕円形 木枠組 底の平坦な鍋底型
中世土師器、箸、井戸枠、側板、曲
物

中世

SE04 不整形 不明 底の平坦な鍋底型 箸、曲物 中世

077-2.4 不整形 110 百組 悟鉢型 土師器、曲物、漆器、箸、加工木 中世

SE06 077-57 円形 110 050 石組 漏斗型 珠洲、箸、曲物 中世

SE07 円形 (158) 石組 煽鉢型 中世土師器、曲物 中世

078-1.3 円形 082 石組 信鉢型 中世土師器、漆器、曲物 中 世

SE09 円形 (094) 石組 悟鉢型 中世土師器、漆器 中世

円形 石組 漏斗型 青磁、須恵器、箸、曲物 中世

円形 不 明 信鉢型 箸、折敷 中世

不整形 不明 底の平坦な鍋底型 中世

078-8 不整形 不 明 底の平坦な鍋底型 中世

B・ C地区
円形 203 059 054 木枠組 層鉢型 嵩腸手十禁

世土師器、井戸枠、升、
中世

SE02 円形 石組 濡斗型 中世土師器、曲物、加工木 中世

SE03 円形 094 木枠組 底の平坦な鍋底型
羞需著井得轟

器、中世土師器、珠洲、
中世
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中名V・ Ⅵ遺跡
土坑一覧 (1)

楚翌尚議襲
器、中世土師器、伊万里、越中瀬戸、
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中名V・ Ⅵ遺跡
土抗一覧 (2)
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中名V・ Ⅵ遺跡
土坑一覧 (3)
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中名V・ Ⅵ遺跡
土坑

師器、珠・/11、 瀬戸美濃、瓦質土器、
里、円形板、加工木
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中世土師器、珠洲、越中瀬戸、近世陶磁器、
瓦質土器、櫛

０
０
刀
牡
９

“



中名V・ Ⅶ遺跡
一覧 (6)
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中名V・ Ⅵ遺跡
土坑一覧 (7)

地 医 遺構番号 園而番号 算真番号 平而形 岳 さ

`岳

俸 )・ m 幅 (短径 )。 m 深 さ・ m 出十遺物 ]寺期

A地区 SK076 隅丸長方形 中世

3K077 橋 円形 中世

SK078 楕円形 055 044 中世

SK079 楕 ED形 131 109 027 中‖

3K080 椿円形 065 中世

SK081 楕円形 1 下駄 中世

3K082 橋円形 179 中世

SK083 楕円形 土師器 中世

3K084 精円形 中‖

3K085 楕円形 中世

3K086 不整形 (010) 中世

8K087 橋円形 土 B酌器 中世

3K088 円形 022 0 11 中世

弓K∩ 89 長楕円形 10 十日而器 中‖

SK090 栢 円形 074 土師器、中世土師器 中世

SK091 橋円形 026 中世

SK092 楕円形 中世土 Rll 中世

∃K093 椿円形 十師器、中世十師器 中世

弓K∩ 94 80-5 小蟹形 096 須恵器、土師器 中世

SK095 橋 円 土帥器 中世

SK096 楕 円 土師器 中世

SK097 円髭 十師器 中世

3K098 楕円形 024 中‖

SK099 楕円形 038 中世

3K100 不整形 中世

SK101 楕 円形 121 011 中世

SK102 ス移影 7 十日而采 中世

弓K103 小蟹形 11] I 須恵器、土師器 中世

SK104 円形 須忌器 中世

SK105 円形 i思器 中世

SK106 楕円形 (027) 022 須恵器、中世十師器 中世

3K107 ス率形 )32 中世

SK108 小蟹形 247 (188) 土師器、中世土師器 中世

SK109 不 整 (214) 須恵器 中世

SKl10 隅丸長方形 中世

SKlll 須恵器、十師器、中世十師器 中世

弓Kl 糟円形 074 中世

SKll 隅丸長万形 204 中世

3Kl14 梧 円形 青磁、木製品 中世

SKl15 精 円形 011 柱根 中世

3Kl 7 中世

弓Kl17 不整形 箔蕉器、音 tr HHIH

SKl18 小整形 中世

8Kl19 不整形 199 (059) 中世

SK120 禾落形 と75 (110) 中世

3Kユ 桔円形 下駄 中世

円形 中世

SK123 不 整 (100) 中世

SK124 楕 円 110 中世

SK125 と77 317 中世十師器 中世

3K126 不啓形 イ049Ⅲ イ042】 中相

SK127 小整形 11 中世

SK128 174 隅丸方形 中世

SK129 隅丸長方形 中世

SK130 174 IR苅 `岳方形 と62 中世

乳Kl( 174 禾率形 中世十 BHJ宋 中世

SK132 174 僑円形 円形板 中世

SK133 174 081-56 円形 卜駄、須恵器 中世

SK134 174 082-1 157 珠洲、中世土師器、捧状木製品、板状木製品 中世

SK135 174 f182-1 禾荏形 中世十師采、珠洲 中世

弓K136 174 楕円形 破希 中世

SK137 長栢円形 中世

SK138 長橋円形 中せ

SK139 長楕円形 中世

SK140 岳楕円形 中世

4Kl 岳椿円形 015 中世

SK142 長橋 円形 星22 中世

中世

B・ C地区
塙丸万形 (184) 土師器、須恵器 百 代

3K003 嶋丸方形 (185) (105) 007 土日巾器 古 代

SK004 堀丸方形 土師器、須恵器 古 代

SK005 不移形 137 1 25 古 代

3K006 惰円形 十日市祟 古 代

SK007 円形 土師器 百 代

SK008 信円形 1 25 土日市器 古 代

SK009 橋 円形 古 代

SK010 不整形 1 70 149 011 吉 代

爵K011 円形 a15 a18 013 十肺器 苦 代

SK012 円形 土属市器 百 代

SK018 円形 土酌器、須恵器 古 代

SK014 127) 古 代

SK015 092-4 1 16 十師器、短煮器 古 代

qK016 不移形 ∩17 土師器、須恵器 苦 代

SK017 隋円形 124 01 百 代

SK018 円形 034 土日市器 古 代

8K019 円形 028 古 代

SK020 円形 Э42 鴛煮采、中世十爺界 古 代

SK021 円形 351 十師器、須吏果 古 代

氏
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中名V・ Ⅵ遺跡
土坑一覧 (3)
T41灰 遺構番号 図曲香号 与具香号 半山形 長 さ(長径 )・ m 深さ 。m 出土遺物 Π寺期

BoC地区 SK022 円形 030 土師器 古代

SK023 隋円形 古代

3K024 092-7 隋円形 土師器、須恵器 百代

SK025 隋円形 古代

SK026 円形 086 1029) 土師器 古代

SK027 円形 十日而器 古代

SK028 円形 須恵器 百代

SK029 円形 048 土帥器 古代

SK030 円形 須恵暴 古代

SK031 円形 古代

SK032 階円形 i030) 百代

3K033 塙丸万形 1069) 古代

SK034 司形 土師器 古代

SK035 円形 十師果 古代

3K036 不整形 土師器 百代

3K037 隋円形 (110) 〕95 土帥器、須恵器 古代

SK038 司形 土師器 古代

SK039 rR・円形 古代

3K040 ¬形 7 土師器 百代

乳K04 992-3 判形 027 古代

SK042 司形 土師器 古代

SK043 Il形 025 〕20 師采 古代

SK044 ¶形 1105) 中世

3K045 隔川形 中世土帥器 中世

SK046 不整形 1023) 中世

SK047 398-7 司形 236 と7 珠か| 中世

SK048 嘱苛1方影 中世土師器 中世

3K049 偶丸方形 察恵器、中世土帥器 中世

SK050 210 100-4 隔円形 (182) 163 土師器、須思器 中世

SK051 司形 (075) 須恵器、 中世土 g市器、珠洲、下駄 中世

SK052 7 7 中世

SK053 円形 1 殊洲‖ 中世

SK054 21 判形 〕29 土師器 中世

SK055 鴨丸方髭 0 11 土師器、 中世―「 師器 中世

SK056 中世

SK057 ¬形 と 土帥蕎 中世

SK058 判形 〕24 土帥器 中世

SK059 盾円形 (067) 土師器 中世

SK060 隋円髭 344 中世

SK061 椿円彬 中世土師器 中世

3K062 隔円形 中世土帥器 中世

SK063 脂円形 1029) 土師器 中世

SK064 幅丸方形 064) 中世

SK065 精円形 中世

SK066 円形 中世土帥器 中世

SK067 1偶丸方 1075) 中世

SK068 協丸方 070) 302 十日而器 中世

SK069 隅苛`方彬 77 139Ⅲ 十日�琴、拓煮器 中世

SK070 偶丸方形 )19 中世

SK071 099-1,2 隅丸方形
須恵器、土師器、中世土師器、白磁、青磁、
越中瀬戸、加工材

中世

SK072 鶴黄`長方形 十師器、中世十師器、練 器 中世

SK073 212 糟 円彬 (099) )37 土帥器、中世土 RII蕎、柾根、葎状本製品、箸 中世

3K074 小堅形 1045) 土帥器 中世

SK075 示整形 (094) 1064) 土師器、 中世土師器、近世陶磁器 中世

SK076 不整髭 〕32 中世十師界 中世

3K077 犠苛方形 1 土師器 中世

3K078 刊影 土帥碁、中世土帥器 中世

SK079 判形 015 中世土師器 中世

SK080 僑円形 十師果、中世十 fIT器 中世

SK081 212 不率彬 076 土師器、中世土師器 中世

封K082 刊形 土帥器 中世

SK083 塙丸万形 加工材 中世

SK084 隋円罷 土師器 中世

SK085 212 ¬形 十日而采 中世

3K086 212 階円彬 中世土帥器 中世

3K087 隔判形 948 022 土帥器 中世

SK088 盾円形 十日F器 中世

SK089 ]形 十日而寒 中世

SK090 212 階円形 土師器 中世

乳K091 判形 022 1 土帥器 中世

SK092 判形 須恵器 中世

SK093 翻形 中世十師器 中世

SK094 隋円形 土器師、須恵器、中世土師器、鉄津 中世

3K095 213 ¬形 中世土 Hh器 中世

SK096 小整形 (049) 017 土師器 中世

3K097 司形 中世十師器 中世

SK098 ¶形 040 〕32 十節祟 巾 lr

SK099 円形 土帥器 中世

出形 中世土 HEl器 中世

SK 隋円形 中世土師器 中世

8K102 100-1,2 隅丸方形
土師器、須恵器、中世土師器、青磁、鉄滓、珠洲、
玉髄

中世

颯苛方形 230 (165) 中世

SK104 214 隋出形 土師器 中世

SK105 円形 中世十師器、柱根 中世

SK106 脂円形 355 )14 十師器 中世

SK107 円形 036 )07 土酌器 中世

島K108 EII器 中世
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中名V・ Ⅵ遺跡
一覧 (9)

地区 遺構番号 図面番号 与員番号 半面形 長 さ(長径 )。 m 中昌(短径 )。 m 深さ・ rn 土遺物 時期

BoC地 区 SK109 円形 土 師 中世

SK 10 円形 中世土師器、棒状木製品 中世

SK ユ 楕円形 037 中世

SK 2 楕円形 土師器、中世土師器、珠洲、砥石 中世

SK 13 円形 土師器 中世

SK 14 惰円形 土師器 中世

SK 15 不整形 土師器、須恵器、中世 中世

SK 隅丸方形 (113) 土師器、須恵器 中世

SK 7 隅丸方形 中世

SK 不整形 (171) (060) 中世

SK 19 楕円形 285 (032) 中世土師器、珠洲 中世

SK120 l 隅丸方形 265 土師器、須恵器、中世土師器 中世

SK121 円形 034 015 砥石 中世

SK122 円形 022 007 中世

SK123 楕円形 068 055 中世

SK124 円形 032 中世土師器 畔

SK125 円形 中世土師器 中

SK126 隅丸方形 (121) 木栓、加工木 中世

SK127 不整形 中世土師器 EF

SK128 楕円形 1 17 032 中世土師器 中世

SK129 円形 中世土師器 中世

SK130 楕円形 中世土師器 中世

SK131 隋円形 中世土師器 中世

SK132 隋円形 (020) 中世土師器 近 世

8K133 隋円形 177 土師器、珠洲 近 世

SK134 隋円形 土師器 近世

SK135 隋円形 土師器、須恵器 近世

SK136 楕 円形 100 土師器、中世土師器、珠洲 近世

SK 惰円形 土師器、中世土師器 近世

SK 224 惰 F 125 土師器、須恵器 近世

SK 224 不 : 132 土師器、須恵器、中世土師器、珠洲 近世

SK 形 土師器、須恵器、中世土師器 近世

SK141 丸友 土師器、須恵器、中世土師器 近世

SK142 110 中世

SK143 087-2・ 092-2 万R旦 (225) (175】 土師器 古代

その他の遺構一覧

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 遺橋種類 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径)・ m 深さ・コ 出土遺物 時期

B5地 区

SX01 道路状遺構 不整形

土師器、須恵器、中世土師器、珠 lllll、
八尾、常滑、白磁、青磁、越中瀬戸、
唐津、伊万里、石鉢、炉壁、越中丸山、
土製品、銅銭

中～近世

SX02 鳥居遺構 楕円形 中～近世

SX03 071～ 4 鳥居遺構 隅丸長方形
土師器、中世土師器、珠洲、越中瀬戸、
礎板、柱根、柱材、角材、漆器

中～近世

Dl・ 2・ 4地区 SX01 小甥 不整形 須恵器 古代

3X02 祭祀 中世土師器 中世

3X03 十鳩募 楕円形 中世土師器 中世

D3地 区 3X01 060・ 076 039-1,2
水周 り関連遺
構

ヨの字型 (195) 中～近世

3X02 石列 長楕円形 〕83 中～近世

3X03 076 石列 長楕円形 中～近世

El・ 2地区

SX01 池状遺構 不整形 (1080)

須恵器、中世土師器、瀬戸美濃、
越中瀬戸、唐津、伊万里、越中丸山、
近世陶磁器、石製品、下駄、円形板

近世

SX02 051-2 石列 不整形 248 072 中世土師器、珠 llll、 伊万里、箸、加工木 近世

SX03 051-1 石列 長方形 (160) 中世土師器、越中瀬戸、石臼 (転用) 近世

SX04 畦畔 T字状 2200 近世～近代

SX05 100 畦畔 不 明 (110) 近世～近代

SX06 畦畔 不整形 (1250) 011 近世～近代

SX07 100 畦畔 直線状 (615) 近世～近代

SX08 畦畔 T字状 (1840) 近世～近代

SX09 052-5 畦畔 T字状 (1390) 近世～近代

A地区

SX01 177・ 178

081-8・

082-2・

088-1,2・

0841～ 8

治水関連遺構 不整形 1490 158(高 ) 構築部材 中世
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中名V・ Ⅵ遺跡
柱穴一覧 (1)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径)。 m 深 さ・ m 出土遺物 時期

Al地区 SP01 SB01 楕円形 1 14 土師器、須恵器 中～近世

SB01
`089う

須恵器

RB01 円 (084, (069 中～近

SBOユ 循 円 中～折 IH

SP05 SB02 027 0 14

SP06 楕円形

`03f

01

SP07 006 円形 (025) (024 01 中 世

3P08 SB02 006 円形 ～ xFr世

8B02 円形

0 隋円形 (038) 01 土師器

円彬 024 土帥器

SB03 円形 1

006 塙丸方形 土

4 SB03・ 04 円髭 025 027
SP15 SBOコ 006 円 049
SP16 不整形 (053) 011 中世土帥器 中

弓P17 円形 中～訴世

SP18 惰円形 土師器 中～近世

B5地区 SB01 円形 中～近世

05-2 円形 010 中～

SB01 05-2 円形

SX02 円形 中～折世

SX02 円形 109 中～近世

Dl・ 2・ 4地区 円形 古代

円形 古代

038 矯円形 085 古代

SP04 円形 百代

楕円形 古代

楕円形 土目市器 古代

3P07 楕円形 古代

橋円形 古代

SP09 SB01 円形 047 0 4Fl 土師器、棒状金属製品 吉代

不整形 古代

SPlユ 34 小整形 代

SP12 034 円形 土師器、須恵器 古代

SP13 SB02 楕円彬 037 土師器 百代

SP14 034 糟円影 107 吉代

SP15 3B02 円形 土母市器 古代

SP16 034 小整形 1 17 031 土 師 古代

SP17 3B02 034 禾整形 034 十日F器 古代

SP18 8B02 034 円形 土師器、須恵器 盲代

034 糟円彬 須恵器 古代

SP20 RT103 034 桁円形 土RIl器 代

SP21 034 円形 こ恵器 古代

SP22 SB03 034 円形 土BT器、須恵器 百代

SP23 楕円形 古代

SP2J 楕円形 古 代

SP25 034 橋円形 (069) 古代

SP26 033・ 03判 円形 須煮器 古代

SP27 SB04 040・ 04 楕 円罷 中世

SB04 円形 中世

SP29 弓B04 円形 中世

SP30 SB04 040,04 橋円形 1世土師 中世

SP31 SB04 040,04 円形 中世

SP32 SB04 040・ 04 012 中世

SP33 SB04 円形 中世土帥務 中世

SP3J 3B04 040・ 04 円形 中世土師器 中世

SP35 づB04 040・ 04 円形 020 中世

SP36 SB04 040,04 円形 中世

SP37 SB04 040・ 04 円形 ∩30 10 願声美濃 中世

SP38 爵B04 円形 中世

SP39 SB04 040・ 04 円形 中世土 | 中世

SP40 SB04 040・ 04 円形 中世

SP41 SB05 040・ 04 円形 Э30 中世

SP42 椿円形 υ43 中世

SP43 3B05 円形 土 BII器、須恵器、中世土師器、珠洲、八′ 中世

8P4判 SB05 040,04 円形 027 中‖

8P45 SB05 040・ 04 円形 中世

SP46 040・ 04 橋 円能

`060)
中世

SP47 円形 (093, 中世

SP48 S`06 040・ 04 円形 035 中世

SP49 円形 中‖

8P50 円形 022 Э10 中世

SE03 椿円彬 008 中世

SP52 SE03 円形 028 中世

D3地区 SP01 027-1,2 円形 鉄浮 中世

SP02 027-12 橋円形 巾世

SP03 長楕円形 030 中世

禾移形 中世

SP05 3B01 927-1,2 橋 円形 026 中世

SP06 029-2 橋 円 中世

SP07 SB02 064 020-2 円形

SP08 SB02 064 029-2 027 中世

SP09 ∩29-2 不整形 中世

SP10 3B03 927-1 円形 030 中世

SPll 027-1 円形 011 柱根 中世

SP12 SB03 064 027-1 楕 円形 004 中世

SP13 橋円彬 ∩32
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中名V・ Ⅵ遺跡
柱穴一覧 (2)

地区 遺構番号 掘立Nα 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅(短径)・ m 深さ・ m 出土遺物 時期

D3地区 SP14 SB04
2

不整形 中～近世

SP15
2

不整形 072 中～近世

SP16 SB04 不整形 中～近世

+025) L根 中世

SP18 惰円形 柱椒 中～近世

SP19 円形 中世十師器、 If櫂

El・ 2地区 080・ 083 僑円形 中～近世

010 中～近‖

SB01 080・ 083 惰円 中～近世

018
080,083 惰円形 中～ ; 世

080・ 088 円形

惰円形 )50 中～近世

SP10 080,083 044-1 情円

SP12 SB02 ∩9馬 044-1 楕円形 032 009 中世土師器 中～近世

0 19 ～所世

080,083 044-1 橋円形 中～近世

SP16 SB02
Э41

SP18 080,083 044-1 不率髭 中～近世

SP19 SB02 080'083 044-1 惰円形 〕68

081・ 088 044-2 Fq形 中～近世

SB03 081,083 044-2 悟円形

中～近世

SP25 SB04 081・ 083 隋 F 珠lIJl‖ 中～近世

中世十師器、珠洲、方□工六 中～ kFT世

SP28 SB04 081・ 088 円形

SP29 3B04
伊万早

SP31 081・ 083 隅丸長方形 080 中世土師迄 殊洲、加工木

SP32 SB05 081・ 088 惰円形

082・ 08コ 惰円形 066
SP35 SB06 082・ 08判 不整

～近世

SP38 082,08J 章雷F 112

027
SP41 082・ 08J 042-2 珠υl 中～ xFT世

SP42

SP44 023 中世土師器 中～近世

8P45

SP47 根 中～近世

橋円形

095 楕円形 加工木

SP51 095 円形

SP53 不整形 (369) (038) 膝状木製品 中～近世

Fl地区 SP01
054-1,2・
0551～ 4 円形 礎石 中～近世

SB01 ,2・
円形 076 礎石 中～近世

SP03 SB01 0551～ 円形 礎石 中～近世

SB01
2

円形 014 礎 石 中～近世

055-5 円形 ～近世

SB02 円形

SP08 SB02 橋円形 中～近世

F2・ 3地区 SP01 SB01 13・ 6 055-1 楕円形 065 (035) 柱 中～近t

中～近

SB02 13 6 055 中～近世

中～近世

SB02 13 6 中～起世

6 形

～�世
SP10 SB02 13 禾整形 中～近世

SPll SB03 13 059-2 円形

SP13 SB03 113・ 116 059-2 楕円形 中～ i 世

SP14 SB03 113・ 116 059-2 円

SP16 〕4 113 116 貰形 027 中世十師器、砥石 中～ i 世

SP17 113・ 116 059-2

[16 中～近世
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中名V・ Ⅵ遺跡
柱穴一覧 (3)
地 区 遺構番号 掘立 Nα 図血番号 写真誉号 半面形 長 さ(長径 )・ m 深さ・ m 出土遺物 時 期

F2・ 3地区 SB04 059-2 楕円形 中～近世

SP22 SB04 059-2 不整形    050 中～近世

中～近世

SB05 312

SB05 16 Э59-2 示整形 075 中～近

8B05 059-2 中～近世

中～LT世

SP30 SB06 Э60 327

SB06 115'116・
楕円形 (090) 中～近世

021
SB06 16 中～ ,

中～近世

SP36

中～近

SB07 中～ ; 世

8B07
12

不整形 (090) 中～近世

SB07 中～近世

SB08 中世十師器

SB08 040 中～近世

中～近世

SB08
040 中～契

中～近世

SB09 中世土師器

SP54 SB10 中～近世

中～近世

SP57

SB10 中～近世

SB10 中～ , 世

中～ xTr世

SP62 珠洲、砥希

SP63 032 中～列

SP64 t040) 中～近世

中～近世

SA01
SP68 SA02 013 中～

SA02 〕12 中～近世

SP72 SA03 Э50 中～所世

SA03 中～兎

9 中～近世

SP76 SA04
SA04 中～

SP78 SA04 中～近世

中～近世

SP80 SA05 円形 050 中～近世

SA05
RPA3 ∩25 )25 中～近世

A地区 SP001 050 946 中 世

037 中翌

SP004

SP005 SB01・ 02 145' 155 中世

145。 155 土師器 中

中世

SP009

SP010 145。  155 054 中

SB02 145'155 034 中世

中世

SP01

SP014
P015 145。 155 020 中世

中世

SP018 SB04
SP019 145。  155 021 022 中世

8P020 SB04 145。 155 中世

21 004

146・  155 0 十日而器 中世

SP024 SB05 146・ 155 中世

中世

中

〔
υ
虞
υ



中名V・ Ⅵ遺跡
柱穴一覧 (4)
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中名V・ Ⅵ遺跡
柱穴一覧 (5)

地 Ⅸ 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長 さ(長径 )・ 如 幅 (短径 )・ m 深さ・ m 出土遺物 時期

A地区 SPl19 150・ 157 精円形 015 中世

SP122 楕円形 312 中世

楕円形 中世

SP12造 SB21 151 ・ 158 楕円形 中世

SP125 SB21 151'158 橋 円 中世

SP126 SB21 151・ 158 橋円 j 中世

SP127 SB22

SP128 SB22・ 27 楕円形 037 加工木 中世

SP129
28

楕円形 036 中世

8P130 SB22 158 ・
081-1 不整形 089 土師器 中世

SB22 151・ 158 橋円形 027 925 中世

151 ・ 158 小整形

SB23・ 25 楕円形 中世

325 中世

SP137 SB24,28
・ 158・

楕円形 中世

中世

SP139 不率形 042 中世

SB24・ 27 不整形 025 中

SP141 SB24・ 28
152,158・

楕円形 015 柱 根 中世

SP142 SB24 152・  158 楕円形 畔

SP143 3B25 152・ 158 橋円形 中世

SP14判 3B25 152・ 158 橋円形 中世

1 楕 |

楕円形 027 中泄

SB26 楕円形 中世

152・  158 橋円形 中世

SB27 153・ 158 橋 円形 中世

SB27 153・  158 橋川形 中世

中世

SB28 楕円形 052 中

SP157 SB28 楕円形 中

SB28 153・ 159 橋 円形 中世

SP159 153・ 159 橋 円形 中世

SB29 152・  159 杉

SP163 3B29 禾荏形 IT根 中世

楕円形 013 中

153・  159 橋 円形 中世

SP166 153・ 159 店円形 025 中世

SP167 153・ 159 円形 中世

SP170 中fH

SP17ユ 膚円髭 022 中世

SP172 154・  159 店円形 中世

SP173 SB31 154・ 159 膚円髭 中世

SP174 SB31 154。  159 判形 中世

SP177 SB31 ¬形

SP178 不幕形 柱根 中

SP179 隋円彬 中

154・ 159 司形 中世

SP181 SB32 154・ 159 隔円形 中世

154・  159 中世

SP185 隋円形 中世

SP186 隋円形 042 040 中

SP187 SB34 154。  159 隋円形 中世

8B34 154・ 159 隋円形 41 中世

SP189 SB34 隔円形 〕54

SP192 中世

SP193 脂円形 015 中北

SP194 SB35 54・ 隋円形 )22 中世

SP195 SB35 膚円形 中世

SP196 隋円形 〕こ

2

SP199 惰円形 中世

惰円形 中世

SP201 円彬 陛根 中世

円罷 庄根 中世

僑円形 中世
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中名V・ Ⅵ遺跡
柱穴一覧 (6)

地区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅(短径)・ 陣 深さ 。m 出土遺物 時期

A地区 SP207 楕 円形 中世

SP208 SB23 隅苛辱方形 024 中世

BoC地 区 SP01 SB04・ 05 205-208 円形 中世土 gn器 中世

SP02 3B05 円形 中世土師器 中世

SP03 206・ 207 円形 中世

RPOJ ]B05 FE形 中世十師器 中世

SP05 3B05 福円形 027 中世

SP06 206・ 207 101-2 円形 往槻 中世

RP07 SB06 206,207 円形 325 中世十師器 中世

SP08 3B06 206・ 207 円形 021 中世

SP09 206・ 207 円形 土師器、中世土師器 中世

SP10 SB06 206・ 207 円形

`024】

026 029 中世

SPll SA0 206・ 207 円形 土帥器、中世土帥器 中世

SP12 SA0 206・ 207 円形 中世

SP13 SA0 206・ 207 楕円形 θ44
`022)

325 中世

SP14 SA0 206・ 207 円形 011 土日市器 中世

SP15 SA0 206・ 207 楕円形 中世

SP16 3307 206・ 207 楕円形 Э25 中世

SP17 SB07 206・ 207 円形 中世

SP18 206・ 207 円形 土師器 中世

SP19 3BOマ 206・ 207 楕円形 Э49 土師器、中世土師器、鉄滓 中世

SP20 SB07 206・ 207 不整形 (029) 土帥器 中世

SP21 SB07 206・ 207 楕円形 028 中世土師器 中世

SP22 8B07 206・ 207 円形 中世

SP23 206・ 207 円形 中世土帥器 中世

SP24 SB08 206・ 207 円形 加工材 中世

SP25 SB08 円形 土師器、柱根 中世

SP26 SB08 206・ 207 円形 中世

SP27 206・ 207 円髭 (010) 土師器、 中世土師器 中世

SP28 楕円形 (017) ∩19 中世

SP29 SA02 206・ 207 喝丸方形 棒状加工木 中世

SP30 SA02 206・ 207 円彬 中世

SP31 SA02 206・ 207 不整形 (012) 012 中世土師器 中世

SP32 SA02 206・ 207 円形 (018) 中世

SP33 SA02 206・ 207・

212 楕円形 中世

SP34 204・ 208 円形 土日巾器 中世

SP35 204・ 208 円彬 中世

SP36 204・ 208 円形 中世

SP37 204・ 208 円形 土詈市器 中世

SP38 円形 中世

SB01 惰円形 中世

SP40 204・ 208 円形 (022) 中世

SP41 204・ 208 円形 (019) 中世

SB01 円形 (029) (014) 中世

SB02 204・ 208 橋円形 中世

SP44 204。 208 円形 中世

SP45 円 (011 中世

204・ 208 晴円形 中世

SP47 円形 中世

SP48 隔円形 4] 中世

SP49 204・ 208 円髭 )34 土日巾器 中世

円形 013 十師器 中世

隔円形 ,28 中世

205,208 円形 中世

SP53 円形 申世十師器 中世

円形 中世

SP55 205,208 円形 )20 006 中世

01-3 円形 〕35 〕32 臣根 中世

SP57 SB03 円形 )39 中世

205。 208 円形 〕28 lI根 中世

円厖 335 〕33 中 IH

SB04 205・ 208 円形 028 017 土師器、中世土師器 中世

SP61 SB04 205。 208 円形 〕28 中世

3P62 SB04 205,208 円形 014) 中世

SP63 SB04 205・ 208 円形 01 中‖

SP64 SB04 205。 208 隅丸方形 〕38 中世
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中名V・ Ⅵ遺跡
溝一覧 (1)
地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ。m 幅・距 深さ・コ 出土還物 時期

Al地区 3D01 005,012 不整形 U字形 (490) (750) 中～近世

3D02 005・ 012 不整形 U字形 (273) 中～近世

3D03 005・ 012 直線 逆台形
須意器、土師器、珠洲、八尾、越中瀬戸、砥石、

中～近世

005,012 直線 逆台形 (290) 225

SD07 006・ 012 直線 V字形 026 土師器、須恵器、珠洲、越中瀬戸、近世陶磁器、
施細陶器、漆器

中～近世

005・ 012 直線 逆台形 土師器、須恵器、中世土師器、珠洲 中～近世

005・ 013 直線 じ字形 土師器赤彩、須恵器、近世陶磁器 中～近世

3D12 005・ 013 不整形 U宇形 107 奮扇斎、Hキ野苧滞脚
器、八尾、珠洲、青磁、

中～近世

須恵器、土師器、中世土師器 ～近世

005・ 013 不整形 U字形 376
土師器、中世土師器、珠洲、八尾、自磁、青磁、
越中瀬戸、伊万里、土錘、板状木製品、箸、棒状
本製品

中～近世

005,014 直線 逆台形 土師器 中～近世

005・ 014 じ事形 U字形 042 須恵器、黒色土器、珠洲、八尾、唐津、石臼 中～近世

005,014 不整形 U字形 中～近世

SD19 005・ 014 不整形 U字形
憲

世 磁ヽ
帥器、珠洲、八尾、青磁、

中～近世

〕05・ 014 U字形 (225)

SD23 005・ 014 直線 U字形

3D25 005,008 直線 V字形 91 中～近

SD26 005,018 不整形 U字形

B5地区 直線 U子形 〒～遊世

SD03 016・ 017 007-5 直線 U字形 (140) 中～近世

015・ 017 不整形 U字形 035 土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、越中瀬戸 中～近世

Dl・ 2・ 4地区 020,026・
039 不整形 逆台形 2600 須恵器、中世土師器、珠洲、八尾、青磁、自磁、

瓦質土器、唐津、箸、カロエ材
古代～中世

SD03 022・ 039 不整形 不整形 (270) 土師器、須恵器 古代

SD05 024・ 039 不整形 U字形 土師器、須恵器 古代

SD07 025・ 039 不整形 U字形 土師器、物
白磁、瀬ア

恵器、中世土師器、珠洲、八尾、青磁、
美濃、施釉陶器、漆器、木製品

古代～中世

SD08 026・ 046 023-3 直線 U字形 中世土師器、珠洲 中世

026・ 046 軽い円弧 逆台形 中世

SD12 026・ 046 直線 V字形 中世

SD14 023・ 046 直線 U字形 〕70 黒色土器、中世土師器、瓦質土器 中世

SD16 027・ 047 直線 U字形 (230) (145) 048 白ヽ
器

ヽ

師
磁
土
青

恵器、中世土師器、珠洲、八尾、越前、
、瀬戸美濃、漆器、木箸、加工材 中世

SD17 028・ 047 直線 U字形
土師器、タ
白磁、上金

ミ恵器、中世土師器、珠洲、八尾、青磁、
と、ヤス、漆器、箸、茶臼

中世

029,047 不整形 U字形 (139) 800 土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、八尾、青磁、
箸、木製品

中世

023・ 029・
047

不整形 U字形 (179) (710)
器
棒
師
工
土
加

ミ恵器、中世土師器、珠洲、加工板、
手、折敷

中世

030・ 048 不整形 U字形

030・ 048 直線 U字形

SD31 030,048 直線 U字形 世

049 不整形 逆台形
師
一
器、中世土師器、珠洲、八尾、瀬戸美農、越

近世

D3地区 SD01 062・ 063 不整形 不整形 6630 (300) 曲物 古代

SD02 不整形 不整形 (300) 土師器、

SD03 057・ 068・
031-7 直線 U字形 (150) 中世

054・ 068 不整形 不整形 (1510) (250)
中世土師器、珠洲、八尾、瀬戸美濃、

中世

SD05 055,068 027-1・
031-34 直線 不整形 (3100)

須恵器、中世土師器、珠洲、八尾、越中瀬戸、
加工木

中世

)55,068 不整形 逆台形 (450) 500 035 珠洲、八

)55,068 直線 U字形

〕55,069 直線 U字形

〕56・ 069 不整形 逆台形 320 中世土師器 中世

〕56・ 069 不整形 逆台形 (1330) 唐津、越中丸山、砥石、加工木 中世

〕57・ 069 直線 須恵器、中世土師器、珠洲、漆器、バンドヨ 中世

254



中名V・ Ⅵ遺跡
溝一覧 (2)

遺構沓号 図向番号 写員番号 平面形態 断面形態 長さ。m 深 さ 。m 出土遺物 時期

D3地医 SD18 057・ 069 直線 不整形 (650) 070 中世土師器 中世

SD19 057・ 069 直線 U字形 土師器、須意器、中

SD20 057・ 069 不整形 U字形
`310)

土師器、須恵器、中世十

SD21 057・ 069 直線 U字形
`310)057・ 069 直線 不整形 中世土師器、加工木

057・ 069 直線 V字形 012
SD24 057・ 069 蛇行 U字形 015

057・ 069 直線 V字形 須意器 中

SD26 058・ 075 不整形 不整形 (1600) (190) 珠か、ノ(尾、砥石、鉄津 中 ～

SD27 058・ 075 不整形 不整形 (1170) (160) 鉄津 中～近世

SD28 058・ 075 直線 不整形 022 珠洲、鉄津 中～近世

SD29 058・ 075 直線 不整形 唐津 中～近世

SD30 058,075 直線 逆台形 中～近世

SD31 059,075 直線 U字形 (210) 中～近世

SD32 059,075 不整形 不整形 (390) 中世土師器、珠洲、八尾、青白磁、越中瀬戸 中～近世

SD33 060・ 075 直線 U字形 中世土師器 中～近世

D3」 060・ 075 不整形 (L字 ) V字形 (145) 中世土師器 中～近世

直線 U字形 珠洲 中～近世

直線 V字形 珠洲 中～近世

不整形 (L字 ) U字形 (220〕 〕80 中～近世

直線 U字形 中～近世

蛇 行 U字形 (490) 012 中～近世

直 線 不整形 中～近世

直 線 U字形 (180) 加工木、棒状木製品 中～近世

中赳

81・ 2地区 SD01 079,096 不整形 逆台形
楔栄箋留

器、珠洲、瀬戸美農、伊万里、唐津、棒
中～近世

079・ 096 直線 逆台形 322 中～近世

079,096 不整形 逆台形 珠洲、越中瀬戸 中～近世

079,096 不整形 V字形 越中瀬戸 中～近世

079,096 不整形 U字形 中～近世

079,096 直線 逆台形 越中瀬戸、円形板、棒状木製品 中～近世

・ 096 不整形 逆台形 珠洲、施釉陶器 中～近世

不整形 逆台罷 1067) 中～近世

画緑 逆台形 117 )51 中世土師器 中～近世

073・ 079・
097・ 098

L字形 U字形 中～近世

3D■ 078・ 097 不整形 U字形 器、中世土師器、珠洲、八尾、瀬戸美濃、越
中～近世

3D12 078・ 097 不整形 U字形 中世十師器、珠洲

3D13 078・ 097 直線 U字形

3D14 078・ 097 T字状 U字形 (122)
土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、越前、瀬戸
美濃、伊万里 中～近世

SD15
097・ 098

044-2 直線 U字形 (440)
中世土師器、瀬戸美濃、越中瀬戸、土製品、
代、漆器、木lia 中～近世

SD16 078・ 097 直線 逆台形 中世十師器、珠 Fll

SD17 078・ 097 蛇行 U字形

SD18 078・ 097 不整形 逆台形
復栞藝路鞘

器、珠洲、自磁、越中瀬戸、棒
中～近世

SD19 078,097 不整形 U字形 1090
遂1紹芦

、珠ひ‖、八尾、瀬戸美濃、越中瀬戸、
中～近世

SD20 378・ 089・
直線 U字形 須恵器、中世土師器、珠洲、越中瀬戸、唐津、近

世陶磁器、板状木製品 中～近世

SD21 逆台形 中世土師器、珠洲 中～近世

SD22 (410) 023 中世土師器、珠洲 中～近世

SD23 078・ 097 (216) 中世土師器 中～近世

SD24 078・ 097 049-7 不整形 逆台形 (100) 引撃芽望靴 、埠扇υ請歌青
磁、越中瀬戸、

中～近世

SD25 078・ 097 040-5 直線 U字形 (221) 中～近世

SD26 078・ 097 049-5 不整形 逆台形 (140) (230) 吉押董t宕き1烈謙憩当Ⅲ深覇亨誠秋岬
戸、中～近世

欠番

SD28 079・ 098 不整形 U字形 (213) 中瀬戸、唐津、伊万里、 くばみ
'

バンドコ、添器、曲物、続燎太襲

迎
　
ヽ
碑ヽ
辰
板

峠
軸
齢

中～近世

SD29 079,098 不整形 U字形 (152) (130)
土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、樺状木製品、
鉄津

中～近世

」宇形 (290) 踪洲、瀬戸美濃、越中瀬戸、漆器 中～近世

中～近世

(150) 中～近世

SD33 (610) 中～近世

SD34 017 中世土師器、鉄滓、加工木、柄杓 中～近世

SD35 079,098 逆 L字形 U字形 (510)
ま器、中世土師器、珠洲、越中瀬戸、
環増、独築、その仙木製品 中～近世

SD36 079,098 049-2 不整形 逆台形 (670) (150) 土師器、中世土師器、映洲、腟状 中～近世

SD37 079,098 直線 U字形 (420) 中世土師器、加工木、曲物 中～近世

欠 番

SD39 直線 U字形
直線 U字形 (121) 珠洲、唐津 近世～近代

線 U字形 1390 唐津、伊万里 近世～近代

Fl地区 土帥器 中～逸世

SD02 107・ 1 土師器、珠 Ijll 中～近世

SD03 107・ 1 不卑 中～近世

直線 HH～近世

SD05 107・ 1 直線 逆台 世

SD06 107・ 1 直線 U掌形 世

SD07 105・ 1 直線 U掌形
SD08 105・ 1 直線 逆台形 220】

SD09 104・ 1 直線 U字形 022
104・ 1 直線 逆台彬

SDll 103・ 1 直線 U字形 中世■師器、八尾

自線 U字形 中世土師器 中～

Ｒ
υ
つ
ね



中名V・ Ⅵ遺跡
溝一覧 (3)
地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ・コ 幅・ m 深さ・コ 出土遺物 時期

Fl地区 SD13 104・ 不整形 逆台形 (290) (050) 中世土師器 中～近世

107・ 不整形 U字形 (280) (350) 申世土師器、八尾、青磁 中～近世

SD16 直線 逆台形 (270) (070) 中～近世

055-5 不整形 U宰形 申世土師器 中～近世

不整形 む台形 (130) 須恵器、珠洲 中～近世

SD18 不整形 U字形 (280) 土 日巾器 中～近世

不整形 U字形 (210) 140)

不整形 U字形 (415) (440) 中世土師器 中～近世

F2・ 3地区 112・ 132 直線 U字形 中世土師器 中～近世

112・ 132 円弧 U字形 (970) 中世土師器、珠洲、八尾、越中瀬戸、近世陶磁器 中～近世

SD03 112・  132 直線 U字形 (280)

SD04 112・  132 直線 J字形 270 中世土師器、珠洲 中～近世

SD06 112, 不整形 不整形 57 020 中世土師器、瀬戸美濃、珠洲、越中瀬戸、伊万里、
唐津、近世陶磁器

中～近世

A地区 SD01 135, 143 直線 U字形 025 健根 古代

SD02 186・ 139。
144

不整形 不整形 (8000)
須恵器、土師器、中世土師器、青磁、自磁、珠洲、
漆器、箸、加工木

古代

139・ 144・
176

不整形 不整形 (2100) 059 中世土師器、青磁、珠洲、越中瀬戸、加工木、硯 中世

187・  176 円 弧 不整形 310 中世

SD05 137・ 176 直線 U字形 土師器

“

世

直線 U字形 須恵器 中世

137・  176 直線 U子形 310 中世

137・ 176 蛇行 逆台形 須恵器、土師器 コ世

137・  176 直線 逆台形 205 040 中世

3D10 137・  176 直線 逆台形 17 十師器 中世

SDll 137・  176 不整形 U字形 170

“

世

SD12 138。  176 081-7 U字形 須恵器、中世土師器、瀬戸美濃、珠洲、砥石 中世

SD13 138, 176 J字形 土師器、中世土師器 中世

SD14 138。  176 直線 不整形 土師器、中世土師器 中世

SD15 138・  176 不整形 U字形 中世

3D16 138・  176 蛇行 U字形 (168) 須恵器、土師器、珠洲 中世

SD17 138, 176 不整形 U字形 青磁 中世

138・ 176 不整形 U字彬 中世

SD19 138・ 176 直線 U字形 須恵器、土師器、中世土師器 中担

138・ 176 直線 逆台形 075 中世土師器 中世

138・ 176 蛇行 U字形 095 中世

138・ 176 直線 逆台形 750 013 須恵器、土師器、棒状木製品 中世

139, 176 直線 逆台形 025 008 煙管 中世

137・ 176 直線 逆台形 1100 中世土師器、珠洲 中世

B・ C地区 180・ 201 不整形 不整形 1100 172 須恵器、土師器、下駄 古 代

180。 201 直線 U字形 070 鉄滓 古 代

180・ 201 不整形 U字形 古代

180,201 直線 U字形 土師器 古代

180・ 201 直線 」字形 002 土師器 古代

3D06 直線 U字形 120 土師器 古代

184・  185。
202 直線 U字形 土師器、須恵器 古代

184・ 202 直線 U字形 須恵器 古代

SD09 183・ 203 直線 U字形 035 土師器 古代

183・ 203 不明 不整形 古代

SDH 186・ 217 直線 逆台形 土師器、中世土帥器、瀬戸乗農 中 世

SD12 86・ 217 示整形 U宰形 土師器、須恵器、中世土師器、八尾、青磁、漆器 中世

SD13 188・ 189・
190・ 217

不整形・ 途切
れ ,蛇行 不整形 (950) 029

土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、八尾、瀬戸
美濃、越中添戸、唐津、伊万里、漆器、棒状木製
品、木蓋、板状木製品、箸、加工木、曲物

中世

SD14 188。 189・
190・ 217

蛇行 U字形 須恵器、珠洲 中世

SD15 191・ 218 直線 U字形 (290) 須恵器、中世上師器、珠 4j l 中 世

SD16 盲線 U字形 土師器 中世

190・ 218 直 線 台形 白磁 中世

SD18 190・ 218 不整形 U字形 土師器、須恵器、中世土師器 中 世

SD19 直線 U字形 020 土師器、中世土師器、八尾、青磁、瓦質土器、珠
洲、下駄、漆器

中世

SD20 直 線 U字形 026 土師器、中世土師器 中世

SD21 101-4-6 直線 U字形 編量乗、観 泳理学赤駅乗』留卜淫試許項訂鷺
ヽ

呪符、木札、箸、蓋、加工材
中世

SD22 直線 U字形 (150) 中世

SD23 直線 U字形 須恵器、中世土師器、珠洲、青磁、青白磁 中世

直線 U字形 1740 110 007 中世土師器 中世

SD25 不整形 U字形 (1050) 中世 i師器 中世

SD26 191・ 219 直線 U字形 160 土師器、須顧器、中世土帥器、珠洲 中世

SD27 192・ 219 直線 U字形 032 土師器、須恵器、珠洲 中世

SD28 192・ 219 直線 U字形 中世

192・ 219 直線 U字形 珠・」ll 中IH

192・ 219 直線 じ字形 022 須恵器、中世土師器、珠秒‖ 中世

SD31 192・ 219 直線 U字形 土師器 中赳

SD32 192・ 219 直線 」字形 土師器 中世

192・ 219 直線 台形 f380) 土師器、須恵器 中世

SD34 直線 U字形 中世

SD35 192・ 219 直線 」字形 土師器、須恵器 中世

SD36 193・  219 不整形 U字形 (140) 土師器、須恵器、中世土 Ell器、青磁、自磁 中世

SD37 禾整形 U年形 土師器 中世

193・ 219 直線 」宇形 017 須薫器、中世土師器、珠洲、十錘 中把

187・  188・
220-223 不 明 U字形 幾望露芦奪層蚤寝井童T蓬と喬靭業習星壷貧ミ

箸、加工材、円形板、下駄、木蓋、馬鍬
中世

194・ 224 直 線 U字形 土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、自磁、越中
瀬戸、唐津、近世陶磁器

近世

256
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土器・陶磁器一覧 (2)
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中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (4)
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中名V・ Ⅵ遺跡
土器 。陶磁器一覧 (7)
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中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (■ )

地 区
番 号

面
号
写
香 種類 器種

構
暑
還
蓋 (体部中位 )

好
部
査
底 残存率 時期 備考 色 調 胎土色 焼成 胎土

El・ 2地区 瓦質土器 猶 鉢 1/8口縁部 中世 25Y8/2 灰白色 普通
救砂粒含‐白・ 黒色

瀬戸美慶 天目茶碗 中世 鉄釉25Y3/1黒褐色 大窯Π期 灰白色 普通 雹愁
粒含―白・淡要

龍泉窯系青磁 lyI 中世
Ⅳ
曹晟監Ⅲ詫母秒馘島セξ

上回DⅡ類5Y7/1 灰白色 良 精良

中世土師器 4/6 中世 Bl類 後Ⅲ～Ⅳ期 25Y8/J 灰白色 良
砂粒含―赤・白・灰
色粒

D5類 後Ⅵ期 灰自色 旨通
少粒含―赤 灰・ 茶

中世土師器 1/8 中世 Z10類 後II期 内面スス付着 にぶい橙色 普通
色粒

珠洲 片口悟鉢 Ⅵ期 スス付着 穏 目■条確認 灰 t 砂粒含‐白・ 黒色粒

中世上師器 D類 後Ⅳ～Ⅵ期 演黄橙色

中世土師器 中世 Z2類 後Ⅱ期 75Y■ 3/3 浅黄橙色 微砂粒含 _白・ 灰
黒色粒

中世土師器 中世 Bl類 前Ⅸ～後 I期 口縁部スス付着 淡黄色
徴砂粒含‐自・ 黒・
茶色粒

中世上師器 中世 Bl類 後Hl～IV期 75YR7/4 にぶい橙色 砂粒含‐茶・ 透明色
粒

越中瀬戸 4峯藤部、底近世 り 灰釉イ5Y●/3浅黄色 淡黄色

瓦質主器 香 炉
口縁部・ 胴部1/ 近世 5Y■7/4 にぶい橙色 監督算

‐自・灰・茶・

瀬戸美濃 底部完形 磐
釉
駿観F灰
オリーブ色 外面スス対 25Y7/1 灰白色

越中瀬戸 1/4底部 近世
高台内に墨書 見込みに印花文 (菊 )
灰釉75Y4/3暗 オリーブ色

75Y6/1 灰色 普通 砂粒含―茶色粒

越中瀬戸 軍豊尾β
部、底

近世 銭Fめ実紺潟;譜λケリー9妥赳
化X 25Y8/2 灰白色 砂粒含‐灰・黒色粒

越中瀬戸 向付 ほぼ完形 近 世 慇冒
に印■文 灰釉25Y4/4オ リーブ10YR7/2 にA・・い黄橙色 砂粒含‐灰色粒

越中瀬戸 小 杯 近世 鉄釉75YR3/3暗 褐色 灰白色 微砂粒含―白・ 灰色

Bl類 後lE～ IV期  口縁部外面スス対 微砂粒含―白・ 茶色

中世土師器 中世 D類 後IV～Ⅵ期 7 5YR3/3 浅黄橙色
砂位含‐白・ 灰・ 茶

珠洲
口縁部) 小片□縁部 中世 灰色 白・黒色粒

中世土師器 Bl類 後Ⅱ～Ⅱ期 25Y8/2 灰白色
YjN粒含―白・ 灰・赤

近 世 ,拿雹に墨書あり 灰釉5Yν 4オリ 灰ヨ色 砂粒含‐黒色粒

越中瀬戸 1/8底部 近世 戻席晃t糀色見込みに印花 10YP3/3 浅黄橙色 精良

伊万里 近世 台魯
蛇ノロ釉バイ 透明釉 5GY3/1灰 N8/0 灰白色 濡浪

龍泉窯系青磁 碗 底部1/4
I～ Ⅱ類 高台付近砂日付者 青磁
釉2 5GY6/1オ リープ灰色 灰白色

徴砂粒含―白・ 灰色
泣

中世土師器 灰白色 砂粒含‐茶色粒

砂粒含‐白・赤・黒・

瀬戸美濃 天目茶擁 体部小片 甕枠智Y尼鼈需梶魚鰭釉26YR5/1 灰白色

中世土師器 1/4口縁部 Dl類 後V期  口縁部外面スス付着 7 5YR7/6 俗色 良
砂粒含―白・灰・黒
色粒

267



中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (12)

地 区
И
号
速
醤 種 類 器 種 残存率 時期 備 考 色調 胎土色 1台土

伊万里 碗
霞部完形底部完 近世

高台にスナロ 透明袖10GY3/1明緑灰
色 灰白色 慎 微砂粒含‐黒色粒

天日茶椀 口縁部1/4 鉄釉75YR5/1褐 灰色 大窯期 にない橙色 良

越中瀬戸 暦鉢 近 世
付着 鉛釉7

中世土師器 Bl類 後 I～ Ⅱ期 回縁部スス付着 10YR7/4 におゞい黄橙色 微砂粒含―灰 茶

越中瀬戸 丸皿 解
縁部、ッ4 近世 高台内に墨書あり 鉄釉10YR2/2黒褐色

ねぶい橙色
やや不
良

砂粒含―灰色粒

越中瀬戸 近世
見込みに印花文 (二重菊) 灰釉10Y
R7/2に l・い黄橙色

25Y7/2 灰黄色 良 精良

越中瀬戸 種鮎 近世
幅目10条一単位 弱釉7 5YR5/3に ぶ
掲色

10Y■ 3/3 浅黄橙色 普通 砂粒含 白色粒

魁中瀬戸 丸皿 近 u 9目
印花文あり 灰釉5Y6/2灰オリ 5Y7/1 灰白色 砂粒含 黒色粒

越中瀬戸 唇鉢 近 世
憂屋督
条一単位 錆釉10YRC/4にぶ 25Y8/2 灰白色 普通 驚早彙乱赤灰

遭中瀬FH 信鉢 06(□縁部) 小片口縁部 近 lu 鉛釉75YR3/4暗 褐色 2 5YS/1 灰白色 農
微砂粒含‐白・ 灰
赤・黒色粒

完形 [類 後肛期 内外面□縁部油煙付着 笹色 良

にぶい責橙色

近 世

信鉢 近世 鋭い悟目17条―単位下から上へ 鉄釉 黄灰色 普 通 砂粒含‐白・黒色粒

越中瀬戸 完形底部 近世 内外面スス付者 鉄釉7 5YR3/2黒 褐色 ■5YR7/6 笹色 普 通 砂粒含‐白・灰色粒

越中瀬戸 椀 1/2底部 近 世 灰In5Y4/3暗 メ色 5YR6/8 橙色 凛
砂粒含‐白・ 泰・ 灰
色粒

伊万里
1役舒
縁部、3/ 近世 灰白色 良 微砂粒含‐灰色粒

近 世 信目6条以上 淡黄色 普 通 砂粒含‐白色粒

須恵器 蓋 γttF縁部天占代 灰色

須恵器
1/4回 縁部 胴
部 古代 に小い格色 やや不良 砂粒含‐黒色粒

中世土師器 CCa類 後 I期  ロクロ成形 スス付者 浅黄橙色

中世土師器

中世土師器 B4頬 前Ⅵ期 7 5YR3/3 浅黄橙色 良
微砂粒含―黒・白色
粒

中世土師器
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中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (13)

地 区
番号 番号

員
号 種類 器種

番号 (体部中位) (底部)
残存率 時 期 色調 胎土色 焼成 胎士

El・ 2地区

中世土師器 中世 蓬埒篭俸
I期 内面スス付着 外面油 7 5YR7/6 積色 建

砂粒含‐灰・茶色

誨泉窯系青磁 碗 口縁部小片 中世 ゥ畏ぎ
～Ⅳ類青磁釉10V6/2オリ

灰白色 精良

誼泉窯系青磁 碗 04(口縁部) 口縁部小片
Ⅳ類以降 (■田B類 ?) 青磁釉10Y
5/2オ リーブ灰色

10Yツ 1 灰白色 砂粒含―黒色粒

龍泉窯系青磁 不 (皿 ?) 評響
以降 青薩釉2 5GY6/1オ リ

灰自色 精良

龍泉窯系青磁 続 2/3底部 中世 5V7/1 灰白色 清 良

白磁 4/5底部 中世
森民今智B群白院 長言雹

焼き痕5V3/1 灰白色

1れ底部
Π類 化粧上を薄 くかける 白磁釉 5

白磁
森田分類D群 体部面取り 白磁釉N
3/灰自色 灰白色 精良

瀬戸美濃 天目茶椀 06(口縁部) 1/5口縁部 中世
断面 にウル ン継 ぎ痕 あり 後期 Ⅱ 5Y7/1 灰白色 微砂粒含‐白色粒

瀬戸美濃 天目茶椀 小片口緑部 中世 警碧を丁
R7麟騨跡 断面

に漆継
灰 色

美濃 盤 近世 帰後
灰釉 10YR5/4によい黄褐色 I 25Y3/2 灰白色 精良

遭中瀬戸 丸皿 1/2 近世 9璽!雹
文あり 灰釉75Y6/2合いオ25Y7/1 灰白色 砂粒含‐白・灰色粒

越中瀬戸 1ノ2底部 近世 9留
に印花文 灰釉75Y4/2灰 オリ

灰 色 砂粒含‐黒色粒

越市瀬戸 丸皿 近世
内面印花文 (菊) 灰釉25Y8/2灰 白
色

75YR73 にぶい橙色 砂粒含‐灰色&

越や瀬戸 近 世 昇冷全;雹
の印花文 灰釉75Y6/2灰

砂粒含―白・ 灰色粒

越中瀬戸 丸 皿 近 世 内面に印花紋 灰釉25Y3/2灰 白色 浅黄色 普通
微砂拉含―白・ 黒 `

透明粒

越中瀬戸 丸 皿 近 世 内面に印花文 灰釉75Y7/2灰 白色 灰色 砂粒含‐白・黒色粒

越■瀬戸 近 世
高台見込に墨書判読不可 重ra焼 き

微砂粒含―白色 I・

越中瀬戸 近 世
震

台 の り干1証コ P`J ム 剥 イOXr/と ス ロ によい橙色 普通 砂粒含‐灰色粒

越中瀬戸 近世 号全多琶
菊の印■文 灰釉5Y5/3灰 オ 10YR5/2 灰黄褐色 砂粒含―白・ 灰・黒

色粒

題中瀬戸 1/2 近世 鉄釉75VR3/3暗 褐色 25Yν2 灰白色
砂粒含‐白・灰・茶・
黒色粒

越中瀬戸 近 世
底面に墨痕あり判読不明 灰釉75Y7

灰白色

越中瀬戸 1/3 近世 岳冒任
墨習 判誘不明 灰袖75Y7/2 75Y7/1 灰自色 微砂粒含‐白色粒

越中瀬戸 灰黄色 踏繹
含―口・火・無

越中瀬戸 2/3底部 近世 鉄釉10YR2/2黒褐色 7 5YR8/3 浅黄橙色 整母
含―白・灰・茶

越中瀬戸 擁 2/3 近世 鉄釉10YR3/1黒 褐色 25Y″/1 灰白色
t」
N粒含―白・ 灰・黒
色粒

越中瀬戸 椀 1/2底部 近世 鉄釉75Y6/3オ リーブ責色 7 5YR3/3 演黄橙色
砂粒含―白・ 灰 黒
色粒

越中瀬戸 完形底部 近世 鉄釉7 5YR3/4暗 褐色 灰 色
微砂粒含―灰・ 黒色

越中瀬戸 火入れ 1/2底部 近 世 鉄釉5YR3/4極赤褐色 25Y7/1 灰 色 普 通
微砂粒合‐白・黒色
粒

越中瀬戸 火入れ 近 世 百替
被熱 スス付着 灰釉10Y8/1灰

越中瀬戸 1/2弱 近世 鉄釉7 5YR3/4暗 偶色 5Y6/1 灰 色
粒

越中瀬戸 火入れ 1/4口縁部 近世 鉄釉7 5YR3/4暗 褐色 25Y3/1 灰白色
砂粒含‐白・灰・ 黒
色粒

毬や瀬戸 香炉 1/8回縁部 近世 E頸
部に小孔あり 鉄釉6Yn4/6赤 褐 灰白色 微Y」N粒含―白色Ir
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中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (15)
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土器・陶磁器一覧 (17)
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土器・陶磁器一覧 (20)
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土器・陶磁器一覧 (22)

278



中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (23)

６
υ
７
１



中名V・ Ⅵ遺跡
土器・陶磁器一覧 (24)

〔
υ
Ｏ
Ｏ



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(1
)

中
名
Vo
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(2
)

酌 ∞ 畔

高
合
部
「
二
Jの
文
字
あ
り
内
外
面
共
黒
漆
 
□
径



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(3
)

C0 ∞ (や

中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(4
)



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(5
)

中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(6
)

∞ ∞



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(7
)

礎や OO ふ

中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(3
)



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(0
)

中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

木
製
品
一
覧
(1
0)

酌 ∞ 釦



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

銅
銭

OO 〇

中
名
Ve
Ⅵ
遺
跡

金
属
製
品
一
覧
(2
)

金
属
製
品
一
覧
(1
)

幣 一 睦

‐
Ｋ
ｅ
‐

一
‐
Ｋ
３
‐

響 一 嘘 轄 一 鱒 解 一 雉 鰺 一 鱒



中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

石
製
品
一
覧
(1
)

中
名
V・
Ⅵ
遺
跡

石
製
品
一
覧
(2
)

写
真
番
号

］ ∞ 『



砂子田 I遺跡
竪穴住居一覧

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ帳 ④・m 幅 (短径)。 m 深 さ 。m 出土遺物 時期 特記事項

B地区 S101 228・ 233
106-1

107-5
いびつな方形 245 土師器、須恵器 古代

S102 228・ 233
106-2・

107-1-4 長方形
364

黒色土器、 土師

器、須恵器、磨

石

古墳 燃焼部から高杯が出土。

E地区 S103 231・ 242 109-1、 2 320 (120)
須恵器、

黒色土器

土師器、
古代 SX01・ SD14に 切 られ る。

土抗一覧 (1)

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)。 m 幅 (短径) 深さ・ m 出土遺物 時期

A地区 SK01 円形 土師器、須恵器 古代

SK02 不整形 十師恐、須恵器 古代

SK03 橋 円形 035 土師器、須恵器 古 代

SK04 不移形 107) 土師器、須照器 百 代

8K05 不整形 十師繋、須煮器 古 代

SK06 不整形 1027) 土師器 古 代

SK07 不卒形 055 (042) 土師器 古 代

SK08 不整形 (095) (042) 十師栞、短煮器 古 代

SK09 橋円形 土師器 古代

SK10 岳精円形 土師器、須恵器 古 代

SKll 小整影 (042) 十師果、短蕉器 古 代

SK12 示整形 土師器 古代

SK13 不幣形

`043)
土師器、須恵器 古 代

SK14 橋円形 十日耐器 古 代

SK15 楕円形 古代

SK16 不整形 (015) +師器 古 代

SK17 不整形 (01 012 古 代

SK18 楕円Л 025 土師器 古代

SK19 不整形 135う ①3 01 ■fIT器 古 代

SK20 不整形 112) 土師器 吉代

SK21 不整形 (06) 十師器、危煮器 古代

B地区 SK22 楕円形 古代

SK23 橋円形 吉代

SK24 楕円形 土師器 吉代

SK25 小整形 334 十師器、短煮器 占代

SK26 234 不整形 土宮下器 古代

SK27 禾裕形 06 (049) 須恵器 古代

SK28 234 隅丸万形 〕04 古代

SK29 234 楕 円形 ,05 土師器 古代

SK30 緒円形 吉代

SK31 楕円形 十師繋 古代

SK32 禾整形 土師器 古代

SK33 辱椿円形 011 古代

SK34 円形 077 〕70 古代

SK35 楕円形 〕98 古代

SK36 不率形

`082)

須恵器 古代

SK37 円形 土師器 古代

SK38 隋円形 古代

SK39 階円彬 (137) 〕22 十師器 古代

SK40 不整形 須恵器 古代

SK41 隋円彬 (065) 古代

3K42 隋円形 314 十師器 古代

SK43 隔出形 (041, 1 吉代

SK44 円形 古代

SK45 楕円形 7 〕36 314 十師器 古代

SK46 矯円形 14 土師器、須恵器 古代

SK47 107-6 惰円形 01 須恵器 古代

SK49 楕円形 十師器 古 代

SK50 惰円形 土師器 古 代

SK51 禾率形 377) 147 古代

SK52 不整形 (034) 7 Э07 十師器、須恵器 古 代

SK53 橋 円杉 土師器、須恵器 吉代

SK54 隋円形 土師器、須恵器 占代

SK55 隋円形 Э42 007 十師器 占代

SK56 隋円形 土師器 吉代

SK57 円形 器 百代

8K58 楕円形 十師器 占代

SK59 236 不整形 賃恵器 古代

SK60 不整汗 12 古代

SK61 精円形 010 十師采、須煮器 古増

SK62 円形 010 土師器 古代

SK63 土師器、須恵器 古代

SK64 236 情円形 10b 十師器 古 代

SK65 橋円形 土師器 吉代

SK66 宿円形 046 土師器 吉代

SK67 楕円形 箔煮器 占代

SK68 107-8 橋円形 土師器、須恵器 古代

SK69 不荏形 土師器 百代

SK48 惰円形 十日而器 古代

SK70 不整形 173) 土師器、須恵器 古代

3K71 土師器 百代

SK72 円形 020 十師器、知東器 古代

SK73 不整形 1 15 11 土師器、須恵器 古代

3K74 禾率形 162 008 古代
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砂子田 I遺跡
土坑一覧 (2)

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径) 深さ・ m 出土遺物 時期

B地区 SK75 不整形 009 土師器 古 代

SK76 惰 F 土師器、須意器 古 代

SK77 脩 円 土師器、黒色土器、土製品 古代

SK78 円形 土師器 古代

SK79 不整形 土師器、須意器 近世 ?

SK80 楕 円形 土師器、越中瀬戸、加工板 近世

D地区 SK81 不整形 (115) 01 土師器、須恵器 古 代

SK82 不整形 土師器、須恵器 古代

SK83 108-3 不整形 (115) 土師器、須恵器、鉄滓 古代

SK84 不整形 (035) 土師器 古代

SK85 円形 土師器、須恵器 古 代

3K86 円形 十師器、須煮器 古 代

E地区 SK87 小整形 125) 古 代

SK88 109-3 円形 土師器、須恵器 古 代

SK89 円形 須恵器 古 代

SK90 不整形 (1 1) (07) 須恵器 古代

柱穴一覧

地区 遺構番号 竪穴No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)m 深 さ m 出土遺物 時期

B地区 円形 0 8 古代

SP02 円形 0 7 古代

円形 0 5 古代

円形 0 古 代

溝一覧

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ(長径)・ n 幅 (短径 ) 深 さ 出土遺物 時期

A地区 SD01 227・ 232 直線 V字形 014 土師器、須恵器 古代

SD02 227・ 232 萱線 U字形 007 土師器、須恵器 古代

227・ 232 直線 U字形 土師器、須恵器 古代

SD04 227・ 232 直線 U字形 (16) 土師器、須恵器 古代

SD05 227・ 232 不整形 U宰形 (17う 11 土師器、須恵器 古代

227・ 232 不整形 U字形 土師器、須恵器 古代

SD07 227・ 232 不整形 U字形 (50) 土師器、須恵器 古代

B地区 229。 237 直線 U字形 12 012 土師器、須恵器 古代

228・ 238 不整形 U字形 017 土師器、須恵器、中世土師器 古代

SD10 228・ 238 直 線 逆台形 土師器、須恵器 古 代

SDll 228・ 238 不整形 U字形 古代

SD12 228・ 238 不整形 U字形 (13) 017 古代

SD13 228・ 238 不整形 U字形 007 古代

SD14 228・ 238 直線 U字形 (160) 220 古代

SD15 228,238 直線 逆台形 005 土師器、須恵器 古代

SD16 228・ 238 直線 U字形 040 古代

SD17 228・ 238 直線 逆台形 土師器 古代

SD18 228,238 直線 逆台形 土師器 古代

SD19 229・ 238 不整形 逆台形 180 土師器、須恵器 古代

228・ 239 直線 U字形
土師器、須恵器、中世土師器、唐津、越中瀬戸、
伊万里、京焼、土製品、砥石、杭、下駄、折敷、
曲物、漆器、鉄津

近世

SD21 229。 239 直線 U字形 (244) 黒色土器、土師器、伊万里 近世

SD22 229。 239 不連続 逆台形 (328) 近世

SD23 229,239 不連続 U字形 (386) 近世

SD24 229。 239 直線 U字形 140 140 010 土師器 近 世

SD25 228・ 239 105-ユ 直線 U字形 (478) 170 土師器、須恵器、中世土師器、越中瀬戸、伊万里、

鉄津
近世

229・ 239 円弧 U字形 115 10 007 こ世

SD27 229,239 不整形 U字形 (129) 012 土師器、須恵器 近世

SD28 228・ 239 105-1 直 線 U字形 (477)

須恵器、黒色土器、中世土師器、越前、八尾、瀬
戸美濃、越中瀬戸、伊万里、唐津、下駄、漆器、 近世

SD29 228・ 239 105-1 直線 U字形
須恵器、土師器、唐津、土製品、漆器、下駄、加
工板、鉄滓

近世

D地区 SD30 230・ 241 直線 不整形 (17) 古代

E地区 SD31 231・ 242 直線 U字形 008 土師器 古代

SD32 231・ 242 直線 U字形 017 土師器 古代

231・ 242 宣線 逆台形 土師器 古代

231・ 242 直線 越台形 006 土師器、須恵器、土製品 古代

SD35 231・ 242 直線 U字形 土師器、須恵器 古代

SD36 231・ 242 直線 U字形 012 土師器、須恵器 古代

SD37 231・ 242 直線 越台形 (14) 土師器、須恵器 古代

231・ 242 直線 逆台形 (12) 011 土師器、須恵器 古代

SD39 231・ 242 直線 U字形 珠洲 近世

SD40 231・ 242 直線 U牢形 052 土師器、須恵器 近世

直線 U字形 (12う 土師器 古代

その他の遺構一覧

'也

区 遺構番号 図面番号 写真番号 遺構種類 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径)・ m 深 さ・ m 出土遺物 時期

B地区 SX01 238・ 229 采石遺構 不整形 須恵器 古代 ?

SX02 238・ 229 集石還構 楕円形 114 不明

SX03 238・ 229 集石遺構 不整形 古代

SX04 238・ 229 集石遺構 不整形 375 土師器、須恵器、鉄津、磨石 古代

D地区 SX05 241・ 230 集石遺構 不整形 037 土師器、須恵器 古代

E地区 SX06 242・ 231 109-45 集石遺構 不整形 (65) (12) 土師器、須恵器、砥石、叩き石 古代
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砂子田 I遺跡
土器・陶磁器一覧 (1)

地区
物
ニ
遺
エ

図

送
興
号
写
番 種類 器種

裕
号
遺
番

口径 器 高 底 径 器厚
(体部中位)

器厚
(底部)

残存率 時期 備考 色調 胎土色 焼成 胎土

A地区

須恵器 灰 色

土師器 甕 1/2底部 古代 内外面スス付着 25Y7/2 灰黄色 不良
砂粒含‐白・灰
黒色粒

須恵器 古代

須意器 杯A 古代 灰白色 不良

須恵器 古代 灰色 良

須意器 古代 灰白色 良 微砂粒含‐白色粒

須恵器 杯A 1/3 古代 灰色 良

灰白色

須恵器 底部外面墨雪あり 半1読不可 灰白色 砂粒含‐白色粒

須意器 杯B 1/2 古代 10Y7/J 灰自色 良
砂粒含‐自・ 黒色
粒

灰白色

と師器 翌 口縁部破片 外面スス付着

土師器 甕 )5(口縁部 ) 古 代 10YR″ /2 に●.い黄檀色 良
砂粒含―白・赤色
粒

圭製品 土 饉 34幅
２５
お 完形 古 代 樽 型 砂粒含―白色粒

土製品 土 錘 395幅 Ｈ
睫 壼量

1/3 古 代 樽 型 25Yν 2 灰白色 良
砂粒含、白・赤・
黒色粒

上製品 土 錘 205幅 完形 古代 樽型 灰黄色 砂粒含‐白色粒

土製品 土 錘 23幅
一部欠 l目

古 代 樽型 10YR7/2 にぶい黄橙色 長 砂粒含‐白色粒

土製品 土 錘 29幅 お
お ほぼ完形 古代 lRI型 7 5YR5/1 褐灰色 良 砂粒含‐白色粒

土製品 土錘 26幅 古代 樽型 10YR6/2 灰黄褐色 砂粒含‐白色粒

土製品 土錘 19幅 小片 古代 徳型 によい黄橙色 良

B地区 上師器 高杯 ほぼ完形 古墳 に談尋
色化 25Y3/1黒 掲色 騒の支 IH に小い黄橙色

土師器 杯 1/5 古墳 内黒25Y2/1 5YR6/8 惜色 普通
砂粒含‐白・ 赤色
位

上師器 褻 γ
4口縁部+1同

古代 内外面スス付着 10YR4/3 にぶい黄褐色 普 通 砂粒含―白 赤
黒色粒

土師器 1/3口 縁部 古 壌 ―部黒班状に黒色化 10YR6/3 におゞい黄橙色 普通 砂粒含
‐白・灰・

土師器 霊 1/6口縁部 古 代 内外面スス付着 にぶい黄褐こ 砕粒含
―白・黒色

上師器 甕 1/6回縁部 古代 にない黄橙色 普 通

土師器 甕 1/6日縁部 古代 外面スス付着 tOYR4/2 灰黄褐色 良
砂粒含‐白・黒色
粒

05(体部上位 ) 灰白色 少粒含‐白・灰色

圭師器 甕 小片胴部 古代 25Y3/1 灰白色 不 良

土師器 甕 小片口縁部 古代 外面にスス付着 75YR6/3 にかい褐色 少粒含‐白・ 黒色

土師器 霊 1/6回縁部 古代 外面スス付着 10YR8/4 浅黄稜色 普 通
砂粒含‐自・灰
赤色粒

土師器 杯 Oα 口縁部) 1/8口縁部 10YR6/3 B・・い黄橙色 良
砂粒含‐白・ 黒色
粒

古 代 内外面一部スス付着 によい橙色 普通
沙粒含‐白 灰

土製品 】
駆

古代 褐灰色 抄粒含―白・灰・

にすい黄橙色 良
少粒含―白・灰・

須恵器
09(□縁部) 1/7口縁部 灰黄色 普通

砂粒含‐白・ 灰色
IV

土師器 製塩土器 小片胴部 2 5YR5/6 明赤褐色
砂粒含‐白・灰色
粒

土師器 獲 1滑回縁部 古代 回縁部一部スス付着 灰白色 音通
炒粒含‐白・ 黒色

土師器 霊 1/8口縁部 古代 外面スス付着 浅黄塔色 普通
砂泣含‐白・灰
茶 黒色粒

土師器 外面スス付着 普通
砂粒含‐白・灰・

土製品 土錘 245幅
孔径 重量

小片 古代 樽型 5YR7/6 橙 色 普通
砂粒含―白・灰色
粒
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砂子田 I遺跡
土器・陶磁器一覧 (2)

遺物
番号

面
号
図
番
写真
番号

種類 器種
構

号 醒
ｃｍ
縞
ｃｎ
朧
ｃｍ

器厚
(体部中位)

器厚
(底部)

残存率 時期 備考 色調 胎土色 廃成 胎上

土製品
６
長 865幅 小片 古代 灰白色 不良 砂粒含‐白色粒

上師器 鍋 1/6口縁部 古代
内外面口縁部一部にスス付着 外面に細
いハケロ

25Y7/3 浅黄色 良
砂粒含―白・灰・
茶・黒tFr

黒色土器 椀 小片胴部 古墳 写轟戎霧覇摯発景灰
色 外面赤彩5 5YR7/1 明褐灰色 良

砂粒含―白・黒色
粒

須恵器 杯A 2/3 古代 ,Y71 灰白色 普通
砂粒含‐白・ 灰色
粒

唐津 (=島子) 鉢 近世 議鰤透粋鞄ギ殆鯨 ,YR3/3 暗赤褐色

土製品 上錘
長 さ
25幅

孔 径 質 量
1/2弱 古代 樽 型 ,YR7/6 檻色 良 砂粒含‐自色粒

須恵器 杯A 古代 10YO/J 灰色 不良 貯粒含
‐白・黒色

須意器 杯 1/4底部 古代
底面に「×」のヘラ記号あり 焼成
前

5Y7/1 灰白色 不良 砂粒含‐白色粒

須恵器 1/3 古代 灰色 良 整粒含
―自・灰色

須恵器 古代 擁成不良 25Y7/3 浅責色 不良
砂粒含―白・灰色
粒

須恵器 )7(口 畷部 ) 2/3口 頸部 外面に自然釉 灰白色 普 通
砂粒合―白・灰色

須恵器 甕 1/4口縁部 自然釉 75Y4/3暗オリーブ色 黒斑 砂粒含‐白色粒

土師器 1/4底部 古代 橙 色 繁師
―日・灰・

上師器 杯 1/4底部 古代 75YR7/6 橙色 普通
粒

黒色上器 07(回縁部) 1/6 古代 衆唇 果C:舒晋影を藩雹
色 25Y7/2 灰黄色 良

砂粒含―白・灰色
粒

上師器 075(口 縁部 ) 1/6口縁部 10YR5/3 にない黄褐色 普通 砂粒含
―白・黒色

位

土師器 霊
内面ハケ自 (丁寧) 内外面スス付 にない赤褐色

砂粒含―白・黒色
粒

土師器 甕 1/4口縁部 内外面スス付着 灰自色
砂粒含‐白・ 黒色

土師器 型 045(日縁部) 1/4口縁部 古代 75Y■7/3 によい橙色 普 通

土師器 甕 08(□縁部) 1/4口縁部 古代 内外面スス付着 10YR7/2 にお
'い
黄橙色 普通 酔粒含

‐白・灰色

土師器 甕 1/6口縁部 古代 外面スス付着 10YR3/4 浅黄橙色 良
砂粒含‐白・ 灰・
黒色粒

土師器 1/4胴部 内外面スス付着 浅黄橙色
砂粒含‐白・ 灰・
赤色粒

■師器 甕 1/4日縁部 口縁部スス付着 淡黄色
少粒含―白・黒色

土師器 10(□ 縁部) 1/10口縁部 古代 10YR5/3 によい資褐色
渉粒含―白・黒色

土製品 土 錘
６
長 355幅

乳径 重 量
完形 古代 樽型 75YR7/4 にかい橙色 良 微砂粒含‐白ヨ粒

土製品 土錘
３
長 29幅

重畳
小片 古代 樽型 7 5YR8/2 灰白色 良 砂粒含―白色Il

土製品 21幅
重量

古代 樽 型 7 5YR7/3 にない橙色 良 砂粒含―白色釉

土製品 圭錘 灰白色 普 通 微砂粒含―白色粒

土製品 土饉
３
長 235幅

重 量
樽 型 茨黄笹色 砂粒含‐白色粒

土製品 羽 日 42幅 古代 鉄津付着 灰黄色 曽通
抄粒含‐白・赤色

中世土師器 035(口 縁部) 1/7 中世 Bl壊 後 I期 回縁部スス付着 6Y3/31 淡黄色

龍泉窯系青越 髄 05(口縁部) 小片口縁部 中世 Ⅱb類 青磁釉10CY7/1明 緑灰色 10Y7/1 1 灰白色 精 良

越中瀬戸 丸皿 完形底部 近世 締言
と
萬乗戦暴論織景う認

花7 5YI17/3 にかい橙色 砂粒含―白色粒
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砂子田 I遺跡
土器・陶磁器一覧 (3)

認
号

硝
号
迪
番 〔体部中位)

厚
部
轟
底 胎土色

B地区

越中瀬戸 槽鉢 小片底部 近世
柄目9条―単位 鉛釉7 5YR3/2黒掲 2 5YR5/6 明赤褐色 良 砂粒含‐白色粒

伊万里 近世
蛇ノロ釉′ヽイ 内面に染付 透明釉2
5GY8/1灰 白色 灰白色 良 精良

翌中瀬戸 悟 鉢 065(口縁部 ) 小片口縁部 近 世
信目8条―単位 舗釉5YR2/3極 暗赤
褐色

25Y7/1 灰白色 良 t17粒含‐白色粒

D地区

土師器 (赤彩) 杯 038(口縁部 ) 小片口縁部 古代 内外赤彩 2 5YR5/8明 赤褐色 にぶい橙色 良
砂粒含‐白・ 赤色
粒

須恵器 茎 04(口縁部)
員
然rn 5Y6/2灰 オ リーブ色 焼成不

灰自色 不 良 砂粒合‐白色粒

須恵器 古A 黒斑あり 10Y5/1 灰色 良
砂粒含―自 黒色
粒

須恵器 古代 5Y6/1 灰 色
砂粒含‐百 黒色
粒

須恵器 1/3底 部 苫代
自然釉■OYO/2オ リーブ色 黒斑あり

赤彩75YR76橙色 iJ粒含‐白・灰色
粒

土師器 035(口縁部 ) 小片口縁部 古代 25Y7/2 灰黄色 良
微 砂泣含‐白・ 灰
色粒

土師器 杯 03(口縁部) 古代 10YR3/3 淡黄橙色 良
微砂粒含―白・灰
色粒

土製品 土錘
５
長 31幅

子L径 童 量
Tよ ば完形 樽 型 灰黄色 砂粒含‐白色粒

土製品 土筵 21幅
童 量

樽 型 7 5YR7/4 によい橙色 虞 砂粒含 白色粒

龍泉窯系青磁 碗 小片胴部 ;援琶
蓮弁状 青磁釉10Y5/2オ リー N7/ 灰白色 精 良

D地区 須恵器 砂位含―白色粒

須意器 1/8 古代 墨書あり「柴」か? 5Y7/1 灰白色 良
砂粒含‐白・灰色
粒

黒色土器 椀 04(回縁部) 小片回縁部 古代
黒色処理 25Y2/1黒色 撤密な ミガ
■で単位は見えない

25Y7/2 灰黄色 良 砂粒含―灰色粒

内面に平行 ミガキを横方向1～ 2本程
度施し斜め方向に暗文風にミガ■を
施す外面にも平行ミガキを施す

黒色土器 椀 1/6 古代 黒色処理 内黒―N2/黒 色 浅黄色 良
砂粒含‐白・灰色
粒

黒色土器 小片口縁部 内面黒色処理 内黒 25Y2/1黒色 にぶい黄橙色
微砂粒含‐白・ 黒

黒色土器 擁 小片日縁部 古代 黒色処理 10YR2/1黒 色 黒褐色 良
明色粒

土師器 杯 2/3底部 古代 灰白色 良
砂粒含‐白・黒色
粒

土師器 鍋 005(口 縁部) 浅黄rt色
FjN粒 含‐白・灰・

土師器 種 色

土製品 上錘 215幅
重 盈

古代 淡黄色 普通 懲
粒含‐白・灰色

須恵器 鵡濡
外
ル

部 約1/3～ 1/2の FE田 に
灰色 砂粒含‐自色位

lLj粒 含‐白 黒色

須恵器 1/4弱底部 古代 内面摩耗 灰自色 不良
粒

須意器 13(回縁部) 小片□縁部 古代 灰 色 良
砂粒含‐白・灰色
粒

須恵器 横瓶 08(肩 部) 小片肩部 古代 自然釉 25CY7/1明 オリーブ灰色 灰白色 良
砂li含 ‐白・黒色
粒

土師器 1/6 古代 外面スス付着 10YR6/3 にぶい黄樫色 良 微砂粒含―白 透
明ζ粒

土師器 係 1/5□縁部 内外面―部スス付着 10YR 7/2 に小い黄橙色 砂粒含‐白・ 灰色
泣

古代 にぶい黄橙色
微砂粒含‐灰 透

土師器 1/2 古代 内外面スス付着 10YR7/4 におヽい黄橙色 良
粒

土師器 杯 2/5 古代 5YR6/4 にぶい橙色 良
微砂粒含‐白・透
明色粒

土師器 古代 内外面スス付着 橙色 良
徹砂粒含 ,自 ・ 赤
色粒
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砂子田 I遺跡
土器・陶磁器一覧 (4)

地区
物
号
遺
番

回
号
凶
番

真
号
写
番 種類 器種

構
号
還
番 醒

ｃｍ
器厚
(体部中位)

厚
部
器
底 残

=率
時期 備 考 色 調 胎土色 焼成 胎土

1/8日 縁部 75YR7/4 によい橙色 微砂粒含―白・ f・
明色粒

土師器 (赤彩) 杯 蜀髪紺
R6/6橙 色 体部外面に墨書

淡黄色 良 精良

土師器 (赤彩) 杯 03(□縁部) 1/8口縁部 内外面赤彩 2 5YR5/6明 赤褐色
付着

25Y7/2 灰黄色 良 微砂粒含―白色粒

生師器 (赤彩 ) 04(回縁部) 古代 赤彩 5YR6/6橙色 におゞい黄橙色 普通
砂粒含‐白 黒Ё
粒

i師器 (赤彩) 内外面 赤彩 5YR5/6明赤掲色 砂粒含‐自・灰色
粒

土師器 古代 赤彩■OYR7/6明黄褐色 灰黄色 良
砂粒含‐白・黒佳
粒

土師器 04(国縁部) 古代 6YR7/6 橙色 良
砂粒含―白・灰t
粒

土師器 内外面赤彩■OYR6/8明黄褐色 灰黄色 砂粒含‐白・灰色
粒

土師器 甕 1/3口縁部 砂粒含‐茶・ 黒色
粒

土師器 1/8口縁部 古代 10YR7/3 によい黄笹色 普通 砂 Ir含
―赤・ 黒色

粒

土師器 古代 外面スス付着 10YR6/3 にない黄橙色 微砂粒含‐白・灰
色粒

土師器 鍋 内外面スス付着 にない橙色 砂粒含―白 赤色
粒

土師器 古代 外画部分的にスス付着 浅黄橙色 良
砂粒含―白 赤
灰色位

土師器 鍋 t/10回縁部 古代 内面スス付着 7 5YR3/3 浅黄橙色 良
砂位含―自・ 黒色
粒

須意器 灰白色
砂粒含‐白・ 黒色
粒

須恵器 古代 黒斑あり 灰 色 良
砂li含‐白・黒色
粒

須恵器 古代 75Y6/1 灰 色 良
砂粒含―自・黒色
粒

須意器
砂粒含‐白・灰色

須意器 杯B 古代 黒斑あり 灰白色
砂粒含‐白・ 黒色
粒

須恵器 065(把手部) 小片把手部 古代 N6/ 灰 色 良
砂粒含‐白・ 黒色
粒

1/2□縁部 古代 外面自然釉 75Y4/3暗 オ リーブ色 75Y6386/1 灰 色 浪
砂粒含‐灰・ 黒色
粒

土師器
砂粒含‐白・透明
色I・

黒色土器 椀 小片胴部 古代 界目驚雰角樗餅記評
2/黒色体部75YR6/4

=A・
・い橙色

1/8日縁部
Ⅳ2期 転目11条一単位 外面一部に
スス付着

灰 色 良
砂粒含―白・ 黒色
粒

越中瀬戸
丸ノミ状工具によるソギ 灰釉5Y4/3
嗜オリーブ灰色

演黄色 良 結良

土製品 土 鍾
罠さ
32幅

孔径 三量
完形 古代 樽型 5Y R6/4 によい種色

砂粒合‐白・ 灰・
赤 黒色粒

土製品 土 鍾
長 さ

22幅
孔 径 菫 量

ほぼ完形 古代 種型 25Y6/2 灰黄色 澳
砂粒含―白・ 灰色
粒

土錘
長さ 重 且

古代 灰白色 普 通 砂粒合‐灰色It

土製品 土錘 26幅
重 畳

古代
砂粒含‐白・灰・
黒色泣

土製品 土錘 26幅
重 m 小片 不良 砂粒含‐灰色粒

０
０
∩
υ



砂子田 I遺跡
木製品一覧

地区 遺物番号 図面番号 写真番号 遺構番号 種類 材質 長・ cm 幅・ cm 厚さ・ cm 備考

B地区
3D28 漆器 ブナ属

外面黒漆 内面朱漆 孔 1カ 所 底径 54
厚一体部05底部07

3D28 漆器 グナ属
黒漆 一部朱漆残存 朱書文様があったと思
われる 底径 52厚一体部04底部04

SD28 漆器 ブナ属 外面黒漆 内面朱漆 底径 69厚一体部09

SD28 下駄 222 112 連歯 台厚 15

SD28 円形板 ス ギ

3D28 折敷 ス ギ

3D28 板状木製品 ス ギ

3D20 漆器 トチノキ
外面一部黒漆 (も しくは下地か)残存 変形
楕円皿 口径 109底径 55器高 22
厚一体部09底部14

SD20 漆 器 ケヤキ
内外面共に朱漆 底径 76厚一体部11
底部09

SD20 円形板 ス ギ 1 (径 )

8D20 柄杓 ス キ (径 ) 表面黒漆

SD20 円形板 ス ギ 147(径 )

SD20 円形板 サワラ (径 ) 木釘残存

SD20 櫛 ナ ン亜科 100

SD20 折敷 ス ギ

SD20 折敷 ス キ

8D20 桶側板 ス ギ 焼印有 り

SD20 板状木製品

8D20 下駄 ケヤキ 差歯

SD29 漆器 ブナ属
内面一部朱漆残存 底部にロクロの爪痕あり
口径 118底径 56器高 75厚一体部06
底部17

SD29 漆器 ブナ属 内外面共黒漆  日径 1ヽ50～ )厚 一体部14

SD29 下駄 ス ギ 他 1 台厚 10

木栓 ス ギ 30(最大径) 55(高 )

木栓 ス ギ 31(最大径) 63(高 )

漆器 (指物 ?) ヒノキ 内外面朱漆

金属製品一覧

地 区 遺物番号 図面番号 写真番号 遺構番号 種類 規格 。長 cm 幅 厚 重 g 備考

B地区 286 SD25 鉄滓

286 SX04 鉄滓 1222

286 SD29 鉄 滓 1319

286 SD25 鉄 浮

286 SD20 鉄滓

286 鉄津

286 鉄滓

286 鉄滓

286 鉄滓 71 1871

D地区 SK83 鉄滓 57

E地区 286 鉄 浮

11 286 鉄滓

石製品一覧

地区 遺物番号 図面番号 写真番号 遺構番号 種類 材質 長さ 。c2m 幅 。cm 厚 さ 。cm 重さ・ g

B地区 01 SX04 磨石 花商閃緑岩 1060

棒状石製品 砂岩 4600

砥 石 砂質泥岩 960

SD20 砥石 凝灰岩

E地区 SX06 棒状石製品 凝灰岩 7620

SX06 砥石 流紋岩

砥石 凝灰岩 17

砥石 凝灰岩 734
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1.婦負における古代集落の様相

内田亜紀子

1.は じめに

中名 I・ V・ Ⅵ遺跡が位置する婦負郡は、富山県の中央部に延びる呉羽・射水 (羽根山)丘陵と、

この東に広がる神通川、井田川、山田川の 3河川が形成 した複合扇状地から構成される。丘陵地には

墳丘墓や古墳が数多く造営され、眼下の平野部には基盤集落が形成されるなど、婦負西部は古 くから

開発の進んだ地域である。一方東側に広がる扇状地は神通川の流路変遷が著しく、特に丼田川間との

一帯は現在も旧河道の蛇行跡が残る氾濫原であるため、遺跡の形成は稀であると考えられてきた。し

かし近年の開発工事に伴う調査において、中名遺跡群をはじめとする古代以降の遺跡が相次いで発見

されている。ここではまず中名遺跡群の古代建物を総括し、集落の変遷についてまとめる。次に婦負

郡に位置する遺跡を概観し、特に集落の立地する地形に焦点を当てく中名遺跡群の集落形成に至る背

景について考えてみたい。

2 中名遺跡群について

(1)調査区と時期設定

中名 I・ V・ Ⅵ遺跡 (中名遺跡群と仮称する。以下同様)は南北に繋がる一連の遺跡であり、一般

地方道館本郷・添島線がほば中央部を横切り南北に三分する。地方道以南の調査区については既に報

告がなされているは
1)。
本書で扱っている地方道以北における調査区は合計14地区にわたるが、この

うち古代の遺構が検出されているのは中名V遺跡Al・ Dl・ D2・ D3・ D4地区、中名Ⅵ遺跡A・

B地区の計 7地区である。ここでは地方道以北の 7地区を検討対象として扱い、基本的な時期設定に

ついては地方道以南の既報告における考察
往2)を
踏襲することとする。なおこの調査区内から、既報

告における古代 I期 (8世紀前半)を遡る 7世紀前半・ 8世紀初頭の遺構が検出されているが、混乱

を避けるため敢えて新番号をつけず、「 7世紀前半段階」「古代 I期直前段階」とした。

(2)古代建物の変遷

フ世紀前半段階 [竪穴建物A― S101・ 02・ 03・ 04・ 06]

遺跡北部のA地区で竪穴建物が 5棟構築される。全て方形を呈 し、造り付けカマドを有する。カマ

ドの残存状態は比較的良好で、S101006に は構築部材や袖石が残存する。A地区にみられる 5棟のう

ち 3棟 (S101・ 04・ 06)に は壁溝が巡る。

古代 I期直前段階 [竪穴建物A― S105・ B― S104・ 05]8世紀初頭

A地区に加えて更に北側のB地区にも竪穴建物が構築される。幅細の調査区のため建物規模は不明

であるが、 2棟確認できる。S104は カマドを北壁にもつ。S105はカマドが壊されており、南壁に焼土

と炭化物の広がる範囲が確認されている。周溝をもつものはない。

古代 I・ Ⅱ期 [竪穴建物B― S101・ 02・ 03・ 06]8世紀前葉～中葉

集落の中心が南下 し、B地区南部に集中する。竪穴建物 4棟が切り合って確認でき、 2段階の変遷

が考えられる。出土遺物をみると須恵器堺蓋の頂部調整に回転ヘラ削り調整がされないなど、地方道

以南B4地区の竪穴建物群よりは若干後出のものが含まれるため、Ⅱ期のものが主体であると考えら

れる。

古代Ⅲ・Ⅳ期 [竪穴建物D4-S102・ 03・ 04、 掘立柱建物D4-SB01・ 02・ 03、 掘立柱建物付随施設

A― SK001・ 002]8世紀後葉～ 9世紀前半

竪穴建物に加えて掘立柱建物が現れる段階である。集落の中心はD4地区及び地方道以南のB4地
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ー図 1 中名V・ Ⅵ遺跡古代遺構変遷図 (1)(1:2,000)
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図 2 中名V・ Ⅵ遺跡古代遺構変遷図 (2)(1:2,000)



区にあると考えられる。D4地区では竪穴建物から掘立柱建物へ建物構造が変化する。出土遺物の年

代から9世紀初頭には掘立柱建物が成立 していたと考えられる。遺跡北部のA地区では火処的施設と

考えられる土坑SK001・ 002が確認できることから、調査区外における掘立柱建物等の存在が想定さ

れる。

古代V期以降 [竪穴建物 D2-S101。 Al― S101]9世紀後半以降

南部を中心に分散する。前期でみられた掘立柱建物は確認できず、小規模の竪穴建物が散在する。

(3)小結

調査区の中央部を旧河道が数回流れを変えて通るため、建物は旧河道間の微高地上に形成される。

旧河道は埋没後、低湿地となっていたと考えられ、この上に集落は形成されない。古代 I期以前は遺

跡北側に建物が集中して形成されており、北に約300m離れて立地する砂子田 I遺跡との関連が考え

られる。古代 I・ Ⅱ期には集落は竪穴建物のみで構成され、遺跡北側から中央部へ移動する。古代Ⅲ・

Ⅳ期以降には竪穴建物に加えて掘立柱建物が建てられ、集落の中心が南端に移動する。同様に地方道

以南のB4地区においても古代Ш oⅣ期に掘立柱建物と竪穴建物が共存する集落構造が考えられてい

る。なお遺跡北側では掘立柱建物は検出されていないが、付随施設と考えられる土坑が検出されてお

り、古代Ⅲ期以降にも北側調査区外に集落の広がる可能性が考えられる。古代V期以降は建物構成に

まとまりがみられず、南部を中心に散在する。

3.周辺地域の古代集落遺跡

次に、婦負地域に形成された集落遺跡について検討する。対象時期は弥生時代終末期から古代まで

とする。検討に先立って、当該地域を河川や農業用水路の水系からみてA～ Cの 3地域に分けた。各

地域の有する地形的特徴によって遺跡形成にどのような変化が生じるのか考えてみたい。

(1)地域A

井田川と熊野川に挟まれる地域で、複数河川が形成した複合扇状地からなる。現在は中央を流れる

神通川により東西に分断されているが、流路変化以前は一帯の地域であり、院政期の文献資料に現れ

る徳大寺家宮河荘の範囲に概ね合致すると考えられる。但し該当地域が広範囲にわたるため、ここで

は中名遺跡群が立地する神通川左岸を中心に扱うこととする。

地域 Aに立地する遺跡は複合扇状地上の微高地を選んで形成されているが、神通川の度重なる氾濫

により遺跡が削平されている可能性もあり、遺跡数は少ない傾向にある。弥生時代に遡る遺跡はみら

れず、遺構の形成が確認できるのは古墳時代後期以降の砂子田 I遺跡、中名Ⅵ遺跡である。

砂子田 I遺跡は古墳時代後半から古代 。中世に至る集落遺跡である。古墳時代の遺構として平成

12年度調査のB地区において竪穴建物が 1棟検出されており、建物内から6世紀中葉～後葉の黒色土

器椀、土師器高堺が出上している。この他にも 6・ 7世紀に遡る遺物がみられるが、出土量は少なく、

中心を 8～ 9世紀にもつ遺跡であると考えられているe3)。

この他、神通川左岸の古代の遺跡としては、袋遺跡、板倉Ⅱ遺跡、鵜坂 I遺跡が確認されている。

(2)地域 B

山田川と井田川に挟まれる地域で、井田川水系に属する。井田川左岸の扇状地と西側に広がる富崎

丘陵から構成される。弥生時代後期後半 (法仏式期)に は、富崎丘陵上に高地性集落として富崎赤坂

遺跡、離山砦遺跡が形成される。弥生時代終末期 (月影式期)に入ると集落の立地は平野に移り、丘

陵縁辺の平野部に富崎遺跡、井田川扇状地上に南部 I遺跡が形成される。富崎丘陵には県内最古の四

隅突出型墳丘墓である富崎 3号墓のほか、前方後方墳、円墳、方墳が密集して築造される。


